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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　光明の神に愛された地──。

　南方の小国・綸りんは、大陸中の国からそう呼ばれている。

　多くの国が日照りや砂さ塵じんに苦しむなか、綸国には穏おだやかな陽光が溢あふれ、大地を潤うるおす雨が降る。

　綸国を象しよう徴ちようするのが、[image: ]れんの一族の所有する泉だった。

　泉の水はなぜか湧わきでるばかりで尽つきることがない。泉を守るのを生しよう涯がいの使命として生きる[image: ]の者たちは、光明の神の血族だと信じられていた。はるか昔、彼らから泉を奪うばおうとした皇こう帝ていは、疫えき病びように見み舞まわれて死んでしまったという。

　泉の水が湧き続けるのは、光明の神が綸国にとどまっておられる証しよう拠こ。その慈じ愛あいはときに陽光となり、ときに雨となり、綸国にやさしく降りそそぐ。




　綸国は[image: ]の一族なくしては成り立たない。

　代々の皇帝は、[image: ]の娘むすめを后きさきに迎むかえるのが習わしとなっている。
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　その日、綸国の王宮の内ない苑えんには民たみがひしめいていた。

　冬空を鮮あざやかに染める龍りゆう舞まい。気が早い者たちは肩かたを組み合って歓よろこびの歌を口ずさみ、子どもたちは吉きつ祥しよう飾かざりを手にしてはしゃぐ。

　伶れい藍らんは控ひかえの間から内苑の様子を窺うかがい、睫まつ毛げを伏ふせた。

　これから皇帝秀しゆう峰ほうと[image: ]の一族の娘が民の前で婚こん姻いんの誓ちかいを立てる。

　二に妃きと三さん妃きを娶めとることしかしなかった秀峰がようやく一いつ妃き──すなわち后として[image: ]の娘を迎えるのだ。誓いを立てたあとは王宮にて婚礼の儀ぎが執とり行われ、娘は生涯後宮で暮らす。きっと今日を境に娘の人生は変わっていくだろう。

　虚うつろな眸ひとみで窓辺にたたずんでいると、玉ぎよく來らいがやってきた。

　玉來は伶藍の育ての親でもあるし、[image: ]の一族を束ねる女おんな長おさでもある。

「いよいよじゃな、伶藍。良い后になれよ」

「婆ばばさま……」

　この胸の内を明かすことができたらどんなに楽か。だけどとうに八十を超こえている玉來に心配はかけられないし、控えの間には一族の者たちが多くいる。伶藍は曖あい昧まいにうなずくと窓辺を離はなれ、鏡の前に腰こしを下ろした。

　繊せん細さいな刺し繡しゆうのほどこされた襦じゆと長ちよう裙くん。透すけるほどに薄うすい披ひ帛はくは身じろぎするだけでふわりと揺ゆれる。いつもは適当に束ねている髪かみも、今日は珠たま飾かざりと花飾りで彩いろどられていた。

　鏡に映る自分の姿をじっと見つめる。

　これが『娘』なら、華はなやかな婚礼の衣い装しようと美しく結ゆわれた髪に胸を躍おどらすこともしたかもしれない。だけど伶藍は『男子』だ。いくら[image: ]の生まれでも本来は后に選ばれることはない。鏡が映す稀け有うな容姿──銀色の髪と紺こん青じよう色の眸が沈ちん鬱うつさに拍はく車しやをかける。

　大陸中を探してもこんな容姿で生まれたのは伶藍だけだろう。両親のどちらかが遠い異国の生まれで、どちらかが[image: ]の生まれだと聞いている。だけどそれ以上のことを尋たずねようとすると玉來は昔からぴたりと口を閉とざしてしまうので、伶藍は自分がこの世に生を受けた意味すら分からない。十八になったいまでもありのままを映す鏡は苦手だ。

　皆みなと同じ、黒い髪と黒い眸ならどんなによかったか。この容姿で生を受け、幼い頃ころに三度も天災を予見したせいで、伶藍の一生は決まってしまった。

　綸国皇帝に嫁とつぎ、后として国を守る──。

『そなたはまさに光明の神の生まれ変わり。いずれ息子むすこの妻になってほしい』

　幼い日の伶藍にひざまずき、深々と頭こうべを垂れたのはいまは亡なき先帝だ。

　伶藍はまだ五つ。妻の意味も知らなかった。

　首を傾かしげる伶藍を当時の[image: ]の長が抱だきあげ、その先はきっと先帝と長とで話し合ったのだろう。次の日から伶藍は娘用の服を着せられ、勝手に髪を切ることも、付き人なしで集落の外へ出ることも叶かなわなくなってしまった。

　伶藍を男子だと知っているのは、[image: ]の一族のなかでも皇族のなかでもごく一部。五歳を境に娘として育てられたので、所作は自然と身についている。

　だからこそ、本当の自分が分からない。

　ただ、本当の自分など出せないまま、生きていかなければならないことは分かっている。

「伶藍よ」

　いつの間にかうつむいていたらしい。顔を上げた刹せつ那な、玉來の手で頰ほおを挟はさまれる。

「浮うかぬ顔をしてはならん。男の身で秀峰に嫁ぐと思うからつらくなるのじゃ。お前が嫁ぐのは綸国であって秀峰ではない。視みえないものを映すその眸を綸国と綸国の民に捧ささげるのじゃ」

　何もかも見み透すかされていたことを知り、胸に熱いものがこみ上げた。

　それをぐっと吞のみ込み、揺れる眸を玉來に向ける。

「ですが、婆さま。私は未来を視ようと思って視ているわけではないのです。綸国を守ろうにもこの眸は二度と国を脅おびやかすものを映さないかもしれません」

　伶藍が幼い頃に予見したのは、竜たつ巻まきと洪こう水ずい、そして砂すな嵐あらしだ。

　泉のほとりで遊んでいるとき、いきなり頭のなかで突とつ風ぷうが吹ふくような感覚がして、驚おどろいて固かた唾ずを吞んでいると、目の前にはないはずの光景──竜巻にさらわれる家屋や家か畜ちくが視え、わあわあと泣きながら玉來に伝えたのが最初の予見だ。

　伶藍の予見はすぐさま長を通じて皇帝に伝えられ、被ひ害がいは最小限に食い止められたと聞いている。おかげで伶藍がいたからこそ国は救われたと信じている民が多いようだが、果たして本当にそうなのか。

「婆さまもご存じのように、私は十年以上何も視ていないのです。もしかして幼い頃に未来の風景が視えてしまったのは、偶ぐう然ぜんの産物ではないでしょうか」

「何を言っておる。視えないのは綸国が安あん泰たいだからであろう。この十年、天災らしきものは何もなかったではないか。中立国である綸国の立場を踏ふみにじり、攻せめ入ってくる国もない。お前は光明の神の生まれ変わり。婆はそう信じておる。集落を出て、国と民を守る后になることこそ、お前の役目であろう」

　玉來は満足そうに笑うと、伶藍の衣装をざっと直してから窓を振ふり仰あおぐ。

「なぜ雨が降らぬ。伶藍が后になる日だというのに、神事が足りておらんのではないのか」

　綸国では光明の神の祝福があるとき、雨が降ると信じられている。

　窓まど枠わくに切りとられているのは白くくすんだ冬の空で、雨雲は見当たらない。光明の神はこの婚姻を憂うれいているのかもしれないと思うと、少しだけ胸がすいた。もちろんそんなことは口にできず、玉來に叱しつ責せきされている一族の者たちから目を逸そらす。

　そのとき、大おお扉とびらの向こうから女によ官かんの声がした。

「[image: ]の皆さま、皇帝陛下のお支し度たくが整いました。どうぞ広間のほうへお越こしください」

　いよいよだ。王宮の三階の広間には、内苑に向かって張りだした露ろ台だいがある。そこに秀峰と並んで民の前に立ち、生涯をともにすることを誓うのだ。

「伶藍よ。たとえお前が后になっても、婆は死ぬまでお前の婆じゃ。困ったことがあればすぐに婆に言え」

　厳しいことを告げつつも、本当は玉來の胸の内も複雑なのかもしれない。玉來の眸が潤うるんでいるのが分かり、伶藍の目め頭がしらも熱くなる。

「さあ、行くぞ」

「はい……」

　伶藍が立ちあがったのを機に女官たちが大扉を押し開く。

　廊ろう下かには王宮づとめの者たちがずらりと並んでいる。無言で頭を垂れる彼らの前を厳おごそかに進み、広間へ向かう。伶藍と玉來の後ろには一族の者たちが列を成す。

　辿たどり着いた広間では、綸国の皇族たちとともに秀峰が待っていた。

　秀峰は伶藍の五つ上。花溢れる綸国の皇帝らしく、落ち着いた風ふう貌ぼうをしている。

「我が娘、伶藍をそなたに捧げよう」

　玉來の言葉を合図に、伶藍は秀峰に手を伸のばす。

　ここで秀峰が伶藍の手を取るはずなのだが、秀峰は伶藍の爪つめの先に触ふれただけだった。伶藍は誰だれにもそれを知られないよう、引き寄せられたふうを装よそおって素す早ばやく秀峰の前に立つ。

「気に入らんな。男だと恥はじらいも知らないのか」

　不ふ機き嫌げんそうな囁ささやきが伶藍のこめかみをかすめる。

　男の身で男に嫁ぐ──それは伶藍にとっての憂ゆう鬱うつで、秀峰にとっての憂鬱は父帝が定めた男子を后きさきとして迎えなければならないこと。婚礼の打ち合わせで秀峰と顔を合わせることが増えてから、伶藍はそのことに気がついていた。

　[image: ]の者の前ではやさしげな表情を作ることはあっても、眸は冷たいまま。まちがって伶藍の手が触れようものならすぐさま手を引き、さりげなく手しゆ巾きんで拭ぬぐう。ほんの一いつ時とき、二人きりになったことがあるのだが、そのときにかけられた言葉は生しよう涯がい忘れられないだろう。

「亡き父に選ばれたからといってつけあがるなよ。俺はお前を美しいと思ったことはない。年寄りのように白い髪、毒々しい蒼あおい眸。これで未来が視えるなど立派な化け物だろうが」

　唇くちびるの動き、ひそめられた眉まゆ、どれも鮮やかに覚えている。

　息ができないほど胸が苦しくなり、「ならばどうして……」と喘あえぐように訊きいた。

「仕方がないだろう。父が定めたのはお前、民が望んでいるのもお前。光明の神の生まれ変わりだと信じられているお前を后にする以外、俺には道がない」

　薄々察してはいたが、言葉にされると胸を抉えぐられた。

　亡き先せん帝ていもそう。玉來も秀峰もそう。そのままの伶藍を望んでいる者はどこにもいない。

「うまくやれよ。仲なか睦むつまじいように民に見られねば、政まつりごとがやりにくくなる」

　秀峰は低い声こわ音ねで囁くと、先に大窓を出て露台の中央に立つ。

「我が綸国の民たちよ、よくぞ集つどってくれた。触れを出したのは他ほかでもない。今日は我が后となる娘むすめを紹しよう介かいしよう。[image: ]の一族の長、玉來の娘、伶藍だ」

　大窓を振り向いた秀峰が、来い、と目で合図する。

　伶藍は震ふるえる息を吐はきだしてから、長裙の裾すそを踏まないように気をつけながら露台へ向かう。

　秀峰のとなりに辿り着くと、大きな歓かん声せいが沸わき起こる。もはや楽団の奏かなでる旋せん律りつも銅ど鑼らの音も聞こえない。

　まるで檻おりだ。伶藍の知らない本当の伶藍が、祝福の声に閉じ込められる。

　たまらず後ずさりかけたのを、秀峰が沓くつの先で止める。

「この秀峰、一いつ妃き伶藍を末永く慈いつくしむことを光明の神に誓ちかおう」

　もうどこへも戻もどれない。──眼下には「秀峰さま万ばん歳ざい！　伶藍さま万歳！」と叫さけびながら狂きよう喜きする民たみたちの姿。檻はいっそう堅けん牢ろうなものとなり、伶藍を閉じ込める。

　大おお粒つぶの涙なみだがせり上がってきたが、気づいた民はひとりもいないだろう。







　伶藍のための宮──月げつ花か宮きゆうは、後宮のいちばん奥にある。

　さすがに他の妃きさきといっしょには暮らせない。王宮とは回かい廊ろうで繫つながっているものの、他の妃が暮らす宮とは行き来できないようになっている。

「ここで結構です」

　伶藍は回廊の半ばで振り向くと、王宮からついてきた警護役の女官たちを帰した。

　彼女たちの後ろ姿が遠くなってからこっそりと息をつく。

　婚こん礼れいの儀ぎを終え、半月。秀峰は伶藍を毛け嫌ぎらいしているので、月花宮を訪おとずれることはない。皮肉なことにこの宮が、伶藍にとっていちばん心安らげる場所になっていた。

　月花宮は一日も早く伶藍を輿こし入いれさせたかった先帝が、十年も前に造らせたものらしい。子どもができないのは分かっているので宮自体はこぢんまりとしているが、その分、他の妃が暮らす宮よりも庭が広い。

　時折庭を眺ながめつつ回廊を進んでいると、宮の前で侍じ従じゆうたちが出で迎むかえているのが見えた。

「お帰りなさいませ、伶藍さま」

　宮付きの侍従はすべて玉來が吟ぎん味みした[image: ]の女たちだ。伶藍の本当の性別も知っている。年かさの者ばかりなのは、まちがいが起きぬようにと玉來が気をまわした結果だろう。

　皆みなに労ねぎらいの言葉をかけようとしたとき、列の端はしから小こ柄がらな少年が飛びだした。

「伶藍さま、お帰りなさい」

「ああ、凜りん明めい。ただいま戻りました」

　伶藍は微笑ほほえみ、十一になったばかりの凜明の頭を撫なでる。

「伶藍さま、今日はごちそうですよ。王宮の厨ちゆう房ぼうからお魚が届いたんです。たっぷりの菜といっしょに蒸しました。いつものようにお庭の露台にお運びすればよろしいですか？」

「ええ、お願いします」

　凜明は「かしこまりました」と元気よく返すと、厨房のある宮の東へ駆かけていく。

「これ、お出迎えがまだ終わっておりませんよ」

　侍従長が咎とがめたものの、凜明の耳には届かなかったらしい。あっという間に小さくなっていく背中を見送りながら苦く笑しようする。

　凜明は宮付きの侍従のなかで唯ゆい一いつの男子で、玉來の曾ひ孫まごにあたる。

　本来は皇子以外の男子が後宮で暮らすことはできないのだが、后本人が男子なのだからややこしい。女性に着き替がえの世話などされるのがどうにも受け入れられず、ひとりでいいから男子を宮に入れてほしいと秀峰に頼たのみ、「子どもなら男子でもよい」という特約を得た。

　月花宮に戻るとほっとするのは、凜明がいるからかもしれない。伶藍はあらためて侍従たちに労いの言葉をかけると、自分の房ぼうへ入った。

　婚礼の儀を終えてから何かと気き忙ぜわしい日々が続いている。

　他国の使者が祝いの品を持ってしょっちゅう王宮にやってくるのだ。ただの使者なら高官が応対するものの、王族がやってきたときは、秀峰と伶藍が応対しなければならない。相変わらず秀峰はろくに口を利きくこともしないので、側そばにいるだけで気き疲づかれしてしまう。

　伶藍はため息をつきながら髪かみ飾かざりを外した。次に宮きゆう廷てい服を脱ぬぎ、ほんの少し刺し繡しゆうがほどこされただけの長衣に袖そでを通す。これは[image: ]の一族の普ふ段だん着ぎで、冬のいまはこの上に上衣を着て肩かた掛かけを羽織る。

　最後に長い髪をざっくり束ね直していると、凜明がやってきた。

「伶藍さま。夕ゆう餉げのお支度が整いました。どうぞ露台にいらしてください」

「ありがとう。すぐに行きます」

　一階の廊下を抜ぬけた先にある露台は、伶藍の気に入りの場所だ。

　庭を正面から眺めることができるので、少しくらい寒くてもここで食事をとるようにしている。侍従たちは水をついだり、魚を取り分けたりしながら、今日一日の出来事を話してくれる。

「少し風が出てきたみたいですね。房に戻られますか？」

　どの器うつわも空になったのを見計らって凜明が尋たずねた。

　空はじょじょに藍あい色を深めていて、宵よいから夜へ近づこうとしている。

　房に戻って床とこにつくと、すぐに明日がやってくる。明日はまた華か美びな宮廷服をまとい、后として王宮へ出向かなければいけない。ほんの一時でいい、憂鬱を遠ざけたかった。

「少し庭を散歩してからにいたします。凜明も皆も下がってよいですよ」

「かしこまりました」

　去っていく侍従たちを見送ってから、伶藍は回遊路に踏ふみだした。

　月花宮の庭は[image: ]の一族が暮らす泉のほとりを模していて、いたるところに水すい池ちがある。

　一ひと際きわ大きな中央の水池は、切りだした大石をくり抜いて地中に埋うめたものだ。どの水池にも[image: ]の集落から運ばせた泉の水を満たしてある。水池の周りには十年の歳月をかけて茂しげった樹き々ぎが枝葉を広げていて、しきりに葉は擦ずれの音を立てている。

　夏の夕べならきっと心地ここち好よいだろうな。そんなことを思いながら回遊路を歩いていると、少し先の茂みで白いものがぴょんと飛びはねた。

　何だろう、そう大きくない動物だ。

（兎うさぎ……かな？）

　二に妃きと三さん妃きが暮らす宮にも樹々の茂った庭があるので、兎が棲すんでいても不思議はない。

「出ておいで。焼いて食べたりなんてしないから」

　呼びかけながら、がさごそと叢くさむらを移動しているらしい音を追いかける。

　間近なところで兎を見てみたい──明日を忘れるための戯たわむれのようなものだった。

　だけど兎はなかなか姿を現さない。次し第だいに足音らしいものも葉擦れの音にまぎれ、分からなくなってしまった。

　どこかで息をひそめているのかもしれないし、とっくに月花宮の庭から出ていったのかもしれない。うろうろと捜さがしまわっているうちに、王宮に繫がる回廊が見えてきた。

　陽ひが沈しずんだあとに皇帝の妻が後宮を出るのは、はしたないこととされている。

　仕方なく宮に引き返そうとしたとき、目の前の叢ががさりと揺ゆれた。「あっ」と声を上げた伶藍の眸ひとみに、くるんと巻いた尻尾しつぽが映る。

「…………？」

　兎の尻尾は、巻くほどに長いものだっただろうか。

　伶藍が瞬またたいているうちに尻尾の持ち主は次の叢に飛び込み、草を揺らしながら逃にげていく。

「待って、そっちに行ってはいけない──」

　兎が逃げていった先は、王宮の内ない苑えんに続いている。

　内苑には昼夜を問わず警護役がいるし、武官や兵士も出入りする。乱暴者に「おっ、うまそうな兎だな」と首根っこを摑つかまれて、丸焼きにされてしまうかもしれない。兎の肉は結構なごちそうだ。

　だけど兎ではない伶藍が内苑に入るには、門を抜ける必要がある。

　互たがい違ちがいに並んだ門で、後宮側には女によ官かんが、内苑側には兵士が立っている。

「通してください。兎を捜しています」

　守衛の女官に告げると、当然だが怪け訝げんな顔をされた。

「兎ですか？　そのようなものはここを通っておりませんが」

「あちらの叢から内苑に入ったのです。すぐに宮に戻りますから通してください」

　強めの口調で言うと、女官は叱しつ責せきされたと思ったようだ。はっと息を吞のんでから慌あわてた様子で門もん扉ぴを開く。なんだか申し訳なくなったが、一刻も早く捜してやりたい気持ちのほうが勝まさった。「ありがとう」と頭を下げてから小走りに門を駆け抜ける。

　内苑ではすでにかがりに火が入っていた。

　昼間ほどではないものの、高官たちが行き来していて、[image: ]の普段着で歩きまわるには気が引ける。伶藍は暗がりに逃げ込むと、肩掛けを頰ほおかむりの形に巻きつけた。銀ぎん髪ぱつさえ隠かくしてしまえば格好が格好なので、下働きの者にしか見えないだろう。

（よし、うまく化けられた）

　ふふふと笑えみをこぼしつつ歩いていると、官かん吏りらしい男性が茂みの前でしゃがんでいるのが見えた。

　おいで、とでも言うように伸のばされた男の腕うで。もしやと思って注視していると、ほどなくして白毛の動物が男の腕に抱だかれる。

　あの兎だ。伶藍は笑みを浮うかべて男に駆け寄った。

「よかった。それは私が捜していた兎です」

「────」

　ふいに真横に来られて驚おどろいたらしい。男は兎を抱いたままさっと立ちあがると、射い貫ぬくような眼まな差ざしを向けてくる。

　予期せぬまま厚みのある長ちよう軀くと対たい峙じしてしまい、思わず後ずさる。

　この体つきは文人ではなく武人のものだ。それに強こわそうな短髪と濃こい睫まつ毛げ。平へい坦たんな顔立ちをしている綸国の者とはどこか違う。男が放つ野性味に圧あつ倒とうされ、まるで伶藍こそが食べられる寸前の兎のように固まった。

「す、すみません、その兎を捜していたので……」

　喘あえぐように言いながらようやく気づく。男の装よそおいは綸国の官吏のものではなかった。

　騎き馬ばの民たみが好むような上衣と下衣をまとい、首に砂さ塵じん除よけの長布を巻いている。

　ほどよく雨が降る綸国で、砂塵除けの長布を使う者はまずいない。伶藍が釘くぎづけになっていると、男は長布のたるみを引きあげ、顔の半分を隠す。

　きっと他国の使者だ。察してうろたえた。

　后きさきらしい格好もしていないし、女官も侍従も連れていない。

　いや、后だと気づかれなければいいのか。銀髪は隠しているのであとは眸だけ。頭をこんがらかせたまま、顔ごと眸を地に伏ふせる。

　かがり火から遠い樹の下だ。たぶんこの眸も黒色に見えるはず──。

　うつむく首根に力を入れたのも束つかの間、頭上から降ってきた男の言葉で呆あつ気けなく顔を上げてしまう。

「おもしろい。綸国ではこの動物のことを兎と呼ぶのだな」

「えっ？」

　男の双そう眸ぼうから先ほどの強さが消えていた。からかうような言いまわしと、かすかな笑みをたたえた目め許もと。どちらにも興味を覚え、おずおずと男の腕のなかを覗のぞき込む。

「俺の国ではこの動物のことを猫ねこと呼ぶ」

「あっ──」　>>>♥

　確かにそれは猫だった。まだ幼い白猫で、兎らしい長い耳はどこにも見当たらない。捜しているときに一いつ瞬しゆん見えた尻尾はいま、小さな体に沿ってたたまれている。

「ね、猫……猫だったのですね。ああいえ、綸国でも猫のことは猫と呼んでいます。飛びはねるようにして駆かけていたので、私はてっきり兎かと──」

「怪け我がをしているからだろう。見ろ、この足を」

　男が子猫を抱き直す。血で汚よごれた右足が見え、またもや「あっ」と声が出る。

　柵さくか何かに引っかけてしまったのだろうか。おかしなふうに曲がってもいて、子猫はべそでもかくように細く鳴く。

「なんてこと……」

　伶藍がしつこく追いかけるような真似まねをしたから、子猫は痛む足で必死に逃げていたのだろう。ようやく身を隠せる場所を見つけたところで、男に抱かれた──。

「足が折れては狩かりなどできまい。いずれ獣けものの餌えさとなるだけだ。静かな場所で死なせてやれ」

　男は言いながら茂みへ分け入る。

　子猫を暗がりに放置しようとしているのだと分かり、慌てて男の上衣を引っ摑む。

「みすみす死なせるのですか？　とんでもない。私にその猫を預からせてください。手当てをいたします」

　助けられるかどうかは分からないが、助けたい。人として当たり前だろうと思うのに、男にはなかった感情らしい。

「この猫を助けるのか？」

　男は驚いたように振ふり向くと、腕のなかの子猫に目を落とす。

「そうか。豊かな国は違うのだな」

　何がどう違うというのだろう。瞬きながら男を見つめていると、まるで荷でも預けるようにひょいと子猫を渡された。「わっ」と声を上げて慌てて抱きとめる。

「助けられるなら助けてやれ。その幼い猫にとって、お前に拾われたのが運命の分かれ道になるとよいな」

　子猫はまだ抗あらがう気力を残していたようだ。伶藍の腕のなかでむずかるような仕草をしてみせる。収まりがいいように抱き直しているうちに男は背を向け、歩きだす。

「あのっ──」

　遠ざかる背中に声をかけたとき、内苑の中央広場でこちらを注視している一団に気がついた。

　かがり火はいくつもあれど、彼らの顔までは判別できない。きっと男と伶藍のやりとりが終わるのを待っていたのだろう。男は伶藍を振り返ることなく歩んでいき、彼らは頭を下げて男を迎むかえる。

　男に対する態度が恭うやうやしい。使者ではなくて王族だったのだろうか。砂塵除けの長布を使うような国はどこも遠方で、綸国と交易はないと聞いているのだが。

　腑ふに落ちないまま一団を眺ながめていると、後ろから「伶藍さま！」と呼ばれた。

　角灯を掲かかげた凜明を先頭に、宮付きの侍じ従じゆうたちが駆けてくる。

「宮を出るときは伝えてください。お庭のどこにもお姿がないから慌てたじゃないですか」

「ごめんなさい。兎うさぎ……いえ、猫を追いかけていて、つい」

　首を竦すくめつつ腕のなかの子猫を見せる。

「可哀かわいそうなことに足を怪我しているのです。宮に戻もどったら泉の水と薬草を用意してください。すぐに手当てをいたします」

「かしこまりました」

　駆け足で後宮に引き返すなか、伶藍はそれとなく振り向いた。

　一団はすでに内苑を出たようで、静かな夜の風景があるだけだった。







　[image: ]の一族が守る泉の水は、湧わき続けるばかりでなぜか涸かれることがない。

　一族の者たちは食事を作るときも体を洗うときもこの水を使う。一族の者でなくても、甕かめを持って集落を訪おとずれた者には泉の水を分けている。伶藍自身も泉の水を甕に入れ、月花宮の蔵に蓄たくわえていた。

「大人しくしてください。ひどいことは何もいたしません」

　怯おびえて威い嚇かくする子猫にどう接していいのか分からない。まるで人に言うように話しかけながら、桶おけに張った泉の水で子猫の足を洗う。なんとか血と土を洗い流したあとは、やわらかな布で水気を拭ぬぐい、すりつぶした薬草の汁しるを傷口に滴したたらせてやる。

　そんな日々がしばらく続き、梅のつぼみがほころぶ頃ころには子猫はすっかり元気になった。

　ただ、曲がった足は元どおりにしてやることができず、子猫はぴょこんぴょこんと跳はねるようにして歩く。それが可哀そうでつい抱きあげてばかりいたからだろう。「もしかして伶藍さまが産んだのですか？」と侍従たちにからかわれるほど、子猫は伶藍に懐なついた。

　毛は長めの純白で眸ひとみは薄うす青あおい。何か可愛かわいらしい名前をと悩なやんだ末に、枸く杞こと名づけた。

　伶藍の猫だというのが分かるように、首に紺こん青じよう色の細布を結んでやっている。

「元気になってよかったね。お前を見ていると飽あきないよ」

　不自由な足で無む邪じや気きに遊ぶ枸杞を眺めていると、たいていあの夜のことを思いだす。

　伶藍に枸杞を手て渡わたし、立ち去った男──彼はいったい何者だったのだろう。気になってそれとなく翌日に高官に尋たずねたら、あの日は遠方からの訪れはなかったらしい。だけど男のくっきりとした顔立ちは、南方の国の者とはかけ離はなれている。

（もしかして身分を偽いつわって王宮を訪れていた……？）

　枸杞を見つめながら考えていると、凜明が房ぼうにやってきた。

「伶藍さま。集落の皆みなさんがお着きになったようです」

「分かりました。皆でお出で迎むかえいたしましょう」

　今日は庭の水すい池ちの水みず換がえの日だ。[image: ]の集落の皆が、泉の水を満たした甕を持って月花宮にやってくる。

　自由に王宮の敷しき地ちの外に出られない身分になってから、どれほどこの日を待ちわびていたことか。伶藍は枸杞を抱くと、弾はずんだ足取りで房を出た。

　内ない苑えんと後宮を繫つなぐ門は開け放たれており、ちょうど先頭の馬が門をくぐったところだった。

　どの馬も体の左右に水甕をぶら下げている。男衆が入れるのはここまでで、そこから先は女衆が馬の手た綱づなを引いて、月花宮に向かう。

　隊列のなかほどに玉來用の輿こしを見つけた。伶藍が駆け寄ると、輿こし添ぞえがさっと御み簾すを上げる。

「婆ばばさま、お久しぶりです。今日はわざわざありがとうございます」

「わしのほうから出向かねば顔を見れぬようになったからな。伶藍よ、変わりはないか？」

　玉來は目許いっぱいに笑い皺じわを寄せたのも束の間、怪け訝げんそうな顔をする。

「秀峰は何をしておる。一いつ妃きの女親が来たというのに出迎えなしか」

　皇こう帝ていを平然と呼び捨てにすることでも分かるように、玉來は気強い上に気難しいところがある。伶藍は慌あわてて言った。

「気をつかってくださったのですよ。今日は集落の皆と水入らずで過ごせばよいと言われております」

　いまでは王宮につとめている者のほとんどが秀峰と伶藍の不仲を察しているだろうが、あまり公おおやけにはしたくない。伶藍は話を逸そらすつもりで枸杞を抱き直す。

「見てください、婆さま。猫を飼うことにしたのです」

「ほう。白毛に青い目……なんだかお前に似ておるな。ふふ、可愛らしい」

　会話を交かわしているうちに隊列の先頭が月花宮に着いたようだ。伶藍は急いで宮へ戻った。

　水池は昨日のうちに空にしてある。侍従長の声を合図に、[image: ]の女衆の手で甕の水が次々と水池にそそがれる。いくつもはねあがる水みず飛沫しぶき。陽光に照らされた飛沫はまるで宝ほう珠じゆのようだ。伶藍の側そばで作業を見守っていた凜明が「わぁ、きれい」とはしゃいだ声を上げる。

　伶藍は膝ひざをたたむと、満ちたばかりの水池のひとつに手を伸のばした。

　水に触ふれたい、たったそれだけの動作だったのだが、

「……っ！」

　水池に指先を浸ひたした途と端たん、切りつけられるような痛みが走り、慌てて手を引く。

「た、大変です、水に」

　刃は物もののようなものがまぎれています。──馬ば鹿かなことを言いかけたのを慌てて吞のみ込む。

　そんなものがまぎれていれば、伶藍の指先をかすめる前に水池の底に沈しずむはずだ。

「どうかされましたか？」

　不思議そうな面おも持もちで膝を折った凜明に、「ああいえ」とごまかしの微び笑しようを返す。

　知らないうちに手指が荒あれていたのだろうか。ささくれひとつ見当たらない手を眺めてからあらためて水池に手を入れる。

　今度は先ほどよりも強い痛みを覚え、伶藍は「ひゃっ」と叫さけんで尻しり餅もちをついた。

　熱い。──そう、熱いのだ。水池の水がなぜか熱湯に変わっている。

「ど、どうして……」

　立ち昇のぼる湯気を信じられない思いで見つめる。

　刃物で切りつけられるように感じた痛みは熱湯に触れたせいだったのだろう。だけど水池の水が陽ひにぬるむことはあっても熱湯に変わることはありえない。「大だい丈じよう夫ぶですか？」と言って助け起こそうとしてきた凜明を咄とつ嗟さに抱き寄せる。

「凜明、水に触れてはなりません。熱湯になってしまっているのです」

「熱湯？……水池の水がですか？」

　凜明はぱちっとひとつ瞬またたくと、伶藍の腕うでから抜ぬけだした。「よしなさいっ」と叫んだ伶藍の目の前で、凜明は何ら躊ちゆう躇ちよすることなく水池に手を突つっ込む。

「ぼくには特に熱いようには思えませんが……今日はお天気がいいからですかね？」

　じゃぶじゃぶと水をかきまぜながら振り向かれて戸と惑まどった。

　凜明の表情も行動も、水池の水は熱湯ではないと言っている。いったいどういうことなのだろう。眉み間けんにきつく皺を寄せて水面を見つめる。湯気らしいものはもう立っていない。

　伶藍は凜明に枸杞を預けると、恐おそる恐る水池に手を浸してみた。

「あっ……」

　ただの水だ。

　凜明がやったようにかきまぜることもできる。

「わ、私の勘かん違ちがいだったようです。ごめんなさい、驚おどろかせてしまいましたね」

　だけど何かがおかしい。肌はだの面ではなく、その奥の血の道だろうか。熱を持った礫つぶてのようなものがうごめく感覚がする。水のなかで手を握にぎったり開いたりしてみるも治まらない。少し疲つかれているのかもしれない。そういえば昨夜は今日を楽しみに思いすぎてあまり眠ねむれなかった。

「あの、本当に大丈夫ですか？」

　横から凜明に覗のぞき込まれたとき、礫のようなものがぐっと体の奥に入ってきた。

「────！」

　礫は大きな塊かたまりとなり、恐ろしい速さで体中を駆かけめぐる。驚いて息をつめているうちに塊は四し肢しをめぐり終え、伶藍を内側から突き破るようにして脳天へ向かう。

「ひ、ぃ……」

　熱の塊は脳天で弾はじけ、熱風に変わった。あまりの熱さに眼がん窩かが抉えぐられるように痛む。

　この感覚は知っている。いつだったか、そう、遠い昔に天災を視みてしまったときも──。

「あ、あ……あ……」

「伶藍さま？──だっ誰だれか、伶藍さまがっ！」







　頭を抱かかえて倒たおれた拍ひよう子しに痛みが抜け、辺りの風景が一変した。

　目の前いっぱいに広がる乾かわいた大地。凜明の姿も[image: ]の女衆の姿も見当たらない。水池に浸していたはずの手はいま、地面に触れている。

　地割れがいたるところに走り、小石のごろつく地だ。土は握るとほろほろと崩くずれていく。

　ここはどこなのだろう。綸国に砂さ礫れきの荒こう野やはない。恐る恐る立ちあがると、頭のなかで吹ふいていた熱風が伶藍の髪かみをなびかせた。

　風には細かな砂がまじっていて、目を開けておくのが難しい。息をするたびに口や鼻にも砂が入り込んでくる。咳せき込みながら辺りを見まわしていると、彼方かなたの地平を這はうようにして真っ黒な雲がかかっているのが見えた。

（雨雲？　それにしてはなんだか低いけど……）

　手をかざして目を凝こらしているうちに、伶藍はそれが雲ではないことに気がついた。

「な……！」

　闇やみ色の甲かつ冑ちゆうをまとった騎き馬ば兵たちだ。小国のひとつやふたつなど容易たやすく吞み込んでしまうだろう数の兵が、地平いっぱいから迫せまり来る。

　──目指すは南方の綸国。

　──皇帝秀峰を討うちとり、光明神が慈いつくしむ地を我らのものに。

　風にまじって聞こえる兵士たちの雄お叫たけび。黒地に紅ぐ蓮れんの炎ほのおを描えがいた軍旗がひるがえる。

（まさか綸国に攻せめ入ろうとしている？）

　信じられない声を聞き、伶藍は身を強こわ張ばらせた。

　軍勢はどんどん近くなる。先せん陣じんを切っているのは炎の塊だ。

「なんてこと……」

　馬に火をつけ、兵器に仕立てているのだろう。おぞましい光景に釘くぎづけになったのも束つかの間、燃えているのは馬に跨またがった兵士のほうだと気がついた。

　炎心でもある男は炭化しているのか、真っ黒だ。

　だけど男に苦しむ素そ振ぶりは見られない。太く逞たくましい腕で前のめりになって手綱を摑つかみ、どの馬よりも大きな黒毛の馬を操あやつっている。

　どうしてあれほどの炎に包まれていながら生きていられるのだろう。

　ゴオオォと唸うなりながら熱風が吹く。頰ほおが灼やける。この風は男の体が放つものなのか。

　幻まぼろしなのかもしれないし、あやかしなのかもしれない。炎をまとわせた男はまっすぐ伶藍に向かって進んでくる。ぎろりと剝むかれた眼め。黒い体のなかでそこだけ赤い。

（この人は……誰──）

　よろめき、尻餅をついた瞬しゆん間かん、男の馬がいななきながら伶藍の体を飛び越こえた。







「伶藍っ、伶藍！」

　たぶん、これは婆ばばさまの手──肩かたを揺ゆさぶられ、はっ、と息を吐はきだす。

「おお、気がついたか」

　水すい池ちの周りに敷しきつめられた色石。灌かん木ぼくの茂しげみ。しきりに伶藍の頰を舐なめる枸杞の舌。

「あ……」

　砂礫の大地はどこにもない。伶藍は水池のほとりでうつ伏ぶせになって倒れていた。

　気を失ってからたいして時間は経たっていないようで、陽はまだ高い。身じろぎしながら辺りを見まわす。玉來、[image: ]の女衆、侍じ従じゆうたちが伶藍を取り囲んでいる。

　侍従長に助けられながら体を起こすと、凜明が水を満たした茶ちや杯はいを唇くちびるにあてがってきた。

　本当に乾いた風にさらされたあとのようで喉のどがいがらっぽい。一杯ぱい目はすぐに飲み干してしまい、別の侍従が差しだした二杯目にも口をつける。

「伶藍。今日は大事をとって寝しん所じよで休め。婆が付き添そってやる」

「…………」

　ここが月花宮だと実感すればするほど、先ほど見た光景が生々しく蘇よみがえる。

　未来を視る目を自分が持っているとは認めたくない。だからといって先ほど見たものをただの夢だと片づけてしまっていいのだろうか。

『皇こう帝てい秀峰を討ちとり、光明神が慈しむ地を我らのものに』

　吹き荒すさぶ風の音にまじる声を、伶藍はこの耳で確かに聞いた。

　あれほどの数の兵に攻め入られてしまえば、小国の綸はひとたまりもないだろう。綸国は中立国ではあるものの、交易のない国はどう思っているのか分からない。領地や水をめぐり、戦いくさをしている国は多かった。

　ごくっと唾つばを飲んでから玉來を振ふり仰あおぐ。

「婆さま、私は王宮へ行きます。秀峰さまにお伝えしなければならないことができたのです」

「何を突とつ然ぜんに。今日は休めと言っておるだろうが」

「視えたのです、とても恐ろしいものが」

　竜たつ巻まきや砂すな嵐あらしとは比べものにならない。黒雲と見まがうほどの数の騎馬兵たちが綸国を目指していた──伶藍は喘あえぐように語りながら両手で顔を覆おおう。

「なんということじゃ……」

　震ふるえる玉來の声を皮切りに、月花宮は蜂はちの巣をつついたような騒さわぎとなった。







　一応は夫とはいえ、公務以外で秀峰と会うには手順を踏ふまなければならない。「宮に呼びつければよい」と息巻く玉來をなだめ、女によ官かんを連れて王宮へ向かう。

　しばらく控ひかえの間で待たされたあと、秀峰の臣下が伶藍を執しつ政せいの間に連れていく。

「皇帝陛下。伶藍さまでございます」

「何の用だ。[image: ]との会食なら出る気はないぞ」

　部屋の中央──紫し檀たんの大おお卓たくに秀峰はいた。同じ卓には二人の武官たち。

　武官たちは伶藍の姿を認めるとすぐさま立ちあがって頭こうべを垂れたが、部屋から出ていく様子はない。思わず秀峰を見ると、面めん倒どうそうに息をつかれた。

　いちいち人ひと払ばらいをする気はないということだろう。官かん吏りや侍従と変わらぬ扱あつかいに虚むなしくなったのも束の間、拭ぬぐっても消えない夢の光景が伶藍の口を開かせる。

「先ほど予見らしきものが視えました」

　秀峰が一転して両目を開く。

「まことか？　何が視えた」

「砂礫の大地と騎馬兵でございます。彼らが向かおうとしているのは綸国。光明神が慈しむ地を我らのものにという声を聞きました」

　これがただの夢でないのなら戦が始まるということだ。綸国にも皇帝軍と名のつく軍はあるものの、国境と王宮周辺の警備が主な役割で戦歴はない。

　秀峰は「騎馬兵か……」と呟つぶやくと、あらためて伶藍を見み据すえる。

「兵の特とく徴ちようは？」

「はい。甲冑の色は黒、旗章は黒地に炎の紋もんが入ったものでございます。先陣を切っていたのは──」

　炎をまとわせた男です、と言いかけたのを吞のみ込む。

　さすがにあれは幻のような気がする。だけど伝えたほうがいいだろうか。

　伶藍がためらっている間に、甲冑の色と旗章で国を特定できたようだ。武官たちは表情を強張らせると二人して秀峰の耳に唇を寄せ、囁ささやきを受けた秀峰も表情を硬かたくする。

「伶藍。お前が視た騎馬兵は北方の隗かい国こくのものだ」

「隗国……」

　思わぬ国の名を聞き、目を瞠みはる。

「我が国と隗との間に交易はございません。伶藍さまは隗の国をご存じでしょうか」

　武官のひとりに尋たずねられ、上うわ擦ずった声で「ええ」と返す。

　大陸には大小さまざまな国がある。大国が小国を吞み込むこともあれば、小国と小国が新国を興おこすこともある。すべての国とその特徴を把は握あくするのが難しいなか、隗国の名は伶藍でも知っていた。

　北方の大国、隗──。

　広大な領土のほとんどは戦によって奪うばったものだ。現皇帝は領土を拡ひろげることに執しゆう心しんしていて、年に何度も他国に戦を仕し掛かけている。それも皇帝自ら戦場へ赴おもむくそうだ。皇帝の実じつ弟ていでもある将軍も戦に長たけた武人のようで、二人して戦に出れば負けることはないという。皇帝は『軍神』、弟と合わせて『北方の双そう璧へき』と呼ばれているらしい。

　誇こ張ちようだろうと笑い飛ばす者はこの大陸にはいないだろう。この数年の間、二人が手中に収めた国は数えきれない。冷れい徹てつな采さい配はいと圧あつ倒とう的な武力で、彼らは大陸の勢力図を塗ぬり替かえた。いまや北方は隗国一色だ。

「秀峰さま、いますぐに手を打たねば大変なことになってしまいます。私にはとても綸国がかなう相手とは思えません」

　差し出がましいのを承知の上で訴うつたえると、秀峰が仰のけ反って笑う。

「お前、北方と南方がどれほど離はなれていると思っている。隗の兵が綸に辿たどり着く頃ころには、弓も引けぬほど疲ひ弊へいしておるわ」

「しかし──」と言いかけたのを武官に遮さえぎられる。

「陛下のおっしゃるとおりでございます。恐おそれながら申し上げますが、伶藍さまは馬にも乗れないお方。戦にかかわることは、陛下にお任せになるのがいちばんかと」

「そ、そんな……」

　確かに伶藍は馬に乗れないし、武器らしいものを握にぎったこともない。娘むすめとして育てられたからだ。だからといってこのまま放ほうっておいていいのだろうか。

　三人の顔を順に見ていると、秀峰が言った。

「懸け念ねんするな。お前の予見を無む駄だにするつもりはない」

「まことでございますか？」

「ああ。遠方の隗に攻め入られるというのは信じられぬが、我が国を脅おびやかすものが近づきつつあるということは心にとめておいたほうがよいだろう。さすがは后きさき、視みえぬものをよくぞ視た。お前ほどの后は大陸中を探しても見つけられまい」

　初めてかもしれない、笑えみをたたえた秀峰に見つめられるのは。

　武官たちの手前、仲なか睦むつまじい夫ふう婦ふを演じようとしているのだろうか。疑いつつも、ようやく存在を認められたようで胸が熱くなっていく。

「まずは民たみに知らせねばならんな。『綸に攻せめ入ろうとする軍勢が視えた』くらいなら言ってもよかろう。備えがなければ対処はできぬ。過去に天災から国を守ることができたのも、亡なき父がお前の予見を心から信じ、民に知らせたからだ」

「ありがとうございます、秀峰さま」

　まっさきに伝えてよかった。気を失っているときに視た風景をただの夢だと一いつ蹴しゆうしなかった秀峰に感謝し、伶藍はあたたかな気持ちで執政の間をあとにした。







　綸国に悪あしきものが近づこうとしている──。

　民に向けた触ふれはすぐに出され、数日後には秀峰とともに王宮の露ろ台だいに立つことになった。

　婚こん姻いんの誓ちかいを立てたときは祝福の空気に満ち溢あふれていたけれど、今日は違ちがう。伶藍の目の前には不安そうに露台を見上げるいくつもの眸ひとみがある。

　まずは秀峰が露台に張り巡めぐらされた手すりの前へ出て、神しん妙みような面おも持もちで口を開く。

「皆みなも知っているだろう、ここにいる伶藍が過去に三度の天災を予見したことを。一度目は竜巻、二度目は洪こう水ずい、三度目は砂嵐。そして此こ度たび新しい予見を授さずかった」

　民がどよめくなか、伶藍は秀峰に促うながされ、手すりの前に立つ。

「四度目の予見は天災ではありません。私が視たものは、綸国を我がものにしようと謀はかる他国の者たち。暗雲と見まがう数の兵士です」

　にわかには信じられなかったのか、内ない苑えんは水を打ったように静まり返る。

　しばらくして「そ、そんな……」と呻うめくような声がぽつりぽつりと上がり始める。呻き声は次し第だいに喚かん声せいへと変わり、最後には驚おどろきと恐れを内包した悲鳴となった。

　たったいま告げた文句は、事前に秀峰と打ち合わせて決めておいたものだ。民が驚くことは分かっていたけれど、こうも方々で泣き叫さけばれると胸が苦しくなる。

　早く皆を安心させてほしくて秀峰を振り仰ぐ。

　ここから先は秀峰が引き継つぐことになっているのだ。

「皆、恐れるでない」

　秀峰が片手を掲かかげ、ゆっくりと内苑を見み渡わたす。

　次第に悲痛な叫びが消えていき、固かた唾ずを吞んで秀峰の言葉を待つ者が増えていく。

　伶藍はほっと胸を撫なで下ろした。これから告げる言葉なら事前に聞かされている。

『国境の警備を厳重にし、周辺の国々との団結を強固なものとする。綸国は永世にわたっての中立国。光明の神がもたらす穏おだやかな日々を守り抜ぬく、これを国の使命とする』

　君主らしいよい言葉だ。伶藍の思いも相そう違いない。

　伶藍は微笑ほほえみをたたえて秀峰の言葉を待っていたのだが──。

「我が国の軍は日々の鍛たん練れんを怠おこたってはいない。国として大陸のなかで生き抜くには軍の力は不可欠。此度の后の予見を受け、周辺三国と同盟軍を発ほつ足そくさせることを決めた。同盟を結んだ一国として、周辺三国がかかわる戦いくさにも助勢する所存だ」

　えっ、と洩もれた呟きは、ざわめきにかき消されてしまう。伶藍が聞いていた言葉とはまるで違う。これでは中立国という立場を手放し、参戦を宣言したようなものだ。

「秀峰さま、これはいったい──」

　思わず側そばへ寄ったものの、秀峰は伶藍を見ようとしない。

　ないがしろにしたのではなくて本当に気づかなかったのだろう。秀峰は興奮した顔つきで、勢いよく右みぎ腕うでを前方に突つきだす。

「見よ、これが綸国の皇こう帝てい軍だ」

　ざっ、と土を踏ふみにじる音が響ひびく。

　内苑の東西から赤しやく銅どう色の甲かつ冑ちゆうをまとった兵士たちが現れた。兵士たちは内苑の中央広場に向かって整列し、勇ましい姿を民に見せる。

「我が軍と周辺三国の力をもってすれば、此度の予見を跳はね返すことなど造作もないはずだ。光明の神の加護の下もと、綸国はいっそうの繁はん栄えいを見せるだろう」

　秀峰の言葉に大きなどよめきが起こった。「皇帝陛下万ばん歳ざい！」と叫ぶ者もいれば、顔を覆おおって泣きだす者もいる。

　いったい何がどうなっているのか。

　事態が吞のみ込めずうろたえる伶藍に、秀峰が初めて向き直る。

「伶藍よ。俺は前から国を拡げたいと思っていたのだ」

「……な、何を……」

　秀峰は目を瞠る伶藍を憐あわれむように見つめると、「誰だれがこのような小国の主あるじで終わりたいものか」と顔を歪ゆがめて吐はき捨てる。

「しかしお前の予見のおかげで時じ宜ぎを得た。よい仕事をしたぞ、伶藍」

　──騙だまされた。

　いや、伶藍が浅はかだったのか。

「秀峰さま、どうかお考え直しをっ。綸国は中立国。父帝さまはもちろん、代々の皇帝陛下も平和こそかけがえのないものとし、守ってこられたのです」

　先ほどの宣言を取り消さなければ、戦が始まってしまう。

　必死に訴えているさなか、ぐらっと大きく体が揺ゆれた。なぜかつま先が宙に浮うく。

　秀峰に抱だきあげられたのだと理解するまで時間がかかった。身を固くする伶藍に構わず、秀峰が高らかに告げる。

「一いつ妃き伶藍は光明の神の生まれ変わり。我が后が御み明あかしの如ごとく綸国の行く先を照らそうぞ」

　民は秀峰が陰かげで伶藍を化け物と罵ののしっていることを知らない。いつもならかすかにでも触れようとしないことも。

　泣き崩くずれていた民のひとりが顔を上げ、露台を見つめる。

　またひとつ、またひとつと、救いを求める眼まな差ざしが伶藍に突き刺ささる。混乱の喧けん噪そうは次第に伶藍の名を呼ぶ声となり、内苑を覆い尽つくしていく。

「ふふ、凄すさまじいな。お前ほど民から信望されている后はおるまい。俺が婚姻を決意した理由が分かるだろうが」

　可笑おかしくてたまらないといった顔を向けられ、伶藍は青ざめた。

　きっと秀峰は同盟軍の発足と参戦の宣言を民に受け入れさせたいがために、亡き父が定めた婚姻を進めたのだろう。武官たちと機を窺うかがっているときに、伶藍が都合よく予見めいた夢を視た──。

　一度手放した平和は容易たやすくは戻もどらない。

　この日を境に綸国の民は戦にまみれた日々に突き落とされた。







　　　　２




　長きにわたって戦から遠ざかっていた綸国が、大陸のどの国よりも強いはずはない。

　秀峰は自身の宣言どおり、周辺三国がかかわる戦に兵を派は遣けんしたものの、そのほとんどが深手を負って帰き還かんした。慣れない戦に恐れをなして隊から逃にげだす兵も多かったらしい。兵の数が足りなくなるのにそう時間はかからず、強制徴ちよう兵へいが施し行こうされた。

　同盟を結んだ三国と足並みが乱れていったのはこの頃ころからだ。

　ともに戦うはずが、四国間で争うような事態に陥おちいった。それも綸国対周辺三国という、あきらかに分の悪い戦いだ。

　もしかして周辺三国は、綸国に参戦の意思表示をさせたかっただけなのかもしれない。

　参戦するということは中立の立場を捨てるということ。他国を攻めるのだから、他国から攻め入られることもある。気候が穏やかで雨もほどよく降る綸国は、日照りや砂さ塵じんに苦しむ周辺の国からどう見られていたのだろう。

　奪うばえるものなら奪い、領土にしたい──心密ひそかにそう思われていたのではないのか。

　秀峰や武官たちがそのことに気づいたときにはすでに遅おそかった。

「伶藍さま、逃げましょう！　この王宮に他国の兵が迫せまっているようですっ」

　荷を背負った凜明が必死になって伶藍の腕うでを引く。

　だけど伶藍は王宮の露台から動かなかった。膝ひざを揃そろえて床ゆかに座り、腕のなかの枸杞をただ撫でる。

「凜明はお逃げなさい。私は綸国に嫁とついだ后きさき、ここを離はなれることはいたしません」

「皇帝陛下も皇族の皆さまも逃げたあとなのですよ!?　どうして伶藍さまが残らなきゃいけないんですか！」

「これは私の意志です。私は王宮に残りたくて残るのです」

　後こう悔かいしてもしきれない、秀峰とともに露台に立った日を思いだし、涙なみだが滲にじむ。

　あのときの伶藍にできることがあったとは思えない。だけど民たみは秀峰だけでなく伶藍を信じることもしたのだ。

　春から夏へ移ろうたった数月の間に、綸国の風景は一変した。

　国境付近の村々は繰くり返し戦火に吞まれたせいで、人も住めない、作物も育たない荒あれ地ちとなった。王宮を中心に栄えていた町からは賑にぎわいが消え、かわりに家や家族をなくした者たちが虚うつろな眸ひとみでたむろする。それが綸国のいまの姿だ。

「お行きなさい、凜明。命を捨てることは許しません」

「伶藍さま……」

　そろそろ夜が明ける。陽ひが昇のぼったとき、内苑にはきっと他国の兵が辿たどり着いているだろう。

　周辺三国のうち、どの国が王宮を占せん拠きよするかは分からない。戦せん況きように詳くわしい者はすでに王宮にいなかった。秀峰も昨夜のうちに行方ゆくえをくらませている。

　濡ぬれた目め許もとを拭ぬぐっていると、綸国皇帝軍の甲冑を着た兵士たちが駆かけ込んできた。

「伶藍さま、馬の用意をしてございます。どうか[image: ]の集落へお戻りください。我らは玉來さまから何としてでも伶藍さまを連れ帰るようにと仰おおせつかっております」

　兵士に扮ふんした[image: ]の男衆だった。だけど玉來の名を出されても気持ちは変わらない。伶藍は凜明に腕を引かれたときと同じように静かに首を振ふる。

「私は逃げません。婆ばばさまには心配はご無用と伝えてください」

「伶藍さまっ」

「あなた方もここへ残ってはなりません。一刻も早く集落に戻り、泉を守ってください。泉の水が尽きない限り、民に希望の灯ひを与あたえることができましょう」

　ああそれから……と言いながら、凜明の背をそっと押す。

「この子を連れて帰ってください。あと、私の猫ねこも」

　うぐっと嗚お咽えつを洩らす凜明に枸杞を差しだす。

　だけど凜明は枸杞を抱こうとしなかった。手の甲こうでぐっと目許を拭ったかと思うと荷を放ほうり投げ、勢いよく伶藍の真横に座り込む。

「嫌いやですっ。伶藍さまが王宮にとどまるのでしたらぼくも残ります。ぼくだって伶藍さまのお世話をしっかりするようにと婆さまから仰せつかって後宮へ入ったのです。ひとりで集落に逃げ帰ったら、婆さまは烈れつ火かの如ごとくお怒いかりになるでしょう」

「何を言うのです。婆さまはそのようなこと──」

　言いかけた伶藍を遮さえぎり、男衆たちも露ろ台だいの床にどかっと腰こしを下ろす。

「我らも残ります。伶藍さまは光明の神の生まれ変わり。身を挺ていしてでもお守りいたします」

　どうしてそんなことを言うのだろう。困って目をしばたたかせる。拭ったばかりの目許がじわりと濡れてきて、涙がほろりと落ちた。

「私はそんなものではありません……」

　やっとの思いで口にする。本当に神の生まれ変わりなら、国が破は滅めつへ向かうのを止められたはずだ。

　朝焼けが東の地平を染めている。滅ほろびの刻とき──夜明けはすぐそこだ。

　伶藍は枸杞を抱いて立ちあがった。わずかに残る兵たちが内ない苑えんの護まもりにつく。

「下がっていなさい。もう戦いくさは終わるのです」

　露台から声をかけたものの、彼らは礼を返しただけだった。

　槍やりを持った手に力がこもっていないので、戦意はないのかもしれない。抜ぬけ殻がらのようになりながらも役目をまっとうしようとしている姿を見て、伶藍も前方を見み据すえる。

　一陣の風が吹ふく。土つち埃ぼこりをまじらせた風だ。

　こんな風は綸国に吹かない。

「来る──」

　露台にいた者たちも立ちあがり、手すりを摑つかむ。

　遠くの地平から迫り来るものがかすかに見える。

　これが軍勢ならたいした数だ。周辺の三国はどれも綸国と似たり寄ったりの小国なので、国に満たない豪ごう族ぞくたちの地を束ねて兵を集めたのかもしれない。東と西から迫ってきた黒い帯は合流を重ね、南の地──伶藍の正面で大河のような太い筋を作っていく。

　いつしか露台には王宮にとどまっている者たちが集まっていた。誰だれもが不安そうな面おも持もちでうごめく不気味な大河を見つめる。

「どこの国の軍勢か分かる者はいますか？」

　皆みなを見まわして尋たずねるも「いえ」と首を振る者ばかりだ。

　甲かつ冑ちゆうや旗章を見分けるにはまだ距きよ離りがあって難しい。いったいどこの国なのか。早くそれを知りたくて目を凝こらす。

「火……」

　真横の凜明がぽつりと呟つぶやいた。幼さの残る指が「ほら」と前方に向けられる。

　硝しよう煙えんならいくつも上がっている。「戦のときは上がるものなのですよ」と諭さとしているとき、見覚えのある旗章が目に飛び込んできた。

　黒地に炎ほのおの標しるし──。

「かっ、隗国!?」

　誰かが叫さけぶと、露台は騒そう然ぜんとなる。

「なぜ隗の国がっ……さては此度の混乱に乗じられたか！」

「えらいことになったぞ。あのような国に乗り込まれてしまえば綸国の民は皆殺しだ」

　侵しん略りやくを好む悪あしき大国の名は当然皆も知っていた。いまさらながら逃げだす者が増え、混乱の渦うずができあがる。

　大地を這はう暗雲の如ごとき騎き馬ばの兵。いつか視みた予見の夢が蘇よみがえり、総毛立つ。

　秀峰も将軍もいない。なんとかして皆を鎮しずめなければと思うものの、前方から迫り来る軍勢に目を奪われてしまい、露台から動けない。

　燃える朝焼けを背にした軍勢はさながら炎群ほむらのようだった。

　霧きり雨さめが降り始めたが、この程度の雨では猛たけった炎を消すことはできないだろう。疲ひ弊へいなど微み塵じんも感じさせない荒あら々あらしい騎馬の兵たちが、最後の砦とりで、王宮に迫る。

「伶藍さま、逃げましょう！　お后さまなのですからきっと殺されてしまいますっ」

　凜明に強く袖そでを引かれ、はっとした。

「なりません。私が逃にげてしまったら誰が民を守るのですか」

　隗国の騎馬兵たちはすでに外苑を進んでいる。伶藍は凜明に枸杞を押しつけると、内苑で棒立ちになっている兵士たちに叫ぶ。

「槍を捨てて地に膝をつきなさい。とてもかなう相手ではありません」

　広間にとどまっている者たちには「何があっても取り乱さないように」と言い聞かせ、王宮の階段を使って一気に下へ駆けおりる。

　伶藍が大おお扉とびらから飛びだしたまさにそのとき、騎馬兵の先せん陣じんが馬ば蹄ていの音を響ひびかせながら内苑に踏ふみ込んできた。

　土つち煙けむりが辺りを白くする。風には獣けもの臭しゆうと血のにおいがまじっていた。たまらず袖口で鼻を覆おおった間に数人の兵士が馬を降り、伶藍を取り囲む。煙けむる視野が色を取り戻もどしたときには力ずくで地べたに膝をつかされ、四方から槍を向けられていた。

　夢で視たのと同じ甲冑と炎の旗章。やはり隗国の兵たちだ。

　槍の穂ほ先さきが右に左にと動かされ、顔だけでなく宮きゆう廷てい服も確かめられる。

「女か」

　呟きのような声は頭上高くから聞こえた。

　声は続けて「兄上」と呼ぶ。「──女でございます」

　穂先で確かめるだけでは、男子だと見破ることはできなかったらしい。ほっとしたのも束つかの間、兄上という呼びかけが気になった。

　兵たちを割り、近づく黒い馬の脚あし。嫌な予感がした。

　隗の皇こう帝ていと将軍は実の兄弟──。

　面おもてを上げたほうがいいのか、伏ふせたままのほうがいいのか。迷って地べたに眸をさまよわせているうちに、馬は伶藍の前に辿り着く。

「女よ、お前は何者だ」

　言葉と同時に槍の穂先を突つきつけられ、息を吞のむ。

　穂先はすんでのところで止まってはいるものの、いつ突かれてもおかしくない。刃やいばの持つ冷気に胸むな元もとを撫なぜられ、必然的に顔を上げるしかなくなった。

　馬上は遠く、男の顔までは分からない。

　霧雨のなか、昇り始めた朝の陽ひが男の兜かぶとを金色に染めていく。

「私は綸国皇帝秀峰の妻、伶藍でございます」

　銀色の髪かみと紺こん青じよう色の眸ひとみ。稀まれに見る容姿をしていても、侍じ女じよとは違ちがう宮廷服を見て察していたのだろう。男はさして驚おどろくような素そ振ぶりは見せず、だけど突きつけた槍を下ろすこともしなかった。伶藍に応こたえぬまま、左右の騎馬隊に視線をやり、「行け」と短く命を下す。

　男の言葉を受けた騎馬隊が馬を駆る。再び立ち込めた土煙のなか、扉を破る音や猛たけった馬のいななき、「きゃあ」という女たちの悲鳴が折り重なる。

「無体なことはおやめくださいっ。王宮には戦意のない者しか──」

　訴うつたえているさなか、膝ひざの真ん前に槍を放たれた。

　黙だまれ、ということらしい。ぎょっとして声が喉のどの奥で縮こまる。伶藍にはとても扱あつかえそうにない太く長い槍だ。穂先から柄えの半ば辺りまでべったりと血がこびりついている。

「そなたの夫、秀峰は俺が討うちとった」

　男は平へい坦たんな声で告げると、兜を脱ぬぐ。

「俺は隗国皇帝、汪おう凱がい。いまより綸国を支配下に置く。異存はあるか？」

　やはり皇帝だったのか。薄うす々うす察してはいたものの、名乗られると恐きよう怖ふが増した。

　悪しき大国の名を知らしめた張本人が目の前にいる。じっと見おろす冷れい淡たんな眼まな差ざしを感じるとなおさらだった。意識するまいと思っても体は正直で、指先が細かく震ふるえてしまう。

　きっと顔形も猪いのししのように恐おそろしげなのだろう。だけど男の肩かた口ぐちから射し込む光が眩まぶしくて、目鼻立ちまでは分からない。

「異存はございません。私の名で降こう伏ふく宣言をいたします」

　上うわ擦ずる声で答えているさなか、光の位置がわずかにずれた。

　あっ、と声を上げそうになったのをすんでのところで吞み込む。

　男の顔のなかで最初に見えたのは唇くちびるだった。赤みが少なくて肌はだの色とあまり違わない。次に高めの鼻び梁りようと頰ほおにかかる影かげ。そして鋭するどい光を宿した双そう眸ぼうがあきらかになる。

　強面こわもてではあるけれど、猪とはかけ離はなれている。美男といってもいいほどの顔立ちだ。

　息をつめ、じっと見つめる。見み惚とれたわけではない。男の顔に見覚えがあったからだ。

（予見の夢のなか？　いや、あの夢では炎をまとわせた男しか視えなかった──）

　せわしなく記き憶おくをたぐり、はっとする。

　武人らしい精せい悍かんさを漂ただよわせながらも、端たん整せいさを併あわせ持つ男。見おろす眼差しに隙すきはなく、だけど野や蛮ばんなだけの男とはどこか違う。

　伶藍は以前、この男がかすかに笑うのを見たことがある。

　怪け我がをしている枸杞を兎うさぎだと勘かん違ちがいして追いかけていたとき、内ない苑えんで出会った男だ。

（この人が皇帝……？）

　どうしてあのとき内苑にいたのだろう。それともよく似ているだけの別人だろうか。

　答えを見つけたくて食い入るように見てしまう。たぶん汪凱は伶藍の表情が変わったことに気がついたのだ。鋭い眸をつっと眇すがめてみせる──が、それだけだった。

「后きさきよ。そなたは王宮にいる者たちをこの庭に集めろ。こそこそと逃がすような真似まねはするな。俺は女でも容よう赦しやはせぬ。綸国最後の后として務めを果たせ」

　汪凱は地に突き立てていた槍を抜きとると、再び穂先を伶藍に突きつける。

　血なまぐさいにおいに鼻び腔こうを撫なでられて、内苑で出会った男と汪凱が同一人物かどうかなど一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。急せかされるままに立ちあがり、もつれる足で王宮に取って返す。伶藍の動きを見張るためか、新しい一隊が王宮に向かって放たれる。

　朝の陽にまじって降っていた霧雨は、いつしか陽を翳かげらす雨へと変わっていた。

　光明の神が降らす雨とはとても思えない。冷たい雨に打たれながら、官かん吏りや侍じ従じゆうたちを内苑に並ばせていく。汪凱や兵たちはすでに馬から降りていて、ときどき馬が鼻を鳴らしたり、武具と武具が擦こすれる歪いびつな音がする。

　彼らが交かわす会話を耳にして知ったのだが、隗国ははるか昔、いくつもの騎馬民族が合わさってできた国らしい。騎馬の民たみは草原と水を手に入れるためならどこまでも馬を駆かる。当然馬を操あやつることに長たけているし、騎乗での戦いをもっとも得意とする。

　いつかの秀峰は、距きよ離りを理由に隗国が攻せめ入る可能性を退けたが、騎馬の民の血を受け継つぐ彼らにとって、距離などはなから問題ではなかったのだ。まるでかなう相手ではなかったのだと、いまさらながらに知る。

　伶藍は皆みなを並べ終えると、汪凱の前で地に膝をついた。

　汪凱のとなりにいるのは実じつ弟ていでもある将軍でまちがいない。二人が「兄上」「汪おう羽う」と呼び合うのを何度か耳にした。

　汪凱が美男なら、弟も端たん麗れいな顔立ちをしている。武人のわりに知的に見えるのは髪を長くしているせいだろう。だけど甲かつ冑ちゆうに収めた体は汪凱に引けをとらぬほど鍛きたえられたもので、眼差しも冷たい。

　怯おびえる一団を見まわしながら切りだしたのは、弟のほうだった。

「よく聞け。いまより綸国を隗の支配下に置く。知ってのとおり、我らは北方の地を領土に持つ。かねてより気候のよい南方に要所を築きたいと願っていた。まさか綸国が中立国の立場を手放すとは思っていなかったが、これも我らが崇すう拝はいする軍神が導いた縁えんだろう。南方の地において我が国最初の要所となることを誇ほこりに思え」

　伶藍は静かに頭を下げたのだが、すぐ後ろで「そんなっ」と声が上がる。

「綸国は光明の神に愛された地。異国の支配なんか許したら二度と雨は降らないし、陽も射さない。誰だれが従うものかっ」

　若い兵士がわめきながら立ちあがる。

「よしなさいっ」

　伶藍は咄とつ嗟さに身をひるがえすと、若い兵を取り押さえた。だけど隗の兵たちが槍やりを向けてくるほうが早く、兵をかばった伶藍の腕うでに穂先のひとつが突き刺ささる。

　鋭い痛みに顔をしかめた刹せつ那な、どこにいたのか凜明が駆けてきた。

「伶藍さまになんてことをっ」

　隗の兵たちをキッと睨にらみつけてから、両腕を広げて立ちはだかる。

　間を置かず、兵士に扮ふんした[image: ]の男衆もやってきた。

「この綸国には伶藍さまをお守りしようと誓ちかった者がごまんとおります。伶藍さまは后であられる前に[image: ]の長おさの娘むすめ。光明の神の生まれ変わりでございます」

　毅き然ぜんと伝えたところで、綸国の信しん仰こうや風習が北方の者に通じるはずがない。おかげで向けられる槍の数が一気に増えた。

　汪凱はじっと凜明を見つめると、次に[image: ]の男衆を見て、最後に伶藍を捉とらえる。

「ふん。何が生まれ変わりだ。異国の神など知るよしもなかろう」

　ぞんざいな口調で言ったのと同時に、槍の穂ほ先さきがいっそう近くなる。

「王宮は隗国軍が占せん拠きよする。まずは廏うまやを用意しろ。次に兵たちの休きゆう息そく場ば。我らは戦いくさの滾たぎりをいまだ鎮しずめておらぬ。命が惜おしければさっさと動け」

　誰だれ彼かれ構わず殺あやめるぞと脅おどしつけるような言い方だ。

　労苦を厭いとわず尽つくすことを強しいられる──それが敗戦国というものなのだろう。身をもって知った途と端たん、槍で突かれた傷が痛みだす。恐る恐る傷口を押さえると、ぬるっとした血が手のひらに触ふれた。

　このままでは本当に殺されてしまうかもしれない。

　ここにいる者たちも、息をひそめて暮らしている民たちも、すべて。

「皆さん、言うとおりにいたしましょう」

　伶藍は皆を振ふり向くと、泥どろと雨で汚よごれた長ちよう裙くんを摑つかみ、立ちあがった。







「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　王宮の階段の隅すみだ。凜明が不安げな表情で伶藍の腕の傷に布きれを巻いていく。

　夜はすっかりふけていて、角灯の明かりが砂と泥にまみれた階段を照らす。

　婚こん礼れいの儀ぎの頃ころにはどこもかしこも飴あめ色の艶つやを放っていたはずなのに、騎乗の兵になだれ込まれたせいで、たった一日で廃はい墟きよのようになってしまった。同じように荒あらされてしまっただろう民が暮らす地に思いをはせると、この程度の傷で泣き言めいたことはこぼせない。

「大丈夫ですよ。心配をかけましたね」

　微笑ほほえみ、凜明の頰を撫でる。凜明は嗚お咽えつを洩もらすと、顔をくしゃくしゃにした。

　怖こわかったのだろう、異国の兵に乗り込まれたことも、目の前で伶藍が刺されたことも。伶藍も凜明と同じ歳としならきっと泣いていた。

「そんなところで何をしている。用を終えたのなら部屋へ戻もどれ」

　見まわり役らしい隗国の兵が角灯を掲かかげる。

　敗戦国の者は暗がりで泣く自由すらないらしい。「すぐに戻ります」と応え、凜明を抱だきしめる。

　汪凱がいちばんに望んだもの──廏は綸国の皇こう帝てい軍が使っていたものを明け渡わたした。

　だけど綸国と隗国では軍の規模が違ちがいすぎる。ひとつふたつの廏ではまったく足りず、外がい苑えんに天幕を張り巡めぐらせ、かりそめの廏を作った。

　次は兵士たちの休息の場。これは後宮を開放することにした。

　二に妃きも三さん妃きも侍従を連れてとっくに逃にげている。この期ごに及およんで守る必要もないだろう。

　もちろん月花宮も例外ではない。異国の兵士と宮を分け合う気はなかったので、伶藍は進んで宮を出た。月花宮は庭を気に入った汪凱とその臣下たちが使うことになったと聞いている。

　官吏と侍従たちが手分けして三つの宮に食事と酒を届け、ようやく一日を終えようとしているところだ。明日は内苑に民を集めて、戦の終しゆう焉えんを伝えることになっている。

　秀峰の亡なき骸がらも確かめた。綸国にはもう君主はいない。

「さあ、凜明、行きましょう。皆が待っています」

「はい……」

　泣き濡ぬれた頰ほおを袖そで口ぐちで拭ぬぐってやり、立ちあがらせる。

　泥のように眠ねむって体と心を休めたかったが、何もかも隗国に渡してしまったのでゆっくりと休める場所はない。今夜は王宮内の古い書庫で皆と過ごすことになっている。王宮の図書室から下げられた書物を保管している部屋なので、湿しめっぽくてかびくさい。

「ただいま戻りました」

　凜明が書庫の扉とびらを開けると、待っていた官吏と侍従たちが一いつ斉せいに立ちあがる。

「お帰りなさいませ、伶藍さま。ご無事で何よりでございます」

「どうぞこちらへ。隗国の皇帝陛下にお出しした残りですが、お食事の支し度たくをしております」

　皆から口々に言われ、鼻の奥がつんと痛んだ。

　予見のできる『娘』として鳴り物入りで嫁とついだのに、秀峰を止めることもできず、他国の支配を許してしまった。それなのに皆の目に映る伶藍はまだ綸国の后らしい。棚たなを組み合わせて作ったらしい卓たくには角灯が置かれており、器うつわも不ふ揃ぞろいな夕ゆう餉げの膳ぜんを照らしている。

「ありがとう。ですが私ひとりでは食べきれません。皆もいっしょにいただきましょう」

「とんでもない。これは伶藍さまのためにご用意したものです」

　そう言って遠えん慮りよする皆をなんとか卓の周りに座らせる。

「いただきます」

　揃って手を合わせたとき、初めて枸杞の姿がないことに気がついた。

　猫ねこを抱だいた格好ではとても立ち働けない。外苑に天幕を張ることになったとき、この書庫に枸杞を放しておいたのだ。

「どなたか私の猫を知りませんか？」

「伶藍さまがよく抱いておられる白い猫ですか？……そういえば我々がここに戻ったときも見かけなかったような」

　皆が腰こしを浮うかせるなか、いち早く立ちあがった凜明が角灯のひとつを引っ摑む。

「ぼく、捜さがしてきます」

「いえ、心配には及びません。私が捜しましょう」

　他国の軍に占拠されてしまった夜の王宮内を、猫のことで侍じ従じゆうや官かん吏りに歩きまわらせることはできない。まっさきに角灯を手にしたのが凜明でなかったとしても、きっと同じように止めただろう。

「そういうわけにはまいりません。伶藍さまはここでお待ちください」

　二人三人と扉のほうへ行きかけるのをやはり止め、凜明の手から角灯をさらう。

「私が見まわりの兵に尋たずねてみます。后きさきが相手なら隗の兵士たちも無体なことはできないでしょう。こういうときは皆が歩きまわるほうが危ないのですよ」

「し、しかし」

「あの子は私の猫です。私が呼べばすぐに出てくるかもしれませんから」

　もっともらしく理由をつけ、微笑みを浮かべて書庫を出る。

　強がりはそこまでだった。本当は怖くて仕方がない。うろついているだろう隗国の兵に出くわすのも、枸杞のいない生活を思い描えがくのも。不安を滲にじませた声こわ音ねで枸杞の名を呼びながら早足で歩く。

「おい、何をしている」

　すぐに見まわりの兵に見つかり、顔を角灯で照らされた。

「猫がいなくなったのです。白い猫です。見かけませんでしたか？」

「猫だと？　吞のん気きだな、知るものか」

　次に出会った兵にも同じことを訊きくも返事は同じ。どうも隗国では小さな動物を飼うという慣習がないらしい。五人目に出くわした兵には、猫捜しを口実に不ふ審しんな動きをしていると誤解されてしまった。

「汪凱さまのもとへ連れていけ。侍じ女じよも女によ官かんもおらん。怪あやしいぞ、この后」

「やめてください、私は本当に猫を捜しているだけなのです」

「何が猫だ。我らを謀たばかるつもりならもっとよいうそがあるだろうに」

　二人の兵に腕やら肩かたやらを摑まれた格好で、月花宮へ続く回かい廊ろうを歩かされる。

　回廊はすっかり様子を違たがえていた。皇帝である汪凱がとどまっている宮へ続く道だからだろう。間断なくかがり火が焚たかれていて、傍かたわらには槍をたずさえた兵が立つ。

　辿たどり着いた月花宮の庭にも多くの兵がいた。

「綸国の后が怪しい動きをしておりましたので連れてまいりました」

　伶藍の肩を摑んでいた男が言うと、護まもり役の兵たちが脇わきへのく。

　伶藍がいつも食事をとっていた露ろ台だいが現れた。酒しゆ宴えんをしていたのか、男たちが円卓を囲んでいる。恐きよう々きようと窺うかがうも汪凱はおらず、かわりに将軍でもある弟がいた。

　弟は伶藍と目が合うと顔をしかめ、すぐさま兵士に眼まな差ざしを移す。

「怪しい動きとは？」

「はっ。猫を捜しているなどと言いまして、このような刻限に侍女も女官も連れず、王宮内をうろついておりました」

　兵士が伶藍を地にひざまずかせる。「本当に捜しているのですっ」と訴うつたえると、頭まで押さえつけられた。

　どうして兵士というものはこうも無礼なのだろう。

　思いきり顔をしかめたとき、

「無体なことをするな」

　ふいに汪凱の声が響ひびき、伶藍を押さえていた手がぱっと離はなれる。

「他国の后だぞ。お前たちが手て荒あらに扱あつかってよい相手ではなかろうが。汪羽、お前がいながらなぜ見過ごす」

「申し訳ございません」

　弟だけでなく、円卓にいた全員が立ちあがって頭を下げる。

　石いし畳だたみを歩んでくる汪凱をかがり火が照らす。隗の男性の平服なのか、装そう飾しよくの控ひかえめな上衣と下衣という出いで立ちだ。

　汪凱はまっすぐ露台へやってくると、乱暴な所作で円卓につく。

「兄上、お加減はもうよろしいのですか？」

「ああ。楽になった」

　兄弟の短いやりとりが伶藍の興味をあおった。

　戦いくさで怪け我がでも負ったのだろうか。汪凱は首の骨をぱきぱきと鳴らすと、そこらにあった杯さかずきをあおる。ほどよく風のある夜だというのに「暑い」と吐はき捨てるのが聞こえた。

　きっと伶藍の視線を感じたのだろう。

「弟の汪羽だ。戦の指揮をとらせている」

　汪凱は初めて自らの口で弟の名を告げる。「──で、后が何の用だ」

　伶藍が答える前に汪羽が言った。

「猫を捜しているそうです」

「猫？」

　呟つぶやいた汪凱が、怪け訝げんそうな顔を伶藍に向ける。

「白い猫か？　首に青い布を結んでいる」

「そうです、私の猫ですっ」

　思わず膝ひざを乗りだすと、汪凱は薄うすく笑って立ちあがった。

「お前たちは下がってよいぞ。ご苦労だった」

　伶藍を連れてきた兵士たちにはそれを言い、伶藍には「ついて来い」と首を傾かたむける。

　房ぼうと房を繫つなぐ廊ろう下かにもかがり火が焚かれていて、かがりの側そばにはやはり兵がいる。漂ただよう雰ふん囲い気きが物々しくて、昨日まで過ごしていた自分の宮とはとても思えない。あまり周りを見ないようにして進んでいると、汪凱が一枚の扉に手をかけた。

　伶藍が寝しん所じよとして使っていた房だ。汪凱は扉を開けると、当たり前のように入っていく。

　壁かべ際ぎわには螺ら鈿でんのほどこされた簞たん笥すや飾かざり棚が並んでいて、中央には薄うす絹ぎぬの帳とばりで囲まれた寝台がある。設しつらえは何ひとつ変わらないものの、むせるほど香こうが焚かれていて知らない房のようだ。伶藍が咳せき込んでいるうちに汪凱は歩みを進め、寝台の垂れ絹をぞんざいな手つきでかき分ける。

　見ろ、と言わんばかりの顔で振ふり向かれ「あっ」と声が出た。

　枕まくら元もとに置かれた燭しよく台だいの明かりが、寝台の敷しき布ふに蜜みつ色の環わを落としている。まさにその環の真ん中で枸杞が寝ね息いきを立てていた。

「庭に迷い込んでいたのを捕つかまえた。后の猫なら得心がいったわ。この宮へ帰ってきたかったんだろう。それにしてもよく食う猫だな。俺の夕餉の魚はこいつがすべて平らげたぞ」

　たかだか猫だと捨て置かずに食事まで与あたえてくれたとは。もしかして戦以外の場ではそう非情な人ではないのかもしれない。汪凱が言ったとおり、枸杞の口くち許もとには魚の身らしい食べかすがくっついている。いままでの緊きん張ちようがどっと崩くずれていった。

「ありがとうございます、助けてくださって」

　汪凱に頭を下げてから枸杞を抱こうとすると、なぜか汪凱が枸杞を抱きあげる。てっきり渡わたしてくれるのかと思いきや、汪凱は枸杞を抱いたままの格好で臣下を呼びつけた。

「子こ守もりをしておけ。綸国后の大切な猫だ。逃にがすなよ」

「かしこまりました」

　汪凱から枸杞を渡された臣下は、平然と房を出ていく。

　慌あわてて男を追おうとしたとき、汪凱に襦じゆの後ろ襟えりを摑つかまれた。びっくりして首を竦すくめた瞬しゆん間かん、非情にも扉とびらが閉まる。

「そう慄おののくな。后に二三訊きたいことがある。話を終えたらあの猫を返してやろう」

　汪凱は言いながら伶藍の前にまわる。

　正面に立たれて確信した。厚みのある長ちよう軀くと精せい悍かんな顔立ち。やはりいつかの内ない苑えんで出会った男だ。ろうそくの明かりしかないせいか、汪凱の顔には深い陰いん影えいがまとわりついている。殺さつ戮りくを好む気質を暗に示し唆さしているようでなんだか背筋が寒くなる。

「后よ。もしかして以前、俺と出会っていないか？」

　眇すがめた目を向けられ、ぎくっと心臓が跳はねた。

　ごまかしても詮せんないことだ。先に気づいたのはたぶん伶藍のほうである。

「お会いしております……早春の頃ころ、内苑で」

「やはりな」

　笑ったらしい。汪凱の頰ほお骨ぼねにかかる陰影が形を変える。

「あの猫を捕まえたときに思いだした。あれはお前が兎うさぎとまちがえた猫だろう？　まさかあの夜に出会ったのが綸国后だったとはな。侍女も女官も連れずにうろつくのはお前の癖くせか。頰かむりをした后など初めて見たわ」

「皇こう帝てい陛下こそあの日の内苑で何をされていたのですか？　多くの使者や王族が綸国を訪おとずれていた時期ですが、隗国の方を受け入れたという記録は残っておりません」

　ずっと疑問に思っていたことを訊くと、汪凱はすっと表情を戻もどす。

「隙すきあらば我がものにしようと狙ねらいをつけた国に、身分をあかして訪れる馬ば鹿かがどこにいる。慶けい事じにことよせ、君主と后きさきの顔を確かめておこうと思ったまで。特に后は類たぐい稀まれな容姿と邪じや眼がんを持っているという噂うわさ。一目見ておきたかったんだが──」

「邪眼？……私の目は邪眼と言われているのですか？」

　あまりの表現に思わず声を上げてしまった。

　邪眼というのは一ひと睨にらみするだけで呪のろいをかける眼めのことだ。確かに伶藍の眸ひとみは毒気のある強い色をしているけれど、そんな力は備えていない。伶藍と目が合っただけで顔をしかめた汪羽の様子が頭をよぎる。

「私はごく稀に予見めいたものが視みえるだけです。邪眼などではございません」

「そうだろうな。后が邪眼持ちならば、我らの兵はとっくに死に絶えている。南方の話が北方に届く頃には余計な尾おひれがつきすぎているようだ」

　汪凱がふと眉み間けんに皺しわを寄せる。

「お前、予見ができるのか？」

　余計なことをしゃべってしまった。

　いまさらごまかすこともできず、仕方なく「はい」とうなずく。

「幼い頃に天災を予見したことが三度ほど。最近視たものは隗国の兵くらいでしょうか」

「ほう、我らの兵とな。いったい何を視た」

「砂さ礫れきの大地と軍旗を掲かかげた騎き馬ば兵たちを視ました。それから──」

　少し迷いつつも言葉を続ける。

「炎ほのおをまとわせた男が先せん陣じんを切っていたのです。紅ぐ蓮れんの炎に包まれているのに生きており、大きな黒毛の馬を操あやつっていて……とても恐おそろしい光景でした」

　馬鹿馬鹿しいと鼻で笑われると思いきや、汪凱が息を吞のんだので驚おどろいた。

　ずいぶん長いこと伶藍を見つめてから「なるほど」と呟く。

「視えぬものを視る后──それゆえ、光明神の生まれ変わりだと信じられているのか。あっさり戦に負けたということは、視る以外には何もできぬようだな。俺はてっきり肉体に光明神を宿しているのかと思っていたが」

「宿す？　光明の神を？」

　神を人の体に取り込むことなどできるのだろうか。

　眉まゆ根ねを寄せる伶藍には構わず、汪凱は問いを重ねる。

「尽つきない泉があるというのはまことか？　綸国の守り神の象しよう徴ちようだと聞いている」

　本当だと認めるだけで終わるとは思えない。どう答えるのが最善なのか迷ったせいで唇くちびるが重くなる。結局口を噤つぐんだことで汪凱に問いの答えを知らせてしまった。

「近いうちに俺を連れていけ。一度見てみたい」

　泉はある──その前提で命を下された。

　どこまで傲ごう慢まんな振る舞まいをすれば気が済むのだろう。ぎゅっと唇を嚙かんでから汪凱を見上げる。

「泉は綸の民たみにとっても[image: ]の一族にとっても大切なもの。綸国のものをいたずらに踏ふみ荒あらすようなことはおやめください。あなたは綸国の地を我がものにした。それで十分ではございませんか」

「生意気な后だな。誰だれがいついたずらに踏み荒らした」

　むっと汪凱が鼻筋を歪ゆがめる。

　隗国に占せん領りようされてしまったいま、この男に逆らえないことは分かっている。だからといって諾だく々だくと従うようなことはしたくない。

「泉へ連れていけとおっしゃるのならお連れいたします。そのかわり、私の願いも叶かなえてください。これ以上綸国の者を殺あやめてほしくないのです。怯おびえている民も、戦線に置き去りになっている兵も、誰ひとりもでございます」

　汪凱は目を瞠みはったものの、すぐに鼻先でせせら笑う。

「馬鹿馬鹿しい。誰がそのような願いを聞けるものか。泉にさして興味はない。后に案内を頼たのめば早いと思ったまでのこと。場所は兵士に確かく認にんさせる」

　途と端たんにどうでもよくなったようだ。汪凱はあっさり伶藍から離はなれると、卓たくに置かれていた酒しゆ杯はいをあおる。

　このまま引き下がってなるものか。

　伶藍は汪凱に駆かけ寄ると、その足許で膝ひざを折る。

「お願いいたします。綸国の民を苦境に追い込むようなことはどうかもう──」

「くどいぞ。君主を討うたれれば反乱を起こす者も出てこよう。戦いくさとは女のお前が思うほど容易たやすく終われるものではないわ」

　汪凱が短く息をつき、足許の伶藍を見おろす。

「お前は民のことしか口にしないが、己おのれの身についてはどう考えている。君主でもない、后でもない、綸国皇帝軍が勝手に中立の立場を破り、他国と戦を交えたとでもいうのか？」

　思いの外に厳しい眼まな差ざしをそそがれ、息を吞む。

　これは糾きゆう弾だんの言葉だ。まるで汪凱が綸国の民の声を代弁したかのように聞こえてしまい、答える声が滲にじんでいく。

「陛下のおっしゃるとおりでございます……。敗戦の責は秀峰さまと私が負うべきもの。私は生き長らえようとは思っておりません。綸国が新しく生まれ変わり、民が心から隗の国を受け入れた日には、秀峰さま同様、私の命も受けとってくださいますようお願いいたします」

　伶藍が伶藍である限り、綸国后として生きる以外に道はないのだ。いまさら自分らしく生きたいなどとは思わないし、自分らしさが何なのかも分からない。この命を投げだすことで罪のない民が助かるのなら本ほん望もうだった。

「私にできることなら何でもいたします。私はどうなっても構いません。民だけはどうか守っていただきたいのです」

　いつの間にか汪凱の眼差しから険しさが消えていた。

　伶藍を見おろす形で伏ふせられた睫まつ毛げ。ぴくりとも動かないそれをじっと見つめていると、汪凱がおもむろに腰こしを折り、伶藍の前で片膝をついた。

「たいした后だな。数えきれぬほどの国を攻せめ落としてきたが、自らの命を差しだしてまで自国の民を守ろうとした后はお前が初めてだ」

　汪凱が片手を持ちあげる。

　どこへ置くつもりなのか。目で追ったのも束つかの間、頰に触ふれられて驚く。

　北方の男は体温が高いらしい。玉來のものとは違ちがう、熱くて大きな手のひらの質感が頰から伝わってくる。

「何がお前をそこまで捨て身にさせる？　秀峰を心から愛していたのか？」

「愛す？」

　生しよう涯がい口にすることはないと思っていた言葉だ。この言葉の存在自体、忘れていたような気がする。

「民の命と引き換かえに、亡なき夫のあとを追いたいということだろう？　違うのか？」

「まさか。私は先帝さまと民に望まれて嫁とついだ后なのです。国と民に尽くすことこそ、私の使命。それゆえでございます」

「ほう。国と民に対してそこまで気き概がいを持てるのか。よい后だ」

　手放しに褒ほめられても好きで后になったわけではないので困ってしまう。

「あの、私の願いは聞き届けてもらえたのでしょうか」

「そう急せくな。心にとめるとだけ答えておく」

　ずるい言い方だ。いや、はねつけられなかっただけましだろうか。

　汪凱を見つめながら考えていると、目の前の眦まなじりがふとほころんだ。

「伶藍といったか。響ひびきのよい名だな」

「は？」

「歳としはいくつになる」

　民の話からなぜ年ねん齢れいの話になるのだろう。訝いぶかりつつも「十八ですが」と答えると、汪凱はあからさまに眸を見開いてみせる。

「俺より十も若いのか。歳のわりに落ち着いているな」

　ということは、汪凱は二十八。大国をまとめているのでもっと年上かと思っていた。

　汪凱はなかなか立ちあがろうとしない。笑えみをたたえた顔が伶藍の視野の真ん中にある。

「俺は他国に攻め入っても、その国の女に興味を覚えたことは一度もない。俺が欲しいのは領土、それだけだ。だけど伶藍、お前は違う。気き丈じような振ふる舞い、稀け有うな容姿、どちらも気に入った。秀峰のような腑ふ抜ぬけにはもったいない女だ」

　いったいこの人は何を言い始めたのだろう。伶藍はついに眉まゆをひそめた。

　だけど汪凱のほうはまったく頓とん着ちやくしていない。今度は伶藍の胸の辺りにこぼれていた銀ぎん髪ぱつに触れ、もてあそぶ。

「美しいな。俺はこのような髪かみを見たことがない。[image: ]の一族というのは皆みな銀髪なのか？」

「いえ、私だけでございます」

　生き真ま面じ目めに答えたあとではっとする。

　いま、美しいと言われた。にわかには信じられず、ゆっくりと瞬またたく。

「あの、何がでしょう」

「何がとは何だ。俺はお前の髪の話をしている」

　ああ、そうだった。思いはしたものの、腑に落ちない。

　瞬きを重ねる伶藍を汪凱が覗のぞき込む。

「眸ひとみもよいな。青玉という宝ほう珠じゆにそっくりだ。いや、お前の眸のほうが美しいか」

　汪凱が伶藍の眸を映しているのなら、伶藍も汪凱の眸を映している。

　黒曜石のような眸を見つめながら、ようやくおかしな流れになっていることに気がついた。

　おおっぴらに容姿を褒められたことなんて一度もなかったので、気づくのに遅おくれてしまった。侍じ従じゆうも女によ官かんもいないことを思いだし、いまさらながら胸の音が速くなる。

「皇こう帝てい陛下、お話が終わったのでしたら私はこれで」

「汪凱でよい。陛下と呼ばれるのは好きではないのだ。自国の兵にも呼ばせておらん。他国の后きさきを皇后陛下と呼ぶのも口が痒かゆくなる」

「し、しかし──」

　たったこれだけのやりとりの間にまた距きよ離りが近くなる。

　どうにかして房ぼうを出たかったが、汪凱が離れない。怖こわくなって目を瞑つむった拍ひよう子しに熱くてやわらかなものが目め尻じりに触れる。驚おどろいて目を開けると、すぐそこに湾わん曲きよくした唇くちびるがあった。

「伶藍。今こ宵よい、俺のものになれ。秀峰よりもよい夜を教えてやろう」

「……は？」

　夜に質などあるのだろうか。しばらく考えてから、睦むつみごとのことを言っているのだと分かり、一気に血の気が引いていく。

「お戯たわむれがすぎます。私はそのようなこと──」

　辞意を示しているさなか、壁かべに背中を押しつけられた。思わず悲鳴をこぼしそうになった唇を、唇で塞ふさがれる。

「ん……っ」

　熱くてやわらかい。先ほど目尻に触れたものと同じ感かん触しよく──あれは唇だったのか。

　驚いて固まっていると、もっと熱いものが口のなかに入ってきた。湿しめり気を帯びていてこれもやわらかい。

（も、もしかして……舌……？）

　確信した途端、ざっと頰ほおが粟あわ立だった。

　舌とは言葉を発するときと食事をするときに使うものだ。どうしてそんなものを他人の口のなかに突つっ込んでくるのか分からず、なおも固まる。抗あらがうことは頭からすっぽ抜ぬけていた。

「后のわりに不慣れだな。秀峰は淡たん泊ぱくだったのか？」

　小こ馬ば鹿かにされたのかと思いきや、汪凱はまんざらでもなさそうな顔つきをしている。咳せき込みながら口くち許もとを拭ぬぐっていると、抱だきあげられた。

「ひゃ、っ」

　いったいどこへと思うまもなく寝しん台だいに放ほうられる。

　もしや戯れではなくて本気なのか──？

　気がついたときには遅おそかった。飛び起きたところをのしかかられ、またもや唇で唇を覆おおわれてしまう。

「お、お待ちくださっ……汪凱さまは体調がすぐれないご様子──」

「何を言う。病やむどころか滾たぎっておるわ」

「しっ、しかし、私は湯ゆ浴あみも何もしておらず──」

「俺は洗い立ての体は好かん。気にせずともよい」

　逃にげ口実がまるで通じず、うろたえた。

　なんとかして逃げなければ男子だということが知られてしまう。迫せまる胸を必死に押し返していると、いきなり腕うでを引かれて体を起こされた。

　くらんと目がまわり、一いつ瞬しゆん視野がおぼろになる。

　ようやく像を結んだとき、試ためすような笑みを浮うかべている汪凱と目が合った。

「俺に命を預けるということは、体を預けるも同義。できることなら何でもすると言ったのは偽いつわりだったのか？」

　追いつめる言葉とは裏腹に、伶藍の頰を撫なでてくる手はいたずらげだ。

　まさか命ではなく体を望まれるとは想像もしていなかった。言い訳にもならない思いをなんとか吞のみ込み、「偽りではございません」と泣きそうな顔で首を振る。

「ならば大人しくしておけ。抗われればますます欲しくなる。男心をくすぐるな」

「男、心……」

　同じ男でもそんなものは知らない。腕のなかに引き寄せられ、怖おぞ気け立つ。

　女ではないと知ったときの汪凱の怒いかるさまを想像すると、とても腹をくくる気にはなれなかった。抗う伶藍と帯を解こうとする汪凱の手がもつれ合う。さすが武人とあって力が強い。長ちよう裙くんの裾すそが乱れるのも構わずでたらめに暴れていると、汪凱の手がぴたりと止まった。

　ほんの一瞬、不自然な間が空く。

「おい、なぜ胸がない」

　来た──。

　汪凱は伶藍の答えを待たず、急いた手で宮きゆう廷てい服の前を割る。

「……う……」

　房の空気に首筋を撫でられる。ぶるっと震ふるえたあと、今度は忍しのび寄る恐きよう怖ふで震えてしまう。

　さらされたのは膨ふくらみも何もない平たい胸だ。

　目を瞑っていても汪凱の驚きよう愕がくが手にとるように伝わってくる。

「男……。お前、男だったのか」

　これから何が起こるだろう。殺される以外に思いつかず、瞑るまぶたに力を込める。

　息までつめて先を待っていると、いきなり長裙のなかに手を入れられた。

「ひ……っ」

　均きん衡こうを崩くずしてしまった体をいくつも並んだ枕まくらが受け止める。おかげで倒たおれはしなかったものの、汪凱の手から逃げることもできなかった。

「──なるほど」

　逞たくましい右みぎ腕うでを吞み込んだ長裙が歪いびつな波を打つ。

　汪凱に摑つかまれたのは、伶藍が男子という証あかしだ。下帯越ごしとはいえ、こんなところを誰だれかに握にぎられたことはない。あれほど固く閉じていたはずの眸はいつの間にか見開かれていて、凶きよう悪あくに歪ゆがむ男の顔を映していた。

「いま一度尋たずねよう。お前は何者だ」

「わ、私は……綸国皇帝秀峰の妻、伶藍でございます」

「この期ごに及およんで偽るな」

「偽ってなどございません。私を女子とまちがえたのは汪凱さまのほうではないですか」

　逃げられなかったのだから開き直るしかない。恐怖を押し殺して答えると、汪凱が眉み間けんに皺しわを寄せる。

　うそかまことか探さぐるかのように、伶藍の頭の先から胸むな元もとまでを行き来する眼まな差ざし。

　切れ長の眸は最後、伶藍を正面から捉とらえた。

「お前の国はいったいどうなっている。子の産めない男を后にするなど意味が分からん。見事に俺を騙だましてくれたな」

　不敵に笑った汪凱が、伶藍の雄おすの根を下帯ごとくじく。

「っあ」

「よい機会だ。下帯を解いて足を開け。俺が本当に男子かどうか検分してやろう」

「な、何を──」

　足の付け根で丸まっているものを摑んでいるのだ。伶藍が男子だということはすでに分かっているはず。

　伶藍は汪凱をねめつけると、長裙から生えている太い腕をぴしゃんと叩たたいた。

「お放しください。医者でもない汪凱さまに体を検分される筋合いはございません」

「なるほど、后は荒あら々あらしく剝はぎとられるほうが好みか。さすが男心をよくご存じだ」

　戯れのような言いまわしでも腿ももを寛くつろげさせようとする力に容よう赦しやはない。「ぎゃっ」と無様な悲鳴を上げ、またもや倒れそうになったのを枕が受け止める。揉もみ合いはそう長くは続かず、汪凱が下帯を奪うばう。放られた白布を取り戻もどそうと手を伸のばしたとき、力ずくで腿を割られた。

「……っ！」

「ほう。小こ振ぶりではあるが、男の形をしておる。作りものではなさそうだ」

　唾つばを飲んだのか、目の前の喉のど仏ぼとけが大きく上下する。

　何をされるのか分からず、怖くて目を閉じることができない。汪凱は食い入るように伶藍の無毛の股また座ぐらを眺ながめたあと、ゆっくりとした動きで手を触ふれる。

「ぁ……」

　どうしてこの人はこんなにも熱い手のひらをしているのだろう。それとも伶藍の肌はだが冷たすぎるのか。股座の真ん中で縮こまっているものを伸ばすように指を使われ、鼻から吐と息いきが抜ける。

「孔あなはいくつある？」

「……孔？……」

　問われる意味がよく分からない。じっと汪凱を窺うかがっていると、ずいと胸を寄せられた。

　突とつ然ぜん迫せまられたせいで「やっ」と声が出る。汪凱は怯おびえる伶藍をおもしろそうに覗のぞき込み、だけど下か肢しに置いた手は離はなさない。

「女はここにひとつ、孔がある」

　陰いん囊のうのすぐ下を親指で押されてしまい、「んっあ」と啼ないて仰のけ反った。

　汪凱は執しつ拗ように伶藍の会え陰いんをまさぐり、ときには雄の証を撫でることもする。本気で女陰を探しているようにはとても思えない。どうしてか小鼻がひくつき、息が浅くなる。

　丸まっていた陰いん茎けいがぶるっと身を躍おどらせ、棒のようになった。

「あ……あっあっ孔っ、ございませんっ」

「そうか。ないのか。もしや半陰陽かと思ったが」

　言いながらも這いまわる手のひらが、埋うめどころのない股座の検分を続ける。

　足を閉じたくても膝ひざを割られていてかなわない。無ぶ遠えん慮りよに撫でさする手を感じるたび、股座がじっとりと汗あせばんでいく。

　ただただ湿しめった息を吐はいて耐たえていると、ふと笑われた。

「光明神の生まれ変わりはずいぶんふしだらなんだな。女にはないこの蜜みつで男を誘さそうのか」

　蜜──？　目を落として息を吞む。

　伶藍の男子の証はいつの間にか反り返っていて、透とう明めいな雫しずくをまとわせていた。

　形も色もいつもと違ちがう。先せん端たんは頰ほお紅べにを刷はいたように切なく色づき、口こう唇しんと同じ色をした小さな切れ目が、汪凱の目の前で新しい雫をこぼす。

　伶藍は陰茎の様子をじっと見おろしたあと、両手で覆った。

「尿にようでございましょう。廁かわやへ行かせてください」

「逃げ口実ならもっとましなものを使え。顔のわりには色気のないやつだ」

　汪凱ははっと笑うと、伶藍の首筋に顔を埋うずめてくる。

　汪凱を押し返すか、男子の証を覆い続けるか。ふたつきりの手の使い道に迷った末、後者を選ぶ。伶藍ですらよく分からない男根の変化をこの男に見られたくない。おかげで首筋を舐ねぶりながら下っていく唇くちびるを止めることができず、胸への侵しん入にゆうを許してしまう。

「肌理きめのよい肌だな。真冬の雪を思いだす」

「っうん……ふ……」

　宮廷服の前はとっくにはだけていて、帯が飾かざりのように腰こしに巻きついているだけだ。

　胸の左右を彩いろどる突とつ起きに汪凱の舌が伸びる。咄とつ嗟さに体を捩ねじってみたが、無む駄だだった。宮廷服の肩かたをずらされ、ついでに帯も投げ捨てられてしまう。

「────」

　ふと汪凱が顔を上げた。伶藍ではなく伶藍の腕うでに釘くぎづけになっている。

　宮廷服を脱ぬがしたせいで思いだしたらしい。いまは布きれで覆おおわれているものの、その下には槍やりで突つかれた傷がある。

「兵の前にいきなり飛びでるからだ」

　汪凱は邪じや魔まそうに布きれを解き捨ててから、あらためて胸の尖とがりに食はみつく。

「やぁあっ」

　男子の乳頭に意味などないと思っていた。それなのに熱い唇でしだかれるたび、両手で押さえつけている雄の根がずきんと疼うずく。なんとかして耐えようと下唇を嚙かむ伶藍には構わず、汪凱は肉にく粒つぶに変わった花芽にかじりついたり、音を立てて吸いついたりと好き放題だ。

「ぁっあっ、も、お許しを……っ」

　自分のものとはとても思えない昂たかぶりが手のなかで暴れている。

　叱しかるつもりで握り込むと、指の股からぬるっとした汁しるがこぼれてきて驚おどろいた。

（ど、どうしてこんな、ぐずぐずに）

　尿意はさほどない。ということは子種の汁なのだろうか。

　子をなそうと思っていないのになぜ子種が[image: ]ほとばしろうとしているのだろう。

「見せてみろ。そろそろ極きわめどきではないのか？」

「いぁあっあ」

　ここは嬲なぶられたくない。必死になって陰茎を隠かくす伶藍の手を汪凱が握る。そのまま振ふり飛ばすように揺ゆさぶられ、悲鳴を上げた。

　陰囊が張りつめ、ぐっと体の芯しんが重くなる。ぞんざいな扱あつかいを受けているというのに、下肢いっぱいに広がる甘い熱。いったいこれは何なのか。眩くらむような恍こう惚こつを連れていてとても逆らえない。

「はう……っん、く……」

　歪んだ喘あえぎが洩もれたのと同時に手のなかで熱いものが噴ふきこぼれる。とどめきれなかったものが指の隙すき間まからだくだくと滴したたり、尻しりの下を濡ぬらしていった。

　湿った敷しき布ふの感かん触しよくに愕がく然ぜんとする。

　恐おそる恐る両手を開くと、子種らしい汁にべったりとまみれていた。

「大地を潤うるおす雨は降っても、お前を潤す者はいなかったらしいな。夫は戦いくさ三ざん昧まい、可哀かわいそうな后きさきだ」

　汪凱が伶藍の足を割る。今度こそはと思って抗あらがうものの、体が重おも怠だるくてうまく動けない。汪凱はあっさり伶藍の片足を肩に担かつぐと、濡れ汚よごれた股座に平ひれ伏ふす。

　まだ検分を続ける気らしい。いったい何にそれほど興味を覚えているのだろう。

　男子だと知られても殺されなかったのはいいけれど、こうまでして体をいじられる理由が分からない。痺しびれた頭で答えを探していると、男にも女にもあるはずの孔にねっとりとしたものが触れた。

「…………！」

　息をつめた刹せつ那な、今度はぴちゃりと聞こえてくる。

　熱い。これはたぶん、舌──。

「何をなさるのですっ」

　ぼんやりしていた頭が一気に鮮せん明めいになった。

　汪凱は伶藍の股座から顔を上げると、唇を横に引く。

「夫が戦に出ていれば、睦むつむ相手はおるまい。干ひ乾ぼしの洞うろにいきなり剛ごう棒ぼうを突き立てるのは酷こくだ。ゆっくりとほぐしてやる」

「ほ、ほぐ、す……？」

　伶藍の疑問には答えず、汪凱は再び背を丸める。

　またもやぴちゃりと音を響ひびかせ、後こう孔こうに舌が触れた。

「ひぃ、い」

　放ったばかりの子種の汁にまみれているだろうに、汪凱はまるで気にしていない。伶藍の股座に顔を埋め、ひくついては怯える窄すぼまりを唇と舌の両方でなだめている。

　すでに検分の域を超こえている。この孔を使って交合する気なのだと悟さとり、混乱した。

「おやめくださいっ。私はこのようなこと、したことがございません」

「生き娘むすめぶるな。馬ば鹿か馬鹿しい」

　鼻で笑った汪凱に子種の汁をすすられ、かっと頰ほおが熱くなる。

「お、恐れながら申し上げます。睦みごとというのは男女の夫ふう婦ふがいたすこと。私のなかに子種を放っても子はできません。これ以上私の体をいじって何が愉たのしいのでしょう。汪凱さまだって同じ体をお持ちではございませんか」

　冷静ぶって言葉にしたのも束つかの間、汪凱が顔を上げたのでぎょっとする。

　開かされた足の間に男の顔を見るというのはなかなかない。途と端たんに恥はずかしくなり、頰が真っ赤に染まっていく。

　だけど汪凱はそれを揶や揄ゆすることもせず、わずかにしかめた顔つきで伶藍を見る。

「先ほどからお前はいったい何を言っている。秀峰と睦んでいないとでも言いたいのか？」

「当たり前でございましょう。私は男の后。子を産むために後宮へ入ったわけではございません」

　伶藍にとっては当然のことでも、汪凱は考えてもいなかったらしい。いっそう小難しげな顔をしたかと思うと、ふいに唇を波打たせ、しまいには肩を揺らして笑い始める。

「まさか后の体が無む垢くだったとはな。ますますもって綸国が理解できん。お前は抱だきもしない男のもとへなぜ嫁とついだ」

　何度言わせれば気が済むのか。「ですから私はっ」と声を荒あららげたとき、汪凱がくくっと笑いながら再び伶藍の股座に顔を埋めてきた。

「おもしろい。どうりで不慣れだと思ったわ」

「ひゃああ」

　再び後孔に食みつかれ、魚のように体が跳はねる。なんとかして肩にかけられた足を外そうともがいてみる。──が、太ふと腿ももを押しあげられ、さらにさらされただけだった。

「真ま面じ目めくさった顔で主張するくらいだ。夜よ伽とぎの指南もされていないんだろう」

「わ、私には必要のないことですっ」

　腰を捻ひねるくらいでは逃にげられず、這はいまわる舌に好きに濡らされてしまう。

　どうにかして体勢を変えたい。しつこくもがいていると、あきらかに舌ではないものが窄まりに触ふれた。

　何──？　と思うまもなくそれを埋められる。

「ひっ、う」

　後孔のほんの際きわのところだ。ぐりっと何かが回転する。同時に陰いん囊のうを握にぎられ、穿うがたれたのは親指だと分かってしまった。

「無垢な后に教えてやろう。男子でもこの孔あなを拡ひろげて泥濘ぬかるみのようにしてやれば、男を吞のみ込むことができる。女のようによがり狂くるえるぞ」

「な……なんてこと……」

　想像するだけで意識を失いそうになった。

　民たみのために膝をつき頭を下げることはできても、女によ体たいのように躾しつけられる屈くつ辱じよくには耐えられない。かぶりを振って抗ったのも束の間、埋めた親指を無ぶ遠えん慮りよにうごめかされ、「あうぅ」と情けない声が出る。

「大人しくしておけ。じきに心地ここち好よくなる。毅き然ぜんとしたお前が悦よろこび乱れるさまは、さぞかし見ごたえがあるだろうな」

「だっ、誰だれがそんな……っあ、あぅ」

　指を替かえた汪凱が奥のほうをほぐしにかかる。

　卑ひ猥わいな水音を洩らしながらうごめく指。たぶん二本は吞まされている。

「はあ……ぁあ……んっ、くう」

　なんとかして吐はきだしてやろうと力んでいると、押し殺したような声こわ音ねで笑われた。

　肉にく壁へきをとおして力んだことを伝えてしまったらしい。とてつもない羞しゆう恥ちに襲おそわれ、後ろ手に枕まくらに爪つめを立てる。その間も後孔を寛くつろげる手はやまない。わななく唇くちびるを嚙んで一心に耐たえているうちに、次し第だいに快楽めいたものがぞわぞわと這いのぼってきた。

「うぅ……ふ……」

「覚えがいいな。ずいぶんやわらかくなったぞ、ほら」

　わざと濡れた音を聞かせてくる汪凱を、熱に浮うかされた眸ひとみで睨にらむ。

　知りたくもないのに教えられたまぐわいの快楽が、じくじくとした疼きをともなって下か肢しにたまっている。

　本当によがり狂うことになってしまったらどうすればいいのだろう。思いきり顔をしかめてみてもあまやかな波から逃のがれることができず、さまよった手が逞たくましい肩かたに触れる。

　熱い。どうしてこの人はこんなに──。

　湿しめった息を吐いたとき、後孔に満ちていた指を抜ぬかれた。

　体を起こした汪凱が上衣を脱ぬぎ捨てる。

　武人らしく厚く引き締しまった胸むな板いただ。心臓の上あたりに大きな傷がある。

　昨日今日に負ったものではないようだが、刃やいばを突つき立てたような傷きず痕あとで痛々しい。汪羽はこの傷のことを気にかけていたのかもしれない。

　見入ったのも束の間、汪凱が下衣を寛げたのが分かり、慌あわてて顔ごと逸そらす。

　終わったのではなく始まるのだ。頰を強こわ張ばらせたところを引き寄せられる。

「よく見ておけよ。お前のただれた孔にこの肉にく槍やりを挿いれてやる」

「いっやあぁ」

　わざわざ宣言されたことで怖こわくなった。

　咄とつ嗟さに身を捩よじって逃げようとしたものの、あっさり捕つかまってしまい、足を開かされる。倒たおれかけた上体を枕に支えられたおかげで、否いや応おうなく汪凱の雄おす根ねが視野に飛び込む。

「ひぃ」

　汪凱は先ほどと同じように伶藍の片足を肩に引っかけると、腰こしを寄せてきた。

　ほぐされた後孔に灼やけた楔くさびが触れる。汪凱のそれは猛たけ々だけしく雁かりが張っていて、伶藍のものとはまるで違ちがう。

　こんなものが尻しりの孔に入るはずがない。

「や、やめっ……」

　引きつった声を放った拍ひよう子しに──信じられない、ぐぷりと音を立てて楔の先が埋まる。

　あまりにも熱くて後孔の際が蕩とろけてしまう。「ぁあ……」とかすれた声を上げながら弓なりになると、うなじに手を当てられた。

「見ておけと言っただろう」

　ぐっと力を込められ、無理やりに下向かされる。

　誰が生々しい交合の場面など見たいものか。歪ゆがめた顔で目を瞑つむると、耳みみ朶たぶにかじりつかれた。

「いっ──」

「目を閉じるのならもっと辱はずかしめるぞ」

「な……」

　これ以上の辱めなんて受けたくない。反射的にまぶたを持ちあげる。

　白くなめらかな股また座ぐらは、とても入りきりそうにないものを咥くわえ込んでいた。

　汪凱が腰を打ちつけると、筋を浮かせた暗あん褐かつ色しよくが淫いん靡びな音を立てて埋まる。猛ったさまを見せつけたいのか、汪凱はわずかに腰を進めては際まで引き抜くことを繰くり返し、けっして根元まで収めることはしない。

「好いだろう？」

　伶藍の耳みみ許もとで囁ささやきながら、汪凱がまた腰を進める。

　ぐぷん、と生々しい音がした。

「……っは、あ……」

　目と体の両方で凌りよう辱じよくされていることを教えられ、その屈辱が肌はだを火ほ照てらせていく。

　わざと浅いところを抜き差しされると、指でほぐされていたときと同じ快感が花はな咲さくように広がってきた。生白い雄根が芯しんを持ち、汪凱の目の前でそそり立つ。

　子など作りようがないのになぜここが硬かたくなるのだろう。

　悦びの飛沫しぶきが一滴てき二滴と股座に散る。

「お前の分身はみだりがわしいな。強い男に辱められるのが好きだと言っている」

「いっ……言っておりま、せんっ」

　強がっても骨太い手で屹きつ立りつを包まれるとだめだった。

　切なげな声が洩もれ、唇の端はしから唾だ液えきがこぼれてしまう。汪凱はそれを舌で舐なめすくいながら伶藍のものを手て筒づつで擦こする。

　いまだうなじから手を放してもらえない。熱に潤うるんだ眸に、愛あい撫ぶに溺おぼれる果芯が映る。汪凱の親指が括くびれをいじるたび、蜜みつ口ぐちがせわしなくひくつき、雫しずくを吐きだす。

　これは屈くつ服ぷくしているのか。穿ってもらえない、体の最さい奥おうがうねる。

「ああん……ふ、うう」

「その気になったのか。可愛かわいいやつだ」

　満足そうに笑った汪凱がようやく伶藍のうなじから手を放す。

　あらためて腿を開かされ、ぐっと突かれる。剛ごう直ちよくが初めて根元まで埋まった。　>>>♥

「は、うっ」

　汪凱の雄根が狭きよう路ろをさかんに行き来し始める。

　滲にじんでいるだろう粘ねん液えきを肉壁に擦りつけるような動きだ。汪凱はほぐし足りずに硬さを残している肉路を執しつ拗ように抉えぐり、自身の形に添そったものへと作り変えていく。

「やあ……っ、はあ……」

　男を吞み込む体に躾けられている──。

　目の前が真っ暗になってもいいはずなのに、まぶたの裏で瞬またたく光は金色だ。奥のほうを攻せめられるたびに覚えたての快楽が肌を這い、伶藍を内側から追いつめる。

「素す直なおなよい体だ。お前の夫が抱だきもしなかったのが信じられん」

　こめかみを舌が這う。たまらず唇を嚙かんだとき、汪凱の胸の傷痕が視野に入った。

　凌辱されているせいで目がおかしくなってしまったのだろうか。傷痕がうごめいているように見える。だけど律動が激しくてずっとは見ていられない。あられもなく喘あえいでは仰のけ反って、もう一度目をとめたとき、傷痕は黒い洞うろになっていた。

「な、なぜ……」

　思わず汪凱を見る。何を勘かん違ちがいしたのか、口づけられる。

　たっぷり舌を絡からめられたあと、再び汪凱の胸を見た。

　やはり錯さつ覚かくではないようだ。傷痕が洞になっている。どこに続いているのか分からない、真っ暗くら闇やみの切れ目。揺ゆさぶられながら目を凝こらしていると、洞の奥で炎ほのおが閃ひらめいた。

「……ぎゃああっ」

「じたばたするな。大人しく感じ入ってろ」

　汪凱は気づいていないらしい。伶藍の下した顎あごを摑つかむと、あやすように口づけてくる。

　この男の唇の熱さは知っている。だけどたったいま触ふれたそれは、焼きごてのように熱い。

　てっきり北方の男は体温が高いのだと思っていた。これはすでに人ではない熱さだ。

「あ……あなたは、いったい──」

「うん？」

　汪凱が伶藍を覗のぞく。

　端たん整せいな顔が二重に見える。──いや、体もだ。

　ひとつは汪凱でまちがいない。訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せて伶藍を見ている。

　もうひとつは焼け焦こげた黒い顔だ。引き締まった汪凱の体に揺らめいては重なる、黒こく煙えんのようなもの。

　ざっと総毛立った瞬しゆん間かん、いつかの予見の夢を思いだした。

　砂さ礫れきの大地で騎き馬ば兵たちを率いていたのはこの男ではなかったか。

「だ、誰……？」

　汪凱ではなく、炭化している男に訊きく。

　もしかして視みえないふりをするほうがよかったのかもしれない。目が合った途と端たんに男の双そう眸ぼうに赤い光が灯ともる。

　男は深しん紅くの眼めをぎろりと剝むくと、ぬっと汪凱の肩口から顔を出してきた。

　威い嚇かくするように開けられた大きな口。鋭するどい犬歯が伶藍に迫せまる。

「ひいいっ」

　殺されてしまう──。

　伶藍はでたらめに腕うでを振ふりまわした。

「大人しくしておけと言っただろう。気を削そぐような真似まねをするな」

「すぐそこに焼け焦げた顔の男がいるんですっ。あなたは戦いくさばかりしているせいで、亡ぼう霊れいに取り憑つかれているのではないですか!?」

「亡霊だと？」

　汪凱が鼻筋を歪める。

　腹を立てたのだろうが、気にしてはいられない。汪凱ごと殴なぐりつけるつもりでぶんぶんと腕を振りまわす。

「おい、何を視ている」

「ですからっ、黒い顔をした男です。火事のあとの柱みたいに真っ黒なんですっ」

「ああ──」

　心当たりがあるらしい。詳しよう細さいを答えぬまま、汪凱が腰をうごめかす。

　この期ごに及およんでまだ交合を続ける気なのか。怖くてたまらず固く目を瞑る。ひたすら耐たえる伶藍とは裏腹に、後こう孔こうを貫つらぬく楔くさびはどんどん熱くなっていく。

「好い体だ。俺の子種が欲しいとせがんでいる」

　うっとりと囁いた汪凱が、伶藍のこめかみに唇くちびるを寄せる。

「お前の眸ひとみは本物だな。俺ですら視えないものを。さては本当に光明神の生まれ変わりか？」

　耳朶を舌が這はう。囁く声こわ音ねには笑えみがまじっている。

「伶藍。俺はな、この肉体のなかに軍神を棲すまわせている」

「……軍神を、棲まわす……？」

「ああ。憑ひよう依いさせているということだ」

　詳細を知りたくて、恐おそる恐る目を開ける。

　汪凱の眸が赤い。かわりに黒焦げの男が消えている。憑依という言葉が本当ならば、あの男は汪凱の体のなかに戻もどったのかもしれない。

　──殺さつ戮りくと侵しん略りやくを好む皇こう帝てい。軍神を肉体に棲まわす男。

　初めてのまぐわいの相手を理解した途端、とてつもない恐きよう怖ふにとらわれた。

「いっやああっ」

　声の続く限り、悲鳴を上げ──そこから先の記き憶おくはない。







　　　　３




　澄すんだ光を受け、敷しき布ふの金糸がちかちかと瞬いている。

（朝か……）

　伶藍は敷布のきらめきをしばらく見つめたあと、目を閉じた。

　まぶたも体も重くてたまらない。どうやら窓が開いているようで、風に揺らめく天てん蓋がいの薄うす絹ぎぬが肌を撫なでていく。

　深く息をつきながら寝ね返がえりを打ったとき、投げだした手が何かに触れた。

　ぽうとまぶたを持ちあげる。

「吞のん気きな后きさきだな。まだ眠ねむいのか」

「…………！」

　いつからいたのだろう。すでに衣ころもをまとった汪凱が寝しん台だいの縁へりに腰こしをかけている。

　昨夜受けた辱はずかしめが蘇よみがえり、一いつ瞬しゆんで気け怠だるさが吹ふき飛んだ。すぐさま飛び起きたものの、自分が一糸まとわぬ姿だったとは思っておらず、「ぎゃっ」と悲鳴を上げる。慌あわててそこらの枕まくらを摑み取り、体の正面を覆おおう。

「身み支じ度たくを整えろ。民たみが内ない苑えんに集まり始めているぞ」

　そうだった。今日は民の前で戦の終しゆう焉えんを告げる日──。

　淡たん々たんと告げる汪凱の態度が伶藍を混乱させた。

　もしかして昨夜のことはすべて悪夢だったのだろうか。確か体を好きに嬲なぶられて、とても恐ろしいこと──軍神を体に棲まわせているなどと言っていたような。

　息をつめて汪凱を窺うかがっていると、ふいに伸のびた手が伶藍の髪かみをいじる。

「まったく、これからというところで気を失うとはな。体力をつけておけ。脆ぜい弱じやくすぎるぞ」

　──夢じゃなかった！

　かっと頰ほおを火ほ照てらせたあとで総毛立つ。

　この男の体のなかにあの禍まが々まがしい黒焦げの男がいるのだ。いまは視えなくてもいつ現れるか分からない。大口を開けて迫る姿を思いだし、ぞわぞわと背中の辺りが寒くなる。

「そう怖こわがるな。軍神は敵兵でもないお前に悪さはせん。戦のときに目覚めるものだ」

「戦のときに？……おかしいではないですか。あの男は閨ねやで私を威嚇してきたのですよ？」

　汪凱は何やら考えるような仕草を見せたかと思うと、一転してにんまり笑う。

「俺が滾たぎりすぎたゆえ、出しゆつ陣じんすると勘違いしたのではないか？　昨夜は戦の場より興奮したからな。お前はそこらの女よりも美しい」

　あっさり言われてしまい、またもや顔から火を噴ふいた。

　幼い頃ころから皇帝に嫁とつぐべく『娘むすめ』として育てられたのだ。いまさら女子に好かれたいとは思わないが、男子に好かれるのも納なつ得とくがいかない。

　むっとして汪凱をねめつけていると、いきなり寝しん所じよの扉とびらが開いた。

「兄上──」

　呼びかけながら入ってきた汪羽が寝台に視線を向ける。

（ぎゃああっ）

　帳とばりの隙すき間まからしっかり目が合ってしまった。

　汪羽も驚おどろいているようだが、伶藍も同じだ。寝所に汪凱と裸はだかの后。二人の間に何があったのか、汪羽はきっと察しただろう。男子の体は枕で隠かくせても銀ぎん髪ぱつは隠せない。恥はずかしくて泣きたくなった。

「お前、后の寝所に入るなど無礼だろう。何の用だ」

　汪凱がさっと立ちあがり、帳を閉じる。

「兄上こそ、ここは自身の寝所にするとおっしゃっていたではないですか。綸国后の寝所と定めたのならその旨むねを知らせてくださらなければ分かりません。私はこの猫ねこをどうすればいいのかお訊きしたかっただけです。朝からうるさく啼ないて臣下が困っているのです」

「ああ、忘れていた」

　汪凱がほんの少しだけ帳を開け、枸杞を差しだす。

「后の猫を返しておこう。こいつでまちがいないな？」

　伶藍がうなずくと、汪凱は寝台に枸杞を放つ。

　再び帳が引かれた。

「支度を急げよ」

　汪凱が言い、汪羽とともに房ぼうを出ていく。

　伶藍はまるで枕のひとつにでもなったかのように押し黙だまっていた。そうでもしなければやりきれない。二人の足音が完全に遠ざかってから枕を手放し、枸杞を抱だきあげる。

「無事でよかった。隗国の人たちに悪さはされなかった？　怪け我がはしていない？」

　純白の毛をかき分けていたとき、ふと視野の端はしに白い布が映った。

　槍やりの穂ほ先さきで突つかれた腕の傷に新しい布が巻かれている。確か凜明が巻いてくれた布は、睦むつみごとの最中に解かれてしまったはず──。

（もしかして……あの人が巻いてくれた？）

　固そうな結び目をじっと見ていると、またもや房の扉が開いた。

　ひっ、と息を吞のんで枕を引き寄せる。

「伶藍さま、ご無事ですか!?」

　寝所に駆かけ込んできたのは凜明だった。

　なんだ、と呟つぶやいて枕を放す。だけど声かけもそこそこに帳を開けられてしまうとは思ってもいなかった。素すっ裸ぱだかで敷布にぺたんと座っている伶藍を見て、凜明が目をまん丸にする。

「あれ？　どうして裸なんですか？」

「い、いきなり帳を開けてはなりません。私は着き替がえようと思っていたところなのです」

　しどろもどろのうそも、幼い凜明にはあっさり通じてしまった。

「申し訳ございませんっ。昨夜お戻りにならなかったものですからすごく心配していて」

　と、慌てた様子で帳を閉じる。

「よ、よいのですよ。それよりも凜明はなぜここに？」

「はい。隗国の皇帝陛下の命で、伶藍さまにお仕えする侍じ従じゆうはすべて月花宮に戻されたのです。伶藍さまがいままでどおりこの宮でお過ごしになることを所しよ望もうされたとかで」

　そんなことを所望した覚えはない。

　不敵に笑う汪凱の姿を思いだし、帳の内側で思いきり顔をしかめる。

「お后さまなのですからぼくもかびくさい書庫よりも宮のほうがよいと思います。さあ、お召めし替かえを。湯のご用意もできております」

　てきぱきと動いていた凜明が、ふと帳の近くにやってくる。

「伶藍さま。今日からお召し替えの際は気をつけてくださいね。隗国の皇帝陛下に男子だということが知られてしまったらおおごとです。あの方もきっと月花宮でお過ごしになるのでしょう。肌はだ衣ぎと下帯だけはどんなときも身につけておかれたほうがよいかと思います」

　幼くても侍従なら当然の指し摘てきだ。

（もうばれてしまったのですよ……）

　心のなかで答え、うなだれる。

　伶藍はきっと女子でいう箱入り娘というものだったのだろう。男と男でまぐわう術すべがあるなんて知りもしなかった。昨夜の秘ひめごとが蘇り、かあっと頰が熱くなっていく。

「伶藍さま？」

「……何でもありません。気をつけるようにいたします」







　王宮の内苑には、伶藍の想像を上まわる数の民が集まっていた。

　伶藍が民なら、隗国兵が占せん拠きよした場所になんてぜったいに近寄らない。戦いくさの終焉は触ふれを見て知るだけで十分だ。

　それなのに彼らはここに来た。隗の兵たちが取り囲む、内苑に。

　どうやっても皆みなを守らなければ──伶藍が腹をくくったのはこのときだったかもしれない。

「小国のわりには集まるものだな」

　大窓から内苑を窺った汪凱が、となりに立つ汪羽に話しかけている。

　先ほど寝所で会ったときと装よそおいが違ちがう。隗国の宮きゆう廷てい服に召し替えたのだろう。美しい織模様の上下で、腰には革かわの帯を締しめ、装そう飾しよく品のような刀とう剣けんをぶら下げている。汪凱以外の者たちは甲かつ冑ちゆう姿なので、民はきっと誰だれが隗国皇こう帝ていなのか一目で分かることだろう。

　先に露ろ台だいに進んだのは汪凱の臣下たちだった。彼らがまず大窓を背にして立ち並ぶ。次に伶藍が露台の中央に進み、真横に汪凱が、汪凱の斜ななめ後ろに汪羽が立つ。

　固かた唾ずを吞む民たちを見まわしてから、伶藍は自らの口で秀峰の崩ほう御ぎよと戦の終焉を伝えた。

「今日より綸国は隗国の属国となります。つらく苦しい日々を強しいてしまったこと、四度目の予見を退けることができなかったこと、私が亡なき陛下にかわり、心よりお詫わびいたします」

「予見……？」

　訝いぶかしげに汪羽が呟くのを、汪凱が片手で制する。

　伶藍はちらりと二人を見てから、大きく息を吸った。

「これからの綸国がどうなるか、皆さんの胸中は不安でいっぱいでしょう。しかし安心してください。隗国皇帝汪凱さまは、綸国で暮らす民たみも、昨日まで武器を握にぎっていた綸国の兵も、誰ひとり殺さぬと私に誓ちかってくださいました」

　汪凱が「おい」と伶藍の肩かたを摑つかむ。

　目を合わせると怯ひるんでしまうかもしれない。伶藍は内ない苑えんに集つどう民だけを視野に入れ、一気に言った。

「今日から新しい綸国が始まります。きっと隗国皇帝汪凱さまのお力で、綸国は平和な日々を取り戻もどすことができるはず。もちろん私も命をかけて尽じん力りよくいたします。光明の神はいまだここ、綸国の地におわせられるのです」

「后、お前──」

　言いかけた汪凱の声は、次々と上がる歓かん声せいにかき消されてしまう。

　歓声はあっという間に大きくなった。

「伶藍さま万ばん歳ざい！」と叫さけぶ民の声が重なり合い、地鳴りのようになって内苑を揺ゆさぶる。

　初めて露台に立ったときはこの歓声に萎い縮しゆくしてしまったが、いまは違う。伶藍を光明の神の生まれ変わりだと信じ崇あがめる民の姿は、伶藍が持てる唯ゆい一いつの強みだった。

　民の声が伶藍を気き丈じようにさせ、汪凱に向き直らせる。

「いかがされますか？　そんなことは誓っていないと、私の民の前でおっしゃいますか？」

「ああ言おう、綸国后には耳がないらしいとな。お前は俺の昨晩の返答をどう聞いていた」

　触れれば届く距きよ離りでも、歓声が大きすぎて互たがいの声がよく聞こえない。

　伶藍はつま先立ちになると、汪凱の顔のすぐ近くで叫ぶ。

「国を攻せめ落とすほどの力をお持ちなら、国を守ることもできるはず。綸国を統治下においたいま、綸国の民を守るのも汪凱さまの務めかと思います。できぬとおっしゃるのなら、いまここで私をその刀剣で刺さし殺していただきたい」

「できるか。ここにいる民すべてが反乱を起こすわ」

　汪凱はしかめた顔を伶藍に突きだすと、耳穴に指を突っ込む。

「鎮しずめろ。これでは何も言えん」

　伶藍はうなずき、民に向かって手を挙げた。

　冷めやらぬ興奮の谷間を狙ねらい、汪凱が口を開く。

「隗国皇帝汪凱だ。綸の民たちよ、我らは戦の勝者であって、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな侵しん略りやく者ではない。我が兵たちよ、罪なき民を脅おびやかす真似まねは断じてするな」

　汪凱はまだ続けようとしていたが、どっと歓声が沸わいてそれどころではなくなった。

　汪羽や臣下たちがうろたえ気味に内苑を見まわす。

（うまくいった！）

　后きさきになって、初めて后らしいことをやり遂とげられた気がする。

　伶藍はそう思っていたのだが──。







「腹の立つ后め。よくもまあ勝手なことを」

　汪凱が後ろ頭をかきむしりながら、どかっと椅い子すに腰こしを下ろす。

　宣言を終えたあとの広間だ。当然といえば当然なのだが、伶藍はすんなり月花宮へは帰してもらえず、王宮の広間にとめおかれた。汪凱が人ひと払ばらいをしたので、広間には伶藍と汪凱、そして汪羽しかいない。

「私は選せん択たく肢しを二つご用意いたしました。選んだのは汪凱さまでございます」

　澄すました顔でうそぶくと、汪羽が険しい表情をして伶藍に向き直る。

「皇后陛下。あなたはご自分の置かれている状じよう況きようを理解できていないのでは？　我々はあなたの命を奪うばうことも、二度と陽ひの光を見られぬよう幽ゆう閉へいすることもできるのですよ」

「どうぞご自由に。そのようなこと、あなた方に乗り込まれた時点で覚かく悟ごしております」

　言いきった途と端たん、汪羽の眉み間けんが歪ゆがむ。その手が刀剣の柄つかに触れるのを見てぎょっとした。

　甲冑姿の汪羽が腰に下げているのはあきらかに合戦用の代しろ物ものだ。后らしく毅き然ぜんと振ふる舞まおうにも武器に手をかけられるとさすがに怖こわい。壁かべにへばりつくのを汪凱が笑う。

「汪羽。后を脅おどすのはそのくらいにしておけ。まだ十八だそうだぞ」

「歳としなど関係ございますまい。兄上はこの后の振る舞いを許せるのですか？　まるで我らと同盟を結んだかのような口振り。それに予見がどうのと呪じゆ術じゆつ師しのような言葉まで」

「視みえるんだ、その后は」

　汪凱が上衣の襟えり元もとを緩ゆるめながらあっさり言う。

「邪じや眼がんというのはでたらめだ。予見のできる后というのが正しい」

「予見……」

　汪羽は伶藍と汪凱を交こう互ごに見やったあと、「まさか」と失しつ笑しようする。

「うそではない。この后は隗の荒あれた大地と綸に攻め入ろうとする我らを視ておる。先せん陣じんを切っていたのは燃えさかる炎ほのおに包まれた男──そうであったな？」

　伶藍がうなずくと、汪羽の顔から血の気が引いた。

　強こわ張ばった表情でじっと伶藍を見おろしたかと思うと、身をひるがえして汪凱につめ寄る。

「兄上、私にはとても信じられません。仮にまことだとしても、視えてもいないものを視たと偽いつわり、兄上を謀たばかることも考えられましょう。いま一度、后の処しよ遇ぐうを考えてはいかがですか？　私には后のこの容姿も気味が悪うございます」

　最後の言葉は汪羽の本心なのだろう。秀峰にも散々嫌けん悪おされてきたので慣れてはいるものの、こうもあからさまに言われてしまうと胸に苦いものが満ちる。

　だけど汪凱は迎げい合ごうしなかった。むっと顔をしかめ、汪羽をねめつける。

「気味が悪いだと？　口に気をつけろ」

「し、しかしっ」

「后はときに視えるだけだ。予見の光景を退けるほどの力は持っておらん」

　庇かばわれたのかと思いきや、そうではなかった。

「この后は役に立つ。命を奪うなどもってのほかだ」

　汪凱は口くち許もとに笑えみをたたえると、あらためて汪羽を見る。

「見たか、民のあの狂きよう信しんぶりを。ただの后ならああはいかない。民にとってこの后はまさに光明神の生まれ変わり。この后が黒を白だと言えば、民は白だと信じるだろう」

　今度は伶藍の顔から血の気が引いた。民の命を守るために民の歓声を借りたのを逆手にとられてしまったらしい。表情を変えた伶藍を、汪凱が愉たのしそうに見つめる。

「綸国を治めるにはこの后の力が必要だ。南方を統治下におく際にもきっとよい働きをする」

「……南方？　なぜ南方なのですか？」

　隗が攻め落とした南方の国は綸ひとつきり。だけど汪羽には兄の言わんとすることが分かったらしい。「なるほど」とうなずくと、汪凱の側そばに立つ。

　椅子に深く背を預ける兄と、兄に寄り添そう弟。二人はまったく同じ笑みを伶藍に向ける。

「后よ。我らはな、近いうちに大陸を統一しようと思っておる」

　大陸統一──。

　思わぬ野望を聞き、目を瞠みはる。

「何をまた。大陸にどれほど多くの国があるか、汪凱さまでしたらご存じのはず。すべての国をひとつにするなど、夢のまた夢でございましょう」

　どう考えてもありえない。強張る声こわ音ねで訴うつたえたのを汪羽がいなす。

「我らは見果てぬ夢を見ているのではございません。兄上が皇こう帝ていに即そく位いして五年。その間に攻め落とした国は三十九。北方一帯はすでに隗の領土でございます。加えて南方は軍備の乏とぼしい小国の集まり。大陸統一は目前でございましょう」

　汪羽の言葉に同調したのか、汪凱もうなずく。

　いったい領土を奪い拡ひろげることにどんな意味があるというのだろう。武人の野望というものがまったく理解できず、二人を映す眸ひとみが揺れる。隗国が勝手に戦いくさを続けるのならともかく、綸国は隗の属国になってしまったのだ。

「私は綸国から戦をなくしたいのです。大陸統一など夢見ていたら、いつまで経たっても戦は終わらないではございませんか」

　たまらず大おお卓たくにつめ寄るも、汪凱は涼すずしい顔だ。

「案ずるな。綸の地で戦をしようとは思っておらん。ここは気候と風光が気に入り、手に入れた地。いずれは交易の要よう衝しようとするつもりだ」

「私はそのようなことを言っているのではありません。確かに南方は小国の集まり。しかし小国と小国が同盟を結べば大国にもなりましょう。戦とは戦勝国と敗戦国に分かれるのが常。三十九の国を手に入れたからといって、次の戦でも凱がい歌かをあげられるとは限らないはず」

「くだらん杞き憂ゆうだ。誰だれが負け戦などするものか」

　野望を持つ武人とは己おのれの限界を見ようとしないものらしい。あまりにも話が通じず、額に手を当てて息を吐はく。

　だけど汪凱のそれは、伶藍の思うものとは違ちがっていた。

「伶藍。俺はな、尽つきぬ命を持っておる」

「──は？」

　汪凱が何を言いだしたのか分からず、語り始める唇くちびるに目を凝こらす。

「軍神を肉体に棲すまわせていると言っただろう。俺はこの肉体を軍神に明け渡わたしたかわりに、軍神の力を得た。それゆえ、戦で負けることもなければ、戦で命を落とすこともない」

「何をまた」

「信じられぬのか？　俺のなかに棲む軍神の姿を視たくせに」

　くっと笑われた拍ひよう子しにあの黒くろ焦こげの男の顔が蘇よみがえり、頰ほおが引きつった。

「視たんだよ、この后は」

　汪凱は傍かたわらに立つ汪羽を振り仰あおぐ。

　汪羽が伶藍に視線を定めると、汪凱のほうも再び伶藍に視線を向ける。

「后は生まれも育ちも綸国か？」

「え、ええ」

「ならば知りもしないだろう。北方には軍神として祀まつられている神がいる。はるか昔、北方を治めていた皇帝、壬じん迂うのことだ」

「壬迂……」

　綸国に伝わる光明の神に名前はついていない。「人として生を受け、亡なくなってから神になったのですか？」と尋たずねると、「実在する皇帝だからそうなるだろうな」と汪凱が言う。

「ただし、壬迂は生あるときから軍神と呼ばれていた皇帝だ。荒あら々あらしい北方の騎き馬ば民族たちをひとつにまとめ、国を築いたんだからな」

　汪凱は誇ほこらしげな表情で言葉を続ける。

「大陸統一の野望を持っていた壬迂だが、臣下の裏切りに遭あい、火矢を放たれて命を落としている。壬迂は死しても野望を捨てきれず、いまでも宿願の果たせる肉体を探しているという言い伝えだ。それゆえ北方の兵士は戦に赴おもむくとき、壬迂の加護を欲ほつして祈いのる。どうぞこの肉体にお宿りくださいとな」

　なんだ、と心のなかで呟つぶやき、息を吐く。

　大層な話かと思えば何のことはない。きっと信じ祈る者の胸には必ず軍神とやらが宿るのだろう。拍ひよう子し抜ぬけしたせいで口許がほころぶ。目め敏ざとくそれに気づいたらしい汪凱が「ただの願がん掛かけだ」と言い添える。

「祈るだけでは壬迂の加護は得られん。壬迂を召しよう喚かんできるといわれている儀ぎ式しきがある。成し遂とげることができたのは俺だけだろうな。並なみ大たい抵ていの覚悟では挑いどめぬものだ」

　にっと笑う汪凱の表情に嫌いやな予感がした。

　汪凱から視線を外さぬまま、さりげなく半歩後ずさる。

「俺の胸の傷を見ただろう？　壬迂を肉体に降臨させるには、己の心臓に自らの手で短たん剣けんを突つき立てねばならん。壬迂の望む強さを備えた男なら、命を落とさず壬迂を肉体に宿すことができる。ただし、壬迂がこの肉体では大陸統一は果たせぬと判断すればそれまでだ。壬迂が宿ることはなく、儀式に挑んだものは死ぬ」

　さらりと語られたので理解するまで時間がかかった。

　汪凱の言葉を何度も頭のなかでなぞってから「えっ」と声を上げる。

「あ、あなた……そんな儀式に挑んだのですか？」

「挑み果たすことができたからこそ、俺のなかに軍神壬迂がいるんだろう」

　当然のように言われてもどう言葉を返していいのか分からない。まともな神経を持っていれば、そんな儀式に挑むことはまずしない。

「信じられぬか？」

　汪凱が目を細める。

　微笑ほほえんだのかもしれない。だけどその眸はほのかに赤い。

「お前が武人なら、戦場での俺を見せてやれるのに残念だ。軍神を宿していると、たとえ敵兵が千を超こえていようが蟻ありの子のようにしか見えん。体は疲ひ弊へいを覚えず、三日だろうが四日だろうが眠ねむらず戦える。むしろ戦っていないと落ち着かん。先陣を切るのはいつも俺よ」

　汪凱の双そう眸ぼうがじょじょに赤みを増していく。

　眠らずに戦場に立てる者などいようはずがない。汪凱が自らの口で、すでに人ではないことを認めたようなものだ。

　ガタッと大卓が揺ゆれる。よろめいたせいで伶藍が立てた音だった。

「目を凝らしてみろ。お前になら視みえるはずだ。我ら兄弟が大陸を治める姿がな」

「────」

　そんなものは視えない。青ざめた顔でゆるゆると首を横に振ふる。

　邪じや神しんの力を借りて野望を果たそうとする汪凱と、兄に心しん酔すいする汪羽。伶藍の眸に映るのは、恐おそろしい男たちの姿だった。







　戦に負けるだけでもおおごとなのに、邪神を憑ひよう依いさせている男に統治されてしまえば、綸国の行く末はいよいよ分からなくなる。

「凜明。あなたにとても大切な仕事をお願いします」

　汪凱と汪羽が兵を連れて王宮を出ると、伶藍は月花宮から凜明を連れだした。

　場所は外がい苑えん。かりそめの廏うまやが並んでいる。下男の装よそおいに身を包んだ凜明と、侍じ女じよの装いに頰かむりをした伶藍。目くらましに酒さか壺つぼを抱かかえているので、王宮づとめの姉弟きようだいにしか見えないだろう。伶藍は樹木の陰かげに凜明を連れ込むと、小さな背せ丈たけに合わせて膝ひざを折る。

「いいですか、凜明。驚おどろかずに聞いてください。隗国の皇帝の汪凱さまには軍神の亡ぼう魂こんが憑依しているのです。軍神の名は壬迂。昔、北方の地を治めていた皇帝です」

「軍神、壬迂……」

　凜明は限られた時間のなかで、伶藍が何か重要なことを頼たのもうとしているのをちゃんと分かっている。大きなまなこをぐっと寄せ、一言一句聞き逃のがさないぞという顔をする。

「私が知りたいのは、汪凱さまの体から軍神を追いだす方法です。憑依させることができたのなら祓はらうこともできるはず。だけど私は自由に動けません。あなたは集落に戻もどり、婆ばばさまの助言を仰いでください」

「軍神を追いだす方法ですね。名前は壬迂。……分かりました」

　力強く凜明がうなずくのを確かめてから周囲に目をやる。

　伶藍の眼まな差ざしに気づいたひとりの男がさりげなさを装った足取りで木陰にやってくる。

　隗国に乗り込まれるとき、兵士に扮ふんして伶藍を救いだそうとした[image: ]の男衆のひとりだ。いまは廏係に扮して何かと伶藍を気にかけてくれている。

　さっとひざまずいた男に、伶藍は頭を下げる。

「いま、凜明に大切な仕事を頼みました。あなたにお願いしたいのはこの子を無事に婆さまのもとへ届けること。どうかよろしくお願いします」

「かしこまりました。馬の用意はすでにしてございます」

　ありがとうと伶藍が応こたえると、男はうなずき、立ちあがる。

「さあ、凜明どの、急ぎましょう。私の馬はあちらです」

「はいっ」

　二人の後ろ姿が廏にまぎれて見えなくなると、伶藍はすぐに王宮に取って返した。

　大変なことを二人に頼んでおいて、自分だけが怯おびえて過ごすわけにはいかない。侍女に扮したこの格好で、王宮の図書室で北方に伝わるまじないの文ぶん献けんを探そうと思っている。

　もとより武器などない場所だ。見まわりの兵の数も少なく、思ったより簡単に忍しのび込むことができた。

　ひとたび入ってしまえば、立ち並ぶ書しよ棚だなが目め隠かくしの役割を果たしてくれる。伶藍は北方の国々に関する書物を片っ端ぱしから引き抜ぬくと、書棚の陰にひそんで広げた。だけど風習やしきたりについて記しているものは多くあれど、まじないについて記しているものが見つからない。

（困ったな。婆さまがいい知ち恵えをお持ちだといいけれど）

　息を吐はいたとき、ほかにも書物を置いている部屋があることを思いだした。

　かびくさいあの書庫だ。あやしいまじないの書物なら、奥まった場所にある書庫のほうが似つかわしい。

　伶藍は立ちあがると、図書室の窓から内苑の様子を窺うかがった。広場で隗の兵たちが談だん笑しようしているのが見えたので、汪凱たちが帰ってくるのはまだ先なのだろう。

（よし……！）

　酒壺をしっかりと胸に抱だき、忍び込んだときと同じようにうつむいて図書室を出る。

「おっ、我らに差し入れか？」

　兵士に軽口を叩たたかれるたび、怯えるふりで廊ろう下かの隅すみで縮こまる。ようやく書庫の扉とびらが見えてくると、伶藍は小走りになった。

　音を立てないように気をつけて扉を押し開き、さっと滑すべり込む。

　うまくいった。──頰かむりを外し、ほっと大きく息をつく。

　すでに陽ひは翳かげり始めている。書庫の明かりとりはひとつしかないので、急がなければ暗くら闇やみになってしまう。陽が沈むのが先か、伶藍が文献を見つけだすのが先か。鼻息荒あらく袖そでをたくし上げ、書棚の前に立つ。

　だけど勇む気持ちとは裏腹に、じょじょに明かりとりから射し込む光が弱くなってきた。

　角灯は持ってきていないのでそろそろ限界かもしれない。あとひとつだけ、あとひとつだけと思いながら書棚に手を伸のばし続けていると、ふいに紙ではないものが指先に触ふれた。

　ずいぶん古そうな、細竹を継つぎあわせた巻子本だ。積もる埃ほこりを吐と息いきで飛ばしてから、明かりとりの真下に持っていく。

　ところどころ文字がかすれているものの、読めないことはない。

　わずかな光を頼たよりに読み進め、息を吞のむ。きっと名のある道士が遺のこしたものなのだろう。北方南方を問わず、秘術や呪じゆ術じゆつの類たぐいが事細かに記されている。

「こ、これだ」

　伶藍は巻子本を最後まで広げると、「壬迂、壬迂」と呟きながら筆文字を指で辿たどった。

　ほどなくして『暴悪の皇こう帝てい、羅ら国こくの壬迂を降臨させる術』という太文字にぶつかり、ごくんと唾つばを飲む。

　題字のあとには、汪凱が言ったとおりの儀式について書かれている。

　ならば軍神を追いだす方法は……と読み進め、目を瞠みはった。

「短たん剣けんを、背中側から心の臓に向けて刺さす？」

　にわかには信じられず、這はいつくばって文字を読む。

　軍神を肉体に降ろすには、自らの手で心臓に短剣を突つき立てるのだと汪凱は言っていた。それに対して、肉体から軍神を追いだすには背中側から心臓を狙ねらって突かねばならないらしい。

　伶藍は自分の手を背中に持っていってみた。

　肩かたや腰こしの辺りになら触れられるが、心臓の裏側にあたるような場所だとまっすぐ拳こぶしをぶつけるのも難しい。こんなにも腕うでを捻ひねった格好で、果たして寸分の狂くるいもなく短剣を突き立てることができるのか。

　たぶん、無理。答えを出してからぞっとする。

　これは祓いの儀ぎ式しきというよりも、肉体ごと軍神を葬ほうむる方法に違ちがいない。誰だれかの力を借りなければできないし、汪凱を殺あやめたいほど憎にくむ者でなければ成し遂とげられないものだ。

　呆ぼう然ぜんと巻子本に目を落とす。いつの間にか背中に気持ちの悪い汗あせをかいていた。

（いけない、そろそろ宮に戻らないと）

　陽はすっかり翳り、書庫に薄うす闇やみが満ちている。慌あわてて巻子本を巻き戻しているとき、すぐそこの廊下を誰かが歩いてくるのに気がついた。

　巻子本に気をとられていたせいで外の変化に無む頓とん着ちやくだった。見まわりの兵にしては足の運びに隙すきがない。

　伶藍は巻子本を引っ摑つかむと、書棚の陰に逃にげ込んだ。

　ほぼ同時に足音の持ち主も書庫の扉を開ける。

　息をひそめていれば気づかれないはず──伶藍はそう思っていたのだが、

「やはりこちらでしたか」

　汪凱によく似た低い声が、丸めた背中に降りかかる。

「宮にあなたの姿がないと分かったとき、胸むな騒さわぎがしたのです。この書庫には図書室に納めきれなかった書物を置いているそうですね。もしかして軍神について調べていたのではありませんか？」

　ぎくっとして、さりげなく巻子本を長ちよう裙くんの下へと滑らせる。だけどあと少しというところで見つかり、奪うばいとられてしまった。

「ほう。これは綸国の道士の覚え書きでしょうか。またよくないものを見つけてしまいましたね」

　もう逃げられない。伶藍は観念して振り向いた。

　薄闇のなか、甲かつ冑ちゆう姿の汪羽が巻子本を手にして立っている。

「兄上に報告せねばなりません。ご同行をお願いいたします、皇后陛下」

「────」

　ほの暗い廊下を兵士に挟はさまれて歩き、連れていかれたのは執しつ政せいの間だった。

　次の戦いくさについて話し合っていたのか、鎧よろいを着たままの兵たちが紫し檀たんの大おお卓たくを囲んでいる。汪凱も兜かぶとだけ脱ぬいだ姿で、いつかの秀峰と同じ、大卓を見み渡わたせる中央に腰を下ろしていた。

「兄上。綸国の皇后陛下がこのようなものを手にしておりました」

　汪羽は汪凱の前に歩みでると、汪凱にだけ見える角度で巻子本を広げてみせる。

　ざっと目をとおしたらしい汪凱が大きく息をつくのが見えた。

「打ち合わせは刻ときをあらためることにする。皆みなは下がってよいぞ」

「はっ」

　大卓についていた兵たちがてんでに立ちあがり、汪凱に礼をして執政の間を出ていく。

　残ったのは伶藍と汪羽だ。汪凱はまず汪羽に目を向ける。

「お前もだ。誰もここに入らぬよう、扉の外で見張っていろ」

　汪羽は一いつ瞬しゆんためらうような素そ振ぶりを見せたあと、扉へ向かう。

　執政の間に静せい寂じやくが横たわった。燭しよく台だいの赤々とした明かりが汪凱の顔に映り込む。

「こんなものが綸国にあったとはな。お前が所有していたものか？」

「いいえ。書庫にて探しだしました」

「書庫？」

　すぐに思いだせなかったようだ。汪凱は宙を一ひと睨にらみしたあと、「あそこか」と呟つぶやく。

「よくもまあ、あのようなかびくさい部屋から探しだしたな。しかし短剣はすでにこの世に存在しておらん。残念だったな」

「どういうことですか？」

　両目を広げると、汪凱のほうも目を瞠る。

「お前、この巻子本をすべて読んでいないのか？　軍神を降臨させるときに使った短剣でないと軍神を葬ることはできん。ここにもそう書いてあるだろうが」

　呆あきれた声こわ音ねで言われてしまい、思わず大卓に駆かけ寄った。

　汪凱の指が示すところを覗のぞき込み、「あっ」と叫ぶ。ちょうど文字がかすれている部分だったのでうっかり読み飛ばしてしまったらしい。

「お前にとって軍神を降臨させる儀式など初めて聞くものだったのだろうが、北方には古くから伝えられている。もちろん軍神を葬る術もだ。軍神を宿すことに成功したのに、弱点になり得るものを残しておく馬ば鹿かがどこにいる。短剣などとっくに砕くだいて燃やしたわ」

「そ、そんな……」

　あからさまに落らく胆たんしたのを汪凱が見み逃のがすはずがない。こめかみに突き刺さる眼まな差ざしに気づいたときには遅おそかった。

　力任せに引き寄せられ、椅い子すに腰をかけている汪凱の上に倒れ込んでしまう。揉もみ合ったものの、あっという間に縋すがりつく格好から腿ももに跨またがる格好に変えられた。鐡くろがねの草くさ摺ずりの硬かたい感かん触しよくが長裙をとおして伝わってくる。

「短剣がこの世にあったらどうするつもりだった。俺の背を突き刺すか？　その細ほそ腕うでで？」

　手てつ甲こうをつけた腕が伶藍の腰を抱く。口調はからかうようなものでも眸ひとみは笑っていない。

　無理に繕つくろった顔でそっぽを向くと、長裙越ごしに雄おすの証あかしを握にぎられた。

「い、っ」

「顔に似合わず気き丈じようなのはこれがあるゆえか？　どうあがいても戦をする前の綸国には戻もどれん。いい加減に観念すればよいものを」

　言いながら手をうごめかされてしまい、かっと目め許もとが熱くなる。

　一度ならず二度までも男子の体をもてあそばれてたまるものか。歯を食いしばって淫みだらな手に爪つめを立てるも、手甲は硬くて伶藍の抵てい抗こうを受けつけない。かぶりを振ふりながら無む駄だな抗あらがいを重ねているうちに、長裙のなかが汗ばんできた。

　ひんやりしていたはずの鎧の草摺りまでもが熱を持つ。

「んう、ふ……う」

　汪凱の体温が高いからではなく伶藍の体温が上がってしまったせいだろう。覚えのある疼うずきが下か肢しを包んでいて、細切れに洩もれる吐息も熱くて湿しめっぽい。

　見ないでも分かる。汪凱の手のなかで悶もだえているのは、欲よく芯しんに変わった肉の根だ。

「男子の摂せつ理りならもう分かっているだろう？　ここを牡お馬うまのように張りつめさせて後宮へ戻るか、己おのれの子種にまみれた長裙で戻るか、どちらの仕置きがいいか選ばせてやる」

「お、牡馬？」

　喩たとえが強きよう烈れつすぎて意識を持っていかれた。少し遅おくれて二択たく目を想像し、目が眩くらむ。

　どちらの格好でも月花宮には帰れない。真っ赤な顔で「選べるわけがないでしょうっ」と叫さけぶと、妙みようにやさしい声音に耳みみ朶たぶをなぞられた。

「ならば、長裙をたくし上げろ。汚よごさずに楽になるにはそうするしかないだろうが」

「────！」

　うまい具合に追いつめられた。

　伶藍がためらっている間も雄おす根ねを嬲なぶる手は止まらず、果芯はどんどん硬こう起きを強くする。このままでは本当に長裙を汚してしまう。

「待っ、あん」

　喘あえぎまじりの声で言ってから唾つばを飲む。

「ま、待ってください……従います」

　ようやく汪凱の手が股また座ぐらから離はなれた。かわりに腰を抱だかれてしまったので逃げるのは難しい。

　仕方なくおずおずと長裙をたくし上げていく。

「……あっ……」

　最初に目にするのは下帯だろうと思っていたのに、いつの間にかほどけていたようだ。

　心の準備もできないままに発情の色に染まった昂たかぶりを目にしてしまい、これ以上ないほど頰ほおが熱を持つ。

「俺の手を汚したら承知せんぞ」

「……え？」

　言葉の意味を理解する前に剝むきだしの雄根を握られた。容よう赦しやなく擦こすりあげる手にあっという間に追いつめられ、「んっあぁ」と嬌きよう声せいを上げて喉のどを反らす。

　長裙越しに触ふれられるのとは刺し激げきの度合いが違う。

　だけど汪凱の手を汚すのはだめだと言われた。[image: ]ほとばしろうとするこの情欲をどういなしたらいいのだろう。汪凱が何をしようとしているのかまったく分からず、あうあうと情けなく喘ぎながら、欲の根を握る手を引き剝はがそうと試みる。

「もう、放し……出てしまいます……」

「まだ大将たちとの打ち合わせが終わっておらん。俺の手を汚すのも鎧を汚すのも許さんぞ。床ゆかにも放つな。ここで子種を撒まき散らしたら汪羽に後始末をさせてやる」

「なっ──」

　扉とびらの外で控ひかえているだろう汪羽を思いだし、青ざめた。

　もしかして喘ぐ声を聞かれてしまったかもしれない。咄とつ嗟さに唇くちびるを嚙かみしめるも、汪凱の手が与あたえる快楽が獰どう猛もうすぎて、また弓なりになって甲かん高だかい喘ぎをこぼす。

「放し、てぇっ……やっ、いあぁ」

「いいか？　こそこそと嗅かぎまわるような真似まねは二度とするな。大人しくしておけば手て荒あらなことはせん。お前に対しても、お前の民たみに対してもだ。分かったな？」

　民という言葉がなかったとしてもきっとうなずいただろう。

　もう限界だった。「うう」と喘ぎながら何度もうなずく。

「よし。吸いとってやる」

　にっと笑った汪凱が伶藍を大おお卓たくに乗せる。

　瞠みはった眸に、股座に平ひれ伏ふす背中が映る。

「いやぁあっ」

　叫んだ声は、汪凱の舌のなめらかさを知った途と端たんに甘えるような喘ぎに変わった。

「ぁあ……あ……ん……」

　痛いほど張りつめた昂ぶりに、熱く濡ぬれた舌が絡からみつく。　>>>♥

　手て筒づつで扱しごかれていたときは激しいばかりだったのに、唇と舌はやさしくていやらしい。濃のう厚こうな快楽に意識を沈しずめられ、視野が眩くらんでいく。

「ああ……出ます、もう」

　放出を伝えても汪凱は口を離そうとしなかった。むしろいっそう深く伶藍のものを咥くわえ込み、[image: ]るものすべてを舌の面で受け止める。

　ごくっと嚥えん下かする音を聞いてしまうとなぜか催もよおした。

　唇を離された直後にぴゅっと二度目の子種を飛ばしてしまい、腿の内側に垂れてしまったそれを汪凱が笑いながら舐なめとる。

「可愛かわいらしく啼なき乱れたな。なかなかよい仕置きだっただろう？」

「…………」

　欲の火種が消えた途端、襲おそってきたのは激しい羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくだ。

　真っ赤な顔を思いきり汪凱から背そむけ、乱れた長ちよう裙くんを直してから大卓を飛びおりる。

　どうやってもかなわないことは分かったが、だからといって大人しく服従すると思ったら大まちがいだ。

　──短たん剣けんがこの世にあったらどうするつもりだった。

　あの問いに答えていない。

　伶藍は乱れた息を整えると、キッとした眸を汪凱に向ける。

「汪凱さま、どうぞ覚えておいてください。もし儀ぎ式しきに使った短剣が残っておりましたら、私は迷うことなくあなたの背を刺さし貫つらぬきます」

「なんだと？」

　捨て科白ぜりふと思われようが構わない。伶藍は長裙の脇わきを引っ摑つかむと、荒い足取りで執しつ政せいの間を出た。扉の側そばには汪羽らしい人ひと影かげがあったが、そちらには目もくれず廊ろう下かを進む。

　羞恥も屈辱も消えないし、顔の火ほ照てりも収まらない。

（婆ばばさま、あの男はぜったいに綸国から排はい除じよせねばなりませんっ）

　ここにはいない玉來に話しかけ、ぎゅっと唇を嚙む。







　　　　４




「邪じや魔まをしてもよいか、后きさき」

　汪凱がよそいきの言葉づかいで言い、伶藍の真向かいに腰こしを下ろす。

　ちょうど伶藍は庭の露ろ台だいで朝あさ餉げをとっていた。

　執政の間で恥はずかしい仕置きをされてから七日。汪凱とはろくに口を利きいていない。それなのに汪凱は毎朝かかさず露台に姿を見せる。

　夫であった秀峰は一度も月花宮で過ごすことはなかったというのに、いったいどんな皮肉だろう。寝しん所じよに押し入ってきたら撃げき退たいしてやろうと思って棍こん棒ぼうを用意しているのだが、いまのところ使う機会はない。

　侍じ従じゆうたちは伶藍の心の内など知るよしもなく、さっと汪凱の分の朝餉を卓に並べていく。

「ほう、うまそうだな」

　朝餉を前に汪凱が笑えみを広げると、侍従たちがほっとしたように微び笑しようを浮うかべる。

　きっといつかの伶藍と汪凱の宣言が皆みなの心をほぐしつつあるのだろう。実際汪凱はここにいる侍従たちにはもちろんのこと、綸国の民たみにも無体なことをしていない。枸杞にいたっては伶藍の腿ももから飛びおり、汪凱に抱だっこをせがむ有様だ。

　──皆、騙だまされてはなりませんよ。その人には恐おそろしい軍神が取り憑ついているのです。

　誰だれも信じないであろう言葉を胸のなかで唱え、散ちり蓮れん華げを使う。

　いったいどうすればいいのか。汪凱は兵の半分を隗に帰したので、庭にはもう兵士たちの姿はない。だけど汪凱が目指すのは大陸統一だ。兵の半分を隗に帰したのも、隊を入れ替かえるためだと聞いている。今度はこの綸国を要所として、南方戦が始まるということだ。

　あからさまにため息をこぼしたのを汪凱は勘かん違ちがいしたらしい。

「まだ腹を立てているのか？」

　と、侍従たちの前では答えにくいことを訊きいてくる。

「さあ、何のことでしょう」

「とぼけても無む駄だだ。その美しい顔に私は怒おこっておりますと太文字で書いてある」

「…………」

　腹を立てているといえば立てている。

　敗戦国になったのは仕方ないことだとしても、この体をもてあそばれたのは許せない。

　だけど二人にしか分からないことで侍従たちに気を揉もませるのは嫌いやだし、怒っているのを認めることで、二度の凌りよう辱じよくが忘れられないものになるのも嫌だった。

「汪凱さまはよく見える目をお持ちなんですね。私には何のことだかさっぱり」

　澄すまし顔で返してから口くち許もとを拭ぬぐう。

「私はこれで。どうぞごゆっくり」

　席を立ったところで「待て」と呼び止められる。それを無視して、汪凱にじゃれついている枸杞を抱だきあげようとしていると、「待てと言っているだろうが」と腕うでを摑まれた。

「尽つきない泉とやらを見にいく。后に案内を頼たのみたい」

「……えっ？」

「[image: ]の集落へは朝いちばんに使いを出している。俺と側近だけで行くのでも構わんが、后がいれば[image: ]の者たちも安心するだろう。俺の伴ともをしてほしい」

　玉來に会える──。

　胸に一いち縷るの光が射し込んだ。

「わ、分かりました。すぐに支し度たくをいたします」

「ああ。廏うまやで待っている」

　正直なところ、汪凱には集落の地を踏ふんでほしくなかったが、使いを出したということはとっくに泉の位置など把は握あく済みだったのだろう。汪凱たちだけで集落に乗り込まれるくらいならいくらでも伴をする。それに玉來に会うことができれば、汪凱を排除するために何をすればいいか分かるかもしれない。

　伶藍は素す早ばやく支度を済ませると、侍従を引き連れて廏へ向かった。

「お待たせいたしました」

　声をかけると、側近たちと談だん笑しようしていた汪凱が振ふり向く。

　汪凱だけでない、皆が皆、ぎょっとした顔で伶藍を見る。

「何か？」

　喪もに服すべき立場なので、宮きゆう廷てい服は華か美びではないものを選んでいる。

　腕に枸杞を抱いているのはいつものことだとして、侍従のひとりには枸杞の休きゆう憩けい用の籠かごと敷しき布ふ、別の侍従には果実を盛った籠を持たせているのだが。

「后よ。なぜ馬に乗るのにひらひらした長裙で来た」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの汪凱に言われ、はっとする。

　廏の前の広場には体たい軀くの立派な馬が並んでいるだけで、馬車もなければ輿こしもない。

「わ、私も馬に乗るのですか？」

「当たり前だろう。騎き馬ばの民が移動に馬を使わずして何を使う」

　啞あ然ぜんとして棒立ちになっていると、汪凱が心底嫌そうに息をつく。

「まったく、箱入りにもほどがある。そのようなていだから戦いくさに負けるんだ」

　伶藍の箱入りっぷりと敗戦は関係ない。しかめた顔で「すぐに着き替がえてまいります」と踵きびすを返したところで首根っこを摑まれた。

「もうよい。ぐだぐだしている時間がもったいないわ。猫ねこは連れていけんぞ。果実もいらん」

　汪凱は枸杞を侍従に押しつけると、伶藍を横抱きにする。

「何をなさるのですっ」

「いちいち尖とがった声を出すな」

　ぴしゃりと叱しかられたのも束つかの間、ひょいと黒毛の馬に乗せられてしまい、悲鳴が喉のどの奥で縮こまる。

　地べたが遠い。息を吞のんだ拍ひよう子しにぐらりと揺ゆれ、慌あわててたてがみを摑む。

　やっと揺れが収まったと思ったら、汪凱も同じ馬に跨またがってきたのでまた揺れる。

「わ、あ、あ」

「もしかして一度も馬に乗ったことがないのか？」

「ご、ございません」

「まったくこの国は戦に勝てる要素がまるでないな。隗では女も子どもも馬に乗るぞ」

　ため息とともに汪凱が伶藍の腰に左ひだり腕うでを巻きつける。途と端たんに安定がよくなった。

「いい馬だろう？　俺の馬だ。隗かい王おうという」

　汪凱にたてがみを撫なでられた隗王がぶるっと首を振る。

「隗王よ。くれぐれも后を落とすなよ。途中で落ちたらこいつは王宮へは戻もどってこれん」

　こいつというのは伶藍のことなのだろう。集落から王宮までの道順くらいは知っている。ただ自分で馬を操あやつって行き来したことがないだけだ。

　小鼻を膨ふくらませて「ご心配には及およびません。私はひとりでも──」と言いかけたとき、笑みまじりの声で囁ささやかれた。

「下帯はつけているんだろうな。しっかり長ちよう裙くんを押さえておかねば大変なことになるぞ」

　とんっ、と汪凱が隗王の横腹を蹴ける。途端に隗王が走りだした。

　あっという間に遠くなっていく廏。側近たちもそれぞれの愛馬で汪凱に続く。

「ひい、い……っ」

　怯おびえる伶藍の姿は相当滑こつ稽けいだったらしい。汪凱が声を立てて笑う。







　馬には人以上の脚きやく力りよくがあり、とても速く走ることのできる動物だ。

　頭でそう理解するのと、身をもって体感するのとではわけが違ちがう。流れる景色のなか、必死になって汪凱にしがみつく。

　ようやく[image: ]の一族が暮らす森が見えたとき、伶藍は馬上で息も絶え絶えになっていた。

　だけど馬が脚あしを止めない限り、体は揺れる。森のなかに入ってもなお、汪凱の胸にすがりつく。

「お前は馬に乗せると可愛かわいらしいな。また暇ひまなときに乗せてやろう」

「け、結構です……」

　樹き々ぎのひらけた先にある広場では、集落の皆が並んで汪凱を待っていた。

　子どもたちの姿は見当たらないので、きっと家で息をひそめているのだろう。さりげなく辺りを見まわし、木こ陰かげから顔を覗のぞかせている凜明に気づく。近くに来てはだめですよという意味で首を横に振る。凜明はこくんとうなずくと、さっと頭を引っ込めた。

　まずは側近たちが馬を降り、続いて汪凱が、最後に伶藍が汪凱の手によって降ろされる。

「お待ちしておりました」

　玉來が汪凱の前へ出る。

「私は[image: ]の長おさ、玉來と申す者。伶藍は私の娘むすめでございます」

「玉來か。よくぞ迎むかえてくれた。俺は隗国皇こう帝てい汪凱。使者に託ことづけていたとおり、尽きない泉というものを見せてほしい。心配せずとも踏み荒あらすような真似まねはせぬ。俺は綸国の守り神の象しよう徴ちようとして伝えられているものを見ておきたいだけ。ただし我らにとって馬は命同然。預けることはできぬ」

「心得てございます。どうぞそのままお進みくだされ」

　玉來の言葉を受けて一族の男衆が先導して森の奥へ入っていく。

　汪凱は側近たちを行かせただけですぐに続こうとはしなかった。おもむろに辺りを見まわし、かすかに眦まなじりをほころばせる。

「まことによい森だ。俺はこのように立派な森を見たことがない」

「ふふふ。有り難がたいお言葉、先祖も喜ぶことでしょう」

　玉來は上目をつかって汪凱を窺うかがうと、しゃがれた声でぼそりと呟つぶやく。「わしもこのようなものは見たことがない。えらく猛たけ々だけしいものをまとわせておいでですな」

　いきなり何を言いだすのか。ぎょっとして冷や汗あせが滲にじみでた。

　汪凱は言葉づかいを変えた玉來に合わせ、自身も言葉づかいを変える。

「婆ばばよ。もしやお前も視みえる目を持っているのか？」

「まさか。視えておれば秀峰のような男に伶藍を嫁とつがせるようなことはせん。わしはかろうじて人の体が放つ気のようなものが見えるだけ。陛下は紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまとわせておいでのご様子。よくぞ燃え尽きぬことよ」

「なかなか言うな。俺の何が見えるのか知らんが、この炎は俺の野心の表れ。悲願を果たすその日まで燃え尽きることなどないわ」

　汪凱は愉ゆ快かいそうに笑うと、隗王の手た綱づなを引いて歩きだす。

　伶藍は長裙の裾すそを直すふりをしてその場にとどまった。

「婆さま、祓はらいの儀ぎ式しきに使う短たん剣けんはもう残っていないそうです」

「そうであろうな。まあ焦あせるな。近いうちに必ず後宮に使者をつかわす。たぶんおもしろいことになるぞ」

「おもしろいこと？」

　先を聞きたかったが、汪凱が振り向いたのでそこまでになる。

「伶藍よ。婆は泉まではもう歩けん。皇帝陛下をしっかりご案内するように」

「はい、婆さま」

　このやりとりは汪凱に聞こえるように大きめの声で交かわし、すぐに汪凱を追いかける。

「なかなか気強そうな婆だな。お前によく似ている」

　汪凱が伶藍を見て笑う。どうやら玉來と交わした囁きには気づいていないらしい。ほっとしてとなりに並ぶ。

「血は繫つながっていないのですよ。婆さまは育ての親にあたる人ですから」

「ほう。お前の親はどこにいる」

「出しゆつ奔ぽんしたようです。詳くわしくは分かりません」

　汪凱は一いつ瞬しゆん口を噤つぐむと、「健すこやかであるとよいな」と言った。

　かけられた言葉が意外だったので、思わず横顔を仰あおぐ。

「何だ」

「あ、いえ」

　根っからの悪人ではないのだろうか。いや、この程度の会話では分からないか。

　そんなことを思いながら並んで歩いていると、ふと汪凱が茂しげみに目をやった。

「高たか床ゆか式とはめずらしいな」

　いたるところに点在する一族の家のことを言ったのだろう。どの家も床を高く造っていて、階段をのぼらないと表戸には辿たどり着けない造りになっている。

「泉から水が溢あふれてくるので、地べたには建てられないのです」

　説明している側そばから足あし許もとがぬかるんできた。

　泉に近くなればなるほど、森は湿しつ地ちのようになっていく。

「汪凱さま、沓くつを脱ぬがれたらいかがですか？　集落では沓をはく人なんていないんですよ」

　伶藍は言いながら沓を脱ぎ、切り株の上に置いた。

　森の地面は苔こけで覆おおわれていてやわらかい。たっぷりの水をまとわせた苔の感かん触しよくが懐なつかしくて、知らず知らずのうちに口許がほころんでいく。

　伶藍は昔からわざとぺちゃんぺちゃんと音を立てて歩くのが好きだった。

「行ぎよう儀ぎが悪いぞ」と何度玉來に叱られたことか。だけど気持ちよくてやめられない。はねた水が長裙を濡ぬらすのも構わず、子どもの頃ころと同じようにぺちゃんと足を鳴らして歩く。

「確かにこれでは高床式の住居でないと暮らせないな」

　汪凱は騎き馬ば用の革かわの沓が泥濘ぬかるみに埋うまるたび、苦く笑しようする。あからさまに嫌いやがっているのは隗王だ。しきりに苔のにおいを嗅かぎ、渋しぶ々しぶといった顔つきで進んでいる。

「沓、脱がないのですか？」

「裸足はだしで歩くなど無防備な真似ができるものか。隗王に乗るときに困る」

「またはけばよろしいじゃないですか」

「平和ぼけも大たい概がいにしておけよ。常に奇き襲しゆうに備えておくのが武人だ。よく覚えておけ」

　そんなふうに言わなくても……と頰ほおを膨らませていると、汪凱が「おっ」と呟いた。茂みのなかの水すい池ちに気づいたらしい。「これが泉か？」と伶藍を振ふり向く。

「いえ、これは泉から溢れた水が窪くぼみにたまってできたものです」

　伶藍はつま先立ちになると、汪凱が気づいていなかった別の水池をさす。

「あれもそうです。それからあれも」

「ずいぶん大きいな。もしやあれもそうなのか？」

「ええ。あっちのもそう」

　懐かしい風景に胸がいっぱいになり、いつの間にか后きさきらしい言葉づかいや振る舞まいを忘れていた。

　森には大きさも深さもさまざまな水池が数えきれないほどある。どれも長い刻ときをかけ、自然と作られたものだ。泉から溢れた水が緩ゆるやかな森の起き伏ふくに沿って流れ、辿り着いた窪みで水池を作る。満ちた水池から溢れた水が、また新しい水池を作りだす。

　水池の母はすべて泉だ。

「後宮の庭に似ているな。なんといったか……月花宮か。お前の宮の」

「ええ、月花宮。あそこの庭はこの森の風景を模して造られたものなんです。月花宮の庭の水池にも泉の水を満たしているんですよ」

「わざわざここから運んだのか？」

「ええ。水池の水みず換がえの日があったんです、戦いくさが始まるまでは」

「ずいぶん水にこだわるんだな。いや、この風景を見ればこだわる気持ちもよく分かる」

　汪凱は点在する水池を細めた目で見まわしている。

　これほど素す直なおに感かん嘆たんを示す人だと思っていなかったので驚おどろいた。本当に踏ふみ荒らす気はないらしい。不安がひとつ消えたせいか、また伶藍の口許から笑えみがこぼれでる。

「汪凱さま、泉はあそこです。皆みなさんお待ちのようですよ」

　樹々の向こうを指さすと、途と端たんに汪凱が足を速めた。

（そんなに急がなくても泉は逃にげないのに）

　苦笑したあとで、すでに辿り着いている側近たちの背中がしんと静まり返っているのが気になった。

　もしかして、戦なんかしてしまったから泉の水は涸かれてしまった──？

　ふと芽生えた不安をかき消したくて伶藍も小走りになる。ぱしゃぱしゃと水をはねさせながら茂みを抜ぬけ、汪凱のとなりに立ってから初めて息をつく。

（よかった……！）

　天に届きそうなほど高い樹々に囲まれて、泉は変わらぬ姿でそこにあった。

　木こ漏もれ陽びを受けてきらめく金色の水面が眩まぶしい。大きさは月花宮の庭がすっぽりと収まるほどだろうか。もっと大きければ、泉ではなく湖と呼ばれていたかもしれない。石で囲ってはいるものの変わらず湧わき続けているようで、縁へりからはとうとうと水が溢れている。

「美しいな」

　泉を見つめたまま、汪凱が呟いた。

「美しい……」

　嚙かみしめるような声こわ音ねでも呟いてから、今度は伶藍のほうを向き、「美しいな」と同意を求めてくる。

　目許も頰もほころびきっている。素の笑顔を見てしまったせいか、どきっとした。

　そういえば汪凱は結構な美び丈じよう夫ふだ。あらためて気づいてしまうと、間近なところで目を合わせてしまったのが恥はずかしくなり、ぎこちなくうなずき返す。

　側近たちも単に泉の美しさに目を奪うばわれて立ち尽つくしていただけのようだ。「このような泉は初めて見ました」「まことに美しい」と興奮気味に言葉を交わし始める。

「これほどに澄すんだ水がいったいどこから湧いてくるんだ。隗では井い戸どを掘ほっても水などろくに出てこんぞ。綸国、いや、この森の地中はどうなっている」

　汪凱は誰だれにも答えられないことを早口で訊ききながら、泉のほとりで片かた膝ひざをつく。

「触ふれてもよいか？」

　少し離はなれたところで見守っている[image: ]の男衆に尋たずねたらしい。彼らが揃そろって伶藍に救いを求める眼まな差ざしを寄よ越こしたので、伶藍が汪凱の側に寄り、「どうぞ」と告げる。

「うん？　これは──」

　手を浸ひたした汪凱がかすかに眉まゆ根ねを寄せる。

「どうかされましたか？」

「ああいや、そう冷たくはないんだな。やわらかで心地ここちの好よい水だ。すうっと肌はだにまとわりついてくる」

　大切に守り続けている泉の水を褒ほめられてうれしくなった。伶藍も同じように手を浸し、久しぶりに泉の水の感触を味わう。

「綸国では延えん寿じゆの水ともいわれています。少しの怪け我がや病なら治せると信じられているんですよ。中立国だった頃は、近きん隣りん国の王族の方が水浴びにいらっしゃることもありました」

「水浴び？　入ることができるのか？」

「あ、泉はだめですが、水池なら」

　汪凱は俄が然ぜん興味を持ったらしい。「紗しや幕まくを用意しておけばよかった」と真顔で悔くやしがる。

「后よ。もう少し案内してくれぬか？　森のなかをもっと歩きたい」

「ええ、構いませんが……」

　──いったいどういうことだろう。

　民たみの助命を嘆たん願がんして土下座をしたときは、まさか汪凱と並んで[image: ]の森を歩くことになるとは思ってもいなかった。恨うらみや悔しさを募つのらせて嫌いや々いや歩くのなら分かるけど、たいして嫌でない自分を不思議に思う。緑溢れるこの風景が心の尖とがりをとってしまったのだろうか。真横の汪凱をちらちらと窺うかがいながら歩く。

　森は木漏れ陽の射さすところと射さないところでは茂る葉の色も違ちがうし、足許に咲さく花も変わる。変わらないのは鳥のさえずりや髪かみをさらう涼すずやかな風。汪凱はわずかに変わった風景に出くわすたび、「美しいな」と穏おだやかな声で言う。

「隗の民に見せてやりたいほどだ。隗にも森はあるが、ここほど豊かではない。雨など滅めつ多たに降らんから、大地はどこもかしこもひび割れておるわ」

　綸国で生まれ育った伶藍には想像のつかない風景だ。「そんなにも？」と尋ねると、汪凱は表情を曇くもらせる。

「お前は白しろ猫ねこを可愛かわいがっているだろう？　隗では猫など飼う者はおらん。実りなどないに等しい地では日々を生きるのに精いっぱいよ。猫に食わす飯があるのなら我が子にやるわ」

　伶藍は「あ……」と呟つぶやいて固まった。

　いつかの内ない苑えんで、互たがいの身分をあかさないまま出会った夜のことが蘇よみがえる。

　怪我をしている枸杞を助けると言った伶藍に、汪凱は驚いた顔をして「豊かな国は違うのだな」と言ったのだ。

　いったい何が違うのか。あの日よぎった疑問の答えをいま突つきつけられている。

　暗がりに枸杞を横たえようとした汪凱の行動も、ひとつのやさしさだったのかもしれない。

「隗の国はとても大変なんですね。私は何も知りませんでした」

「何、いまは昔ほどではない。俺はずいぶん領土を拡ひろげた。北方にも綸国ほどではないが、気候のよい地がある。荒こう野やで生きるしかなかった民も、領土が拡がれば生きる地を選ぶことができよう。もしや俺が知らないだけで猫を飼っている者もいるやもしれんな」

　言いながら汪凱が木漏れ陽に手を伸のばす。

　武骨な手に降りた光の帯。緑まじりのやさしい陰いん影えいを、汪凱は穏やかな眼差しで眺ながめている。

「あの、もしかして民のために領土を拡げてこられたんですか？」

「何をいまさら。戦が好きで仕し掛かけているとでも思っていたのか？」

　逆に問い返されてしまい、口ごもる。

　きっと伶藍の心を読んだに違いない。汪凱は眉み間けんに皺しわを寄せ、短く息を吐はく。

「兵とて民。誰しも愛する者を持っている。雨あま乞ごいをして雨が降り、豊ほう穣じようの神に祈いのって実りが得られるのなら誰が戦などするものか。俺がもしこの国に生まれていたならば、軍神を肉体に招き入れてまで手に入れたいと思うものなどなかっただろうよ」

　隗は悪あしき大国、汪凱は好戦的な皇こう帝てい──伶藍はてっきりそう思っていた。

　いや、伶藍だけでなく綸国の民も同じように思っているだろう。隗国に攻せめ込まれたとき、怯おびえ竦すくむ声をいくつも聞いている。

　戦は戦だ。民のためなら戦を重ねてもよいとは思わない。

　だけど伶藍の紺こん青じよう色の眸ひとみが北方の地では邪じや眼がんだと信じられていたように、隗国と汪凱の印象も、南方にはまちがったものが届いていたのかもしれない。







　汪凱はよほど森と泉が気に入ったらしく、次の日も「行くぞ」と言ってきたので驚いた。

　今度こそ伶藍は袴はかまをはいて備えていたのに、「似合っておらん。着き替がえてこい」と言われてしまったので、今日も宮きゆう廷てい服だ。なんて勝手な人なんだろうと呆あきれ返ったものの、ひとたび隗王が走りだすと余計なことは考えられず、結局汪凱にしがみつく。

　もうすでに夏なのだと陽射しの鮮あざやかさで知った。どの水すい池ちも溢あふれるほどの木漏れ陽を受け、輝かがやいている。

　伶藍は森の奥まったところにほどよい大きさの水池を見つけた。

「汪凱さま、ここはどうですか？」

　振ふり返ってから、長ちよう裙くんの裾すそを持ちあげて足を入れてみる。

　膝ひざより少し上まで水が来るので、水池にしては深いほうだ。起き伏ふくのある地面と折り重なった倒とう木ぼくがうまく水池を作りあげている。

「よし、そこにしよう」

　汪凱はさっそく側近たちに紗幕を張らせる。陽射しと人の目を遮さえぎると、「お前たちは向こうで適当に過ごしていろ」と側近たちを遠ざけ、上衣を脱ぬぎ始めた。

　本当に水浴びがしたかったんだなと思うと、笑えみがこぼれでる。

　今日は天気がいいからきっと気持ちいいだろう。枝葉の間から覗のぞく空を見上げたあとで汪凱に視線を戻もどす。きゅっと引き締しまった尻しりを見てしまい、慌あわてて紗幕の外に出る。

「どうぞごゆっくり。私はそこの木こ陰かげで待っていますから」

「見知らぬ場所で他国の皇帝をひとりきりにするのは非礼だろう。こっちに来い」

「そういうことでしたら側近の方々を呼んでまいります」

「俺はお前に来いと言っている。つべこべ言うのなら裸はだかで追いかけて引っ捕つかまえるぞ」

　ぎゃあと悲鳴を上げながら逃にげる伶藍と、一糸まとわぬ姿で追いかける汪凱──。

　想像すると噴ふきだしそうになった。緩ゆるんでしまった頰ほおを引き締めてから、仕方なくといった顔つきで紗幕をくぐる。

　汪凱はすでに水池に浸つかっていた。伶藍を振り向き、笑みを広げる。

　目のやり場に困るだろうなと思っていたら、薄うす衣ぎぬをまとっていたのでほっとした。

「伶藍、お前も入れ。心地ここち好よいぞ」

「お断りいたします」

「だったら側へ来い。そんなところに立たれると落ち着かん」

　入るのは無理でも座るくらいならと思い、水池の縁へりで膝をたたむ。

　汪凱は体を捻ひねると、伶藍の膝のすぐ横で頰ほお杖づえをつく。

「近いうちに後宮の水池の水みず換がえをしよう。段取りはお前の婆ばばが決めるのか？　俺が決めてもよいのならすぐにでも運うん搬ぱん用の兵をつかわすぞ」

「えっ、いいのですか？」

　言葉と眼差し、どちらもやさしくて驚おどろいた。

「あの庭にはしばらく兵を立たせていたから水も汚よごれているはずだ。北方の兵は行ぎよう儀ぎが悪いと思われたくない」

「ありがとうございます。あとで[image: ]の者の都合を訊いてまいります」

　月花宮の庭は心の支えになっていたので、水池の水を換えてもらえるのはありがたい。素す直なおに頭を下げると、汪凱はいたずらげに笑って伶藍の長裙に水をかける。

「座ると濡ぬれるだろう。脱げばいい」

「だから脱ぎませんってば」

　少し気安く返しすぎた。はっとして口を噤つぐんだものの、汪凱は「頑がん固こなやつめ」と苦く笑しようしただけだった。

　兵にも名前で呼ばせているくらいだから、伶藍の言葉づかいなんて気にもしていないのだろうか。汪凱は水池の縁を作りあげている倒木に背を預けると、手のひらで水を掬すくい、顔を洗っている。そういえば昨日も何度か砕くだけた物言いをしてしまったのに、一度も不快な表情をされなかったのを思いだす。

　何だろう。この人のことがよく分からない。

　恐おそれが先にあったせいで、まるで見ていなかったということか。

「どうした、憂ゆう鬱うつそうな顔をして」

「あ、何でもございません」

　慌てて微笑ほほえみ、汪凱の胸の傷きず痕あとに水を寄せる。

「癒いえるといいですね」

　痛々しい傷痕だ。汪凱は薄衣の前を寛くつろげているので、どうしても目に飛び込んでくる。

　今日は暗い洞うろのようには見えず、傷痕でしかない。そういえば軍神が黒くろ焦こげの顔で伶藍を脅おどかしてきたのも一度きりだ。

　おぞましい儀ぎ式しきの詳しよう細さいや、邪じや神しんとしか思えない軍神。汪凱を取り巻くものがあれほど怖こわかったのに、今日は怖くなかった。汪凱が誰だれのために軍神の力を欲ほつしたのか、知ってしまったせいかもしれない。

「傷、痛んだりしますか？」

　もう一度やさしく水を寄せる。

「さあ、気にしたことがないな。男なら誰しも刃やいばの痕くらい持っている。どこの国の兵だろうが同じだ」

　兵士が戦いくさで受ける傷とは違ちがうだろうに、汪凱は本当に頓とん着ちやくしていないようだ。また手のひらで水を掬い、顔を洗う。

「儀式に臨のぞむときはどんな気持ちだったんですか？」

　水辺に座っている伶藍のほうが顔の位置は高い。汪凱は伶藍を振り仰あおぐと、「今日はやけに俺のことを訊きくんだな」と苦笑する。

「俺は生身でも強いほうだ。だけどそれ以上に強い力が欲しかった。大陸を統一すればすべて隗のものになる。瘦やせた大地で民たみは生きていけん。それだけだ」

「ひとりきりで儀式に挑いどんだんですか？」

「まさか。失敗すればただの自死。国を守る者が自死などできようはずがない。親族や部族長、武官たちが見守るなかで挑んだわ」

「そんなにも多くのなかで？」

「俺には妻も子もおらん。命を落とすようなことになれば次の君主を定めねばならんだろう。自死だとまちがわれて親族が生きづらくなっても困る」

　どうしてか分からない、なんだか無む性しように悲しくなり、伶藍は睫まつ毛げを伏ふせた。

　なぜ誰も汪凱を止めようとしなかったのだろう。汪凱の強さは愛しても、汪凱自身を愛している人はいなかったのだろうか。たとえば今日のように戦から離はなれて憩いこっている汪凱や、美しい風景を見て表情をやさしくしている汪凱を大切に思う人の姿が見えてこない。

　皆みなが望んでいるのは誰よりも強くて勇ましい、騎き馬ばの国を治める皇帝の汪凱だ。

　汪凱自身もそれを当然だと思っているふしがある。だからこそ、恐ろしい儀式に迷うことなく挑んだのだろう。

　そこまで考えてはっとした。必死になって民の命いのち乞ごいをした伶藍も、汪凱の強さに縋すがろうとしたひとりではないのか──？

　瞠みはった眸を水面に向けていると、ふいに頰に触ふれられた。

　水に浸かっているせいか、今日の汪凱は人らしい体温だ。なぜかむっと顔をしかめて伶藍を見ている。

「この話はもうやめだ。ここに来た意味がない」

「意味？　胸の傷痕を癒いやすために来られたのではないのですか？」

「この傷は俺の誇ほこり、消えずとも構わん。俺は昨日のお前に会いたかっただけだ」

「昨日の、私？」

　何が言いたいのだろう。首を傾かしげていると、いきなり腕うでを引っ張られた。

　悲鳴を上げるまもなく水池に引き込まれてしまい、大きな水みず飛沫しぶきが上がる。

　水音は側近たちの耳にも届いたらしい。急せいた足音とともに紗しや幕まくの向こうから「いかがなさいましたかっ」と声をかけられる。

「構わなくていい。后きさきが足を滑すべらせて水池に落ちただけだ」

　汪凱は彼らを追い返すと、ずぶ濡れになった伶藍を見て、くくっと笑う。

　水池に落ちたのは事実でも足は滑らせていない。汪凱が腕を引っ張ったから落ちたのだ。

「どうして私はこのような目に遭あわなければいけないのですかっ」

　さっきまで胸にあった悲しい気持ちは飛沫とともにどこかへ行った。額からいくつも垂れてくる雫しずくを拭ぬぐいながら、立て膝の汪凱を睨にらむ。

「にこりともしない顔でいるからだ。こっちまで暗くなる」

「私は真しん剣けんに汪凱さまのお話を聞いていたのです。笑いながら聞けるようなお話ではなかったでしょう」

「おもしろくもないことを訊くお前が悪い」

　この人は本当に十も年上なのだろうか。顔をしかめて水すい池ちに座り込んでいると、いまさらながら汪凱の手が伸のびてきて、伶藍の顔に張りついた髪かみの毛をかき分ける。結構ですという意味で払はらいのけるも、汪凱はやめようとしない。

　髪の一筋一筋を丁てい寧ねいに整える手つきを感じているうちに、腹立ちがじょじょに小さくなっていく。だからといってすんなりとは消えてくれないし、消えたとしてもいまさらにこにことは笑えない。

　水に広がる長ちよう裙くんの裾すそをしかめっ面つらで見つめていると、ふいに目め尻じりに唇くちびるを押し当てられた。

　むっとして見上げる。

「もうこの程度では怯おびえたり騒さわいだりはしないんだな」

「慣れました。あなたにはもっとひどいことをされていますので」

　うそだ。半分は強がり、残りの半分は驚きそこねただけだ。

　汪凱は「そうか」と応こたえると、なぜかまんざらでもなさそうな顔つきで笑う。

「俺は昨日、お前が笑うのを初めて見た。后らしくつんと澄すましているより笑っているほうがいいぞ。ずいぶん可愛かわいらしくて驚いた」

「何をまた。汪凱さまだって笑っておいででしたよ」

「そうだろう。お前とこの森を歩くのは楽しかった」

　照れもなく認めた顔を瞬またたきながら見つめる。

　──俺は昨日のお前に会いたかっただけだ。

　遠まわしだった言葉の意味を、やりとりのなかで教えられたような気がする。

　后でもなければ、光明の神の生まれ変わりでもない。何でもない自分が誰かの興味を引くとは思ってもみなかった。

　こんなときはどんな顔をすればいいのだろう。次し第だいに速くなっていく胸の音から逃げたくて、くるりと背を向ける。そのまま水池を出るつもりだったのだが、後ろから伸びてきた腕に捕つかまった。立て膝ひざの間に引き寄せられてしまい、背中に汪凱の逞たくましい胸が触れる。

「逃にげるな。男の口説きは最後まで聞くものだ」

「く、口説きって……」

　混乱するようなことばかり言わないでほしい。それは嫁よめ入いり前の娘むすめにするものだ。

　早はや鐘がねのような胸の音を持て余していると、首筋に唇を埋うずめられた。今度は「ひゃっ」と声が出る。

「慣れたんじゃなかったのか？」

　いまさらうそとは言えず、だけどうまい返しも思いつかない。

　汪凱は伶藍の首筋から耳みみ朶たぶへと唇を這はわせながら、胸に張りついた髪に指を絡からませる。

「お前の髪は濡れていてもきれいだな」

「ご冗じよう談だんを。年寄りのような髪だと言われたことがございます」

　少しでも距きよ離りをとりたくて口にする。

　逆効果だったと知ったのは、顎あごを摑つかまれてからだ。

「年寄りだと？　誰に」

　無理に顔を捻ねじ曲げられ、機き嫌げんをそこねたらしい汪凱と対面してしまう。

「さては汪羽だな。あいつが俺のいないところで言ったんだろう」

「まさか。汪羽どのはそのようなこと、私には言いません」

「ならば誰が言った」

　汪凱は本気でこの髪を美しいと思っているらしい。険しい表情からそれを知り、頰ほおにあまやかなさざ波が立っていく。もし正直に夫だった男の名前を告げたらどうなるのだろう。想像するとなんだか怖くなり、唾つばを飲む。

　きっと汪凱は、伶藍の脳のう裏りによぎった男の顔が見えたのだ。

「なるほど、あいつか。国ひとつ守れぬくせに腹立たしいやつめ。お前の眸ひとみのことはなんと言った」

「な、何も……」

　咄とつ嗟さにうそをついたのは思いだしたくなかったからだ。だけど頭は正直で、忘れたくても忘れられない言葉を男の声で蘇よみがえらせる。

　──毒々しい蒼あおい眸。これで未来が視みえるなど立派な化け物だろうが。

　ぐっと唇を嚙かみ、首を横に振る。

　振り払いたい、なのに振り払えない。涙なみだまで滲にじんでしまい、いっそう強く唇を嚙む。

「忘れてしまえ」

　汪凱が顔を歪ゆがめ、吐はき捨てる。

　記き憶おくのなかの秀峰も、秀峰の言葉を受けたときの悲しみも、まとめて引っ摑んで捨てるような言い方だった。汪凱の声、表情、言葉が胸に刺ささり、刺さったところからじんとあたたかなものが広がっていく。

「伶藍。俺はな、昨日のお前を知ってから後こう悔かいしている」

　いまだ汪凱の腕のなかだ。細いため息が伶藍の唇を撫なでる。

「お前はいままで心に鎧よろいをまとって生きてきたのではないのか？　后然としたお前と昨日のお前はまるで違ちがうではないか」

　そうかもしれない。

　昨日は森の懐なつかしい風景と汪凱の屈くつ託たくのない様子に心をほぐされてしまったから。

「もし昨日のお前を先に知っていれば、俺はもっとやさしくお前を抱だいていた。無む垢くだと知って滾たぎったのは認めるが、いくら何でもあれはなかろうと。どうも俺のやり方がお前を遠ざけた気がしてならん」

　触れようと思えば届いてしまうだろう、すぐそこにある唇が伶藍の思ってもいなかったことを紡つむぐ。汪凱は笑えみひとつ刻んでいない。伶藍を覗のぞき込む形で伏せられた睫毛はどことなく寂さびしげだ。

「汪凱さま……」

　ほだされかけたところではっとした。

　乱暴に挑いどむのもやさしく触れるのもまぐわうことに変わりない。なぜ手を出さないという選せん択たく肢しがないのか。

　本当に勝手な人だ。噴ふきだしそうになったのを咳せき払ばらいでごまかしてから、汪凱に向き直る。

「あのですね、攻せめ落とした国の后に手を出すこと自体、おかしなことだと思います」

「お前は特別だ。三十九の国の女にはいっさい手を出しておらん」

「私は男です」

「ならば男も数に入れてやろう。男には目を奪うばわれるどころか、刀とう槍そうを振るうことしかしておらん。ましてや下帯を奪って組み敷しこうなど微み塵じんも思ったことはないわ」

　言いつつも想像したのかもしれない。汪凱が心底嫌いやそうに鼻筋を歪めたので、こらえきれずにくすっと笑ってしまった。

　一度心がほぐれてしまうとどうにもだめで、小さく肩かたまで揺ゆらしてしまう。

「そら、見ろ。お前は笑うと可愛らしい」

「褒ほめてもだめです。私はまだ怒おこっているので」

「頑がん固こな上に執しゆう念ねん深いと来たか。無理やりに純潔を奪ったつけは大きいな」

　汪凱も同じように笑い、伶藍の後ろ髪に手を入れる。

「傷を出せ。この水は少しの怪け我がなら治してしまうんだろう？」

「傷？」

　そんなものがあっただろうか。首を捻ひねったあとで隗の兵士に槍で突つかれたのを思いだし、襦じゆの袖そでをたくし上げる。

「これのことですか？」

　いつの間にか癒いえてしまったのですっかり忘れていた。もちろん布も巻いていないし、痛みもない。ただうっすらと亀き裂れつのような痕あとがあるだけだ。

　だけど汪凱の言う傷とはまさにこれのことだったらしい。やんわりと伶藍の腕を摑むと、もう一方の手で水を掬すくい、真ま面じ目めな顔で水を滴したたらせてくる。

「許せよ。戦いくさのあとの兵は猛たけっておる。あのときの兵たちは俺も含ふくめ、お前を邪じや眼がん持ちだと信じ、警けい戒かいしていた」

「もしかして汪凱さま、私の腕うでに布を巻いてくださったことがありますか？」

　無理やりに睦むつみごとを挑まれた次の日、この腕には凜明のものとは違う手つきで結ばれた布があったのだ。

「気づいていたのか。俺がほどいたから新しいものを結んでやったまでだ」

　ぞんざいな口調で答えるわりには、水をかける手つきはやさしい。

　じんと頰が熱くなり、どうしていいのか分からなくなった。汪凱が傷痕しか見ていなくて本当によかったと思う。もしちらりと顔を上げられていたなら、赤く染まった顔を見られるのが恥はずかしくて、腕を振り払はらっていたかもしれない。

「この水は本当に癒いやしの力を持っているのではないのか？　俺は昨日泉の水に手を触ふれたとき、体の奥が潤うるおっていくのを感じた。お前も感じるか？」

「あ……私は後宮に入るまでずっとこの集落で暮らしていたのでよく分かりません。泉の水は身近なものでしたから。だけど汪凱さまが心地ここち好よいと思うのなら、肌はだに合っているのかもしれませんね」

　泉の水の効果を信じる汪凱と、伶藍の傷痕を癒そうとする汪凱。どちらも想像していなかった汪凱で戸と惑まどった。

　──汪凱だけはぜったいに綸国から排はい除じよしなければ。

　心に刻みつけたあの思いがすうっと遠のいていく。軍神の恐おそろしい姿を思い浮うかべて冷静になろうにも、今日の汪凱は黒こく煙えんすら漂ただよわせていない。

　邪じや神しんを取り込んでいる人ではなく、他国の皇こう帝ていでもなく、十年上の男の人──。

　そんなふうに思うと、再び胸を叩たたく音がせわしなくなってきた。うっかりすると口から心臓が飛びでてしまうかもしれない。なんとかして落ち着こうとこっそり何度も唾を飲む。

　ふと汪凱が顔を上げた。

　伶藍と目が合うと、含み笑いをしてみせる。

　うろたえているのが伝わったのだろうか。たまらず目を逸そらしてしまったとき、腕の傷痕に唇くちびるを押し当てられた。　>>>♥

　びっくりしたせいで「ひゃっ」と声が出る。

「く、唇には癒しの効果はないのでは？」

「分からんぞ。獣けものは怪我を負ったとき、しきりに傷を舐なめるだろうが」

　ああ、確かにと納なつ得とくしていると、本当にぺろりと舐められた。

　反射的に腕を引く。汪凱は放さない。だけど腕を摑む力がなかったとしても逃げるまではしなかったかもしれない。傷痕を癒そうとする唇はとてもやさしい。

　火ほ照てりのやまない頰を感じながら、下向きになった汪凱の睫まつ毛げを見つめる。

　また、目が合った。

　汪凱は伶藍から視線を外さないまま、傷痕から上衣の肩かた口ぐちへと唇を這わせていく。

「あ、あの──」

　どぎまぎしていると、下顎に口づけられた。

　こんなに近いのは困る。肩を押そうか迷っているうちに唇と唇が重なってしまう。

「……ん」

　やさしく食はみつかれ、頰の産うぶ毛げがざわつく。悪お寒かんとはまた違うざわめきだ。縮こまっている舌を吸われてしまい、喘あえぐような吐と息いきが洩もれる。

（どうしよう……あまり嫌じゃない）

　口づけだけでない。汪凱の手に体の稜りよう線せんを辿たどられても、嫌という思いが湧わいてこない。さまよう手のひらに気づかないふりで、終わらない口づけを受け止める。

　だけど水面を滑すべっていく帯に気がつき、さすがに我に返った。

　いつの間に解かれてしまったのだろう。帯がなければ長ちよう裙くんは簡単に脱ぬげてしまうし、上衣も襦もはだけてしまう。

　慌あわてて汪凱の胸を押し、はだけかけの前を合わせる。

「唇に傷はありませんから」

「そうか。お前はよく唇を嚙む仕草をするから、痛んでいるかと思ったが」

　余よ裕ゆうめいた表情でさらりと返されてしまい、また頰が熱くなる。

　水面を流れていた帯は、倒とう木ぼくに絡からんで止まったようだ。汪凱に一礼してから立ちあがる。

　口づけのことなんて気にもしておりません──そんな素そ振ぶりで水のなかを歩くつもりが、うまく繕つくろえない。濡ぬれた長裙が重くて歩きづらかったせいもある。何度も転びそうになりながらやっとの思いで帯を引っ摑つかむ。

　ほっと息をついたまさにそのとき、紗しや幕まくの向こうから「いかがされましたか」と声をかけられ、ぎょっとした。

　転びそうになって立てた水音を不ふ審しんなものと勘かん違ちがいされてしまったらしい。

　何でもございませんと答えるのは簡単だが、果たして伶藍が答えて通用するものなのか。

　仕方なく汪凱を振り返る。

　笑いを嚙かみ殺したような顔をしていたので、平然を気取ろうとしていた伶藍のことなんてとっくに見通していたのだろう。恥ずかしくなってすぐに汪凱から目を逸らす。

「案ずるな。水すい池ちのなかを歩いただけだ。俺のことは気にしなくていい。しばらく離はなれていろ」

「はっ」

　踵きびすを返す複数の影かげが紗幕に映る。あらためてほっとしようにもそうはいかない。汪凱が足で水を蹴けるようにして伶藍に近づいてくる。

　結局帯を結び直すことはかなわず、辿り着いた汪凱に後ろから抱だきしめられた。

「なぜ逃にげるばかりする。しまいまで口説かせろ」

「く、口説かれるような立場ではございません」

　たったこれだけのやりとりの間に長裙の脇わき紐ひもも解かれてしまったらしい。水面にぱしゃんと落ちてしまった長裙を見て愕がく然ぜんとする。

　伶藍がうっかりしすぎなのか、汪凱が手て練だれすぎるのか。

　もはや澄すましてはいられず、「汪凱さまっ」と尖とがった声を放つ。

「大きな声を出すな。また奴やつらが来るぞ」

「…………！」

　側近たちに紗幕をめくられてしまうと困るのは伶藍だ。上衣も襦も濡れているので、平たい胸が透すけてしまっている。

「意地が悪い。汪凱さまの性しよう根ねは曲がっておりますね」

「男心の分からんやつだな。俺はお前と二人きりで話がしたいだけだ」

　長裙まで下げておいて、話だけで終わるとはとても思えない。

　せめてもの抵てい抗こうのつもりで腰こしにまわっている汪凱の手をぎゅっとつねる。押し殺したような笑い声が首筋に触れた。

「お前の傷は槍で突かれたところだけか？　俺が手て荒あらに触れたから他ほかにも痛むところがあるだろう」

「何のことですか？」

　生き真ま面じ目めに問い返すと、尻しりの膨ふくらみを撫なでられた。

　汪凱の言わんとすることを察して、湯気が出そうなほど頰ほおが真っ赤に染まる。

　確かに尻の狭はざ間まに大きすぎるものを捻ねじ込まれた覚えはあるけれど、十分にほぐされていたので怪け我がを負うような事態にはなっていない。

「き、気にしていただかなくて結構です。私はもう忘れようと思っていますから」

「初めての夜を忘れられるのか。寂さびしいことを」

　口調はしおらしくても、行いは無ぶ遠えん慮りよだ。尻の割れ目に手を入れられてしまい、ぎゃっと叫さけびかけたのをすんでのところで飲み込む。だけど前のめりになるのは避さけられず、傾かたむいた体を目の前の倒木にしがみつくことでなんとか安定させる。

　おかげで転びはしなかったものの、汪凱に尻を突つきだすような格好をとってしまった。

　こんな格好はぜったいにいけない。すぐに体を捻ひねろうとしたけれど、汪凱が尻の奥に手をくぐらせるほうが早かった。下帯越ごしに会え陰いんを撫でられ、かっとまぶたが熱くなる。

　また側近たちが来るかもしれないと思うと大きな声は出せないし、水音も立てられない。

「ど、どうしてあなたはこんなことばっかり……っ」

「二度と手荒にはせん。俺が負わせた傷を癒してやりたいだけだ」

「ですからっ……傷はないのです」

　伶藍が控ひかえめに抗あらがうことしかできないのをいいことに、汪凱の手は次し第だいに大だい胆たんになっていく。

　ついには下帯を解かれてしまい、顔から火を噴ふいた。

「いいから見せてみろ。少しくらい痛むのではないのか？」

「こんなところで見せられるわけがないじゃないですか」

「二人きりだ。閨ねやとたいして変わらん」

「まるで違ちがいますっ」

　いったいどういうふうに言えばこの人に話が通じるのだろう。思いきり抗うこともできないまま、襦じゆの裾すそをめくられる。

「っあ」

　さっそく屈かがんだらしい。小さく波が打ち寄せる。

　まさか太陽の下で剝むきだしの尻を見られてしまうとは──。

　ぐっと尻肉に力を入れて拒こばんでみるも、まったく無む駄だだった。汪凱はふたつの手を使ってあっさり伶藍の双そう丘きゆうを押し開く。

「ひゃ、あ、あ」

「そら見ろ。少し腫はれて赤くなっているぞ。奥のほうも……ああ、赤いな」

　奥まで分かるほどに見ないでほしい。押し開く手の位置を変えられるたび、顔がかっかっと火照っていく。後こう孔こうよりもまちがいなくこの頰のほうが赤いはずだ。少しでも羞しゆう恥ちを押しやりたくて、苔こけむした倒木に額を擦こすりつける。

「も、もう、よろしいでしょう。本当に傷はないのです。下帯を返してください」

　上擦る声でなんとか言ったとき、窄すぼまりを舐められた。

「ひぃ」

「沁しみたか？」

　びっくりしただけで痛くはない。正直に「いえ」と首を振ると、なぜか笑われた。

「后きさきでないお前は本当に可愛かわいらしいな」

　笑う吐息を襞ひだで感じたあと、また舌をあてがわれる。

「っ、ん……」

　強ごう引いんに下帯を奪うばったわりには、本当に癒いやそうとするような舌づかいだ。

　汪凱はひくつく孔あなにやさしく舌を這はわせては、ちゅっと音を立てて吸いあげる。伶藍よりも先に雄おすの証あかしがほだされてしまい、だめだと思うのにゆるゆると持ちあがっていく。

「ぁあ……は……」

　最初の夜は発情の印を揶や揄ゆしてきたくせに、今日はそれもない。まわり込んだ手が伶藍の証をあやすように撫でさする。前からも後ろからもぐちゅんと音がして泣きたくなった。

　その間も後孔を癒す舌の動きは止まらず、愛あい撫ぶに蕩とろけた襞がじょじょにめくれていく。

「主あるじは強情なのにここは正直だ。たった一度抱だいただけの俺が恋こいしいのか」

　──やっぱり揶揄された。

　思いきり顔をしかめたとき、後孔に舌先を入れられた。

「ひゃっ」と啼ないて背をしならせる。すっかりほころんでしまっているのでうまく汪凱の舌を吐はきだせない。気がついたときには根元まで咥くわえ込み、ぐうと締しめつけていた。

「ふぅ……ん、う……う」

　肉厚な舌の弾だん力りよくを感じるたび、雄の証が蜜みつを噴きこぼし、水面に小さな環わを描えがく。

　もう声を殺すのが難しい。喘ぎながら倒木に爪つめを立てていると、汪凱が立ちあがった。

　今度は濡れた上衣の背中を唇くちびるで辿たどられる。

　昂たかぶりすぎた体はどんな愛撫にも応こたえようとしていて、びくびくと太ふと腿ももが震ふるえてしまう。また水面に露つゆがこぼれる。

　どうしたらいいのだろう。芽生えた欲をいなせないじれったさが、泣き言を口にさせる。

「も、もうぜったいにっ……ぜったいに汪凱さまと二人っきりにはなりません」

「そう怒おこるな。口説くことくらいさせろ」

「こんな、口説きじゃないです……っあ、婆ばばさまに見つかったら叱しかられてしまう……ぅ」

「そのときは俺が詫わびを入れる。伶藍があまりにも可愛くて手を出してしまったと」

　どこまで本気で言っているのだろう。せめて睨にらむくらいはしてやろうと振り仰あおぐ。

　頃ころ合あい悪く雄の根を握にぎられた。甘くこぼれた喘あえぎごと、汪凱の唇がさらっていく。

「参ったな、欲しくなった」

　そんなことを白状されても応じようがない。口が裂さけても「差し上げます」とは言えないし、だからといって「やめてくださいっ」と語気を強めて拒むのはたぶんうそになる。

「……うぅ、う」

「う、じゃ分からん。抱いてもよいか？」

　こめかみに触ふれる熱っぽい囁ささやき。一いつ瞬しゆん迷ったあとで唇をきゅっと引き結ぶ。

　答えないということに言えない答えを忍しのばせたつもりだ。「なあ、伶藍」とこめかみに口づけられても、勇気を出してだんまりを決め込む。

　汪凱は十も年上なのだからきっと察したのだろう。笑いまじりの吐と息いきが耳みみ朶たぶをかすめる。

　もう恥はずかしくて横顔を見られるのにも耐たえられない。倒とう木ぼくの上で腕うでを交差させ、そこに額を押しつける。

「伶藍──」

　いままでに聞いたことのない、甘くかすれた声で名前を呼ばれた。　>>>♥

　尻の狭間に熱く滾たぎったものが触れる。後孔はすでに汪凱を求めている。探さぐるように押しつけられただけで楔くさびの先を吞のみ込んだ。

「あっ、は……ぁ」

　二度と手荒にはしない。──その言葉は本当だった。

　ゆっくりと時間をかけて隘あい路ろを拡ひろげられ、楔の熱さに柔やわ肉にくが潤うるむ。奥まで辿り着いてもなかなか腰の動きは速まらず、じれったい抜ぬき挿さしが伶藍の強情を溶とかしていく。

　汪凱はいま、どんな表情をしているのだろう。

　もし切なげな表情をしていたら、最初の夜の強引な触れ合いも、執しつ政せいの間でされた恥ずかしい仕置きも、すべて許してしまうかもしれない。

「伶藍」

　名を呼ぶ声こわ音ねの深さに、表情を見た気がしてしまう。

　もう腕の間に顔を埋うずめておくのが難しい。奥を突かれるたび、「あっ……あっ」と弓なりになって喘ぐ。まぶたの裏では溢あふれるほどの陽ひ射ざしが金色の綾あやを作っていた。







　　　　５




　今日の月花宮の庭は、多くの隗の兵士と馬とでごった返している。

　泉から帰って数日後、汪凱が本当に庭の水すい池ちの水みず換がえを実行してくれたのだ。

　さすが兵士とあって、集落から泉の水を運うん搬ぱんするのも甕かめの水を水池に空けていくのも、とにかく速い。呆あつ気けにとられているうちに終わってしまい、愕がく然ぜんとする。

「后よ。我らの兵に労ねぎらいの言葉をいただけるか？」

　指揮をとっていた汪凱に振ふり向かれ、どきっとした。

　汪凱は周りに兵士や伶藍の侍じ従じゆうがいるときはそれなりに言葉づかいをあらためる。

　だけど眼まな差ざしの奥には伶藍しか知らない汪凱がいるような気がして、目を合わせるのが恥ずかしい。伶藍はかすかに染まった頰ほおを汪凱に一礼することで隠かくし、兵士たちの前に立つ。

「本来ならば水池の水換えは私どもがしなければならないこと。尽じん力りよくいただき、心より感謝いたします」

　伶藍が頭を下げると、兵士たちも低頭する。そのあとは汪凱が言葉を継ついだので、伶藍は露ろ台だいに下がった。今日は国境に行くと聞いている。汪凱が隊の割り振りをすると、兵たちは馬を連れてすみやかに庭をあとにする。

「少しは機き嫌げんを直したか？」

　兵士たちがまばらになった庭で汪凱に囁かれ、今度は隠せないほど頰が赤くなる。

「今日の私は怒っているわけではございません……」

「ならばなぜ俺の目を見ない。俺の口説きはまったく通じておらんということか」

　どうして困るようなことばかり言うのだろう。染まった頰を持て余していると、汪羽がこちらに歩んでくるのが見えた。汪凱はそれに気づくと、「どうした」と訊ききながら汪羽のほうへ行く。

　あっさり去られてしまい、ほっとしたような寂さびしいような、おかしな気持ちになった。

　回かい廊ろうに向かう二人の後ろ姿をなんとなく見つめていると、汪凱ではなく汪羽に振り向かれ、慌あわてて視線を逸そらす。

　赤い顔でまごまごしているおかしな后きさきと思われてしまったのかもしれない。しばらく庭を眺ながめてから回廊に目を向ける。二人はもう王宮に入ったようで、どこにも姿はなかった。

　いったいこの気持ちは何なのだろう。

（水池で交合なんてしてしまったからばちが当たったのかも……）

　思い当たるふしといえばそれしかない。火ほ照てる頰を両手で挟はさみ、水池の前で膝ひざを折る。

　ここしばらく綸国の周辺三国が不ふ審しんな動きをしているようで、汪凱は国境付近に砦とりでを築くと決めた。だから最近は国境にいるか王宮にいるかのどちらかで、月花宮で顔を合わせることは滅めつ多たにない。伶藍のほうも王宮づとめの者たちを呼び戻もどすべく動いたり、家をなくした民たみのために避ひ難なん所じよを作ったりと、何かと忙いそがしい日々を送っているのだが──。

　気がつくといつも汪凱のことを考えている。

　仕草や言葉、触れられたときの手のひらの温度。思いだすのはすべて森の水池で過ごしたときの汪凱だ。眠ねむるときはあの日の記き憶おくを初めから巻き戻しているなんて、ぜったいに誰だれにも知られたくない。

（勝手だし、強ごう引いんだし、体のなかにおかしなものを棲すまわせている人なのに）

　いまでもこうやって汪凱のことを考えているのだから、本当におかしい。

　ふうとため息をついたとき、沓くつの近くに小石が転がってきた。

　何の気なしに辺りを見まわし、目を丸くする。庭木の陰かげからちょこんと凜明が顔を覗のぞかせている。

「凜明！」

「伶藍さま、ただいま戻りました」

　すぐに駆かけ寄り、ぎゅっと抱だきしめる。

　だけど懐なつかしさに浸ひたっている場合ではないらしい。微笑ほほえみを交かわすのもそこそこに、凜明が神しん妙みような顔つきで庭を見まわす。

「隗の皇こう帝てい陛下は月花宮におられますか？」

「いいえ。先ほど回廊を歩いて王宮のほうへ行かれました」

　伶藍が答えると、凜明はほっと息をついて表情をやわらげる。

「よかった。実は婆さまが外がい苑えんにいらしているのです」

「婆さまが？」

「はい。ぼくでは預かれないものを伶藍さまにお渡わたししたいそうです。陽ひ除よけの薄うす布ぬのを枝に結んだ樹がありますから、それを目印に婆さまのお輿こしを探してください」

　いったい何だろう。今日はばたばたしているので月花宮を抜けだすのは容易たやすい。

　伶藍は「分かりました」とうなずくと、すぐに外苑へ向かった。







　外苑にはいまだかりそめの廏うまやがあるので、多くの廏係が働いている。

　馬の様子を見にきた素そ振ぶりで、労いの言葉をかけながら歩きまわる。風にはためく薄布を探し当てるのにそう時間はかからなかった。

　辺りを気にしながら枝に近づき、つま先立ちになって薄布を外す。

　凜明が言ったとおり、茂しげみには玉來の輿がひそんでいた。伶藍が輿の前で膝をつくと、輿こし添ぞえが御み簾すを上げる。

「伶藍よ。汪凱には見つからなかっただろうな」

「はい。ちょうどあの方が宮を出られたときだったので」

　玉來はうなずき、伶藍を輿に招き入れる。

　御簾を下ろされてしまうと陽射しはほとんど届かない。暗く狭せまい輿のなかで、玉來と膝を突つき合わす。

「婆ばばさまがわざわざ来てくださるなんて……もしかして何か分かったのですか？」

「うむ。凜明には少々荷が重いゆえ、婆が来た」

　玉來は傍かたわらに置いていた布包みを解くと、伶藍に細長い箱を差しだす。

「まずはこれを渡しておく。隗の兵どもに見つかったらおおごとじゃ。誰にも見つからぬ場所に隠しておけよ」

　首くび飾かざりをしまうのによさそうな箱である。

　開けてみると、本当に首飾りが納まっていたので驚おどろいた。美しい翡ひ翠すいの首飾りだったが、いまここで渡される意味が分からない。

「婆さま？」

「二重底になっておる。肝かん心じんなのは首飾りの下にひそめてあるものよ」

　言われてみれば、首飾りを一本納めるにしては妙に厚みのある箱だ。

　かたかたといじっていると、底だと思っていたものが外れ、二段目が現れた。なんだか分からない、厳重に布を巻きつけたものが納まっている。

「これは？」

　訊きながら布を解いていると、硬かたいものがごろんと転がりでた。

　目にした途と端たん、ひっ、と息を吞む。錆さびのように黒い血をこびりつかせた短たん剣けんが伶藍の膝の上に載のっている。

「も、もしかしてこれは……」

「驚いたか。汪凱が軍神壬迂を憑ひよう依いさせるときに使った短剣よ」

　玉來は短剣を手に取ると、御簾から射し込むわずかな光に翳かざす。

「しかし、汪凱さまは短剣はもうこの世にないと──」

「汪凱は欺あざむかれておるんじゃ。あやつは処分したつもりだろうが、すり替かえたやつがいる」

「まさか」

　目を瞠みはる伶藍に、玉來はぐっと顔を近づけて囁ささやく。

「よく考えてみろ。軍神を宿せばほぼ無敵。汪凱に国を拡ひろげるだけ拡げさせ、あやつを殺してしまえば大国が手に入る。汪凱にとっては命取りの短剣でも、汪凱の失しつ脚きやくを狙ねらう者からしてみればお宝であろう。みすみす処分などさせるものか」

「そ、そんな……」

　汪凱は多くの者が見守るなかで儀ぎ式しきに挑いどんだと言っていた。

　なぜ誰も止めなかったのだろうと悲しく思っていたけれど、汪凱を利用しようと企たくらんでいる者たちが交じっていたのなら合が点てんがいく。汪凱が儀式に成功すればそれでよし、失敗すれば新しい皇帝を立てるだけのことだったのかもしれない。

「愚おろかよのう。汪凱はただの馬車馬じゃ。知ち恵えのあるやつにうまい具合に走らされておる」

「やめてくださいっ。あの方は民のために命をかけて国を拡げてこられたのです」

　思わず言うと、玉來の表情がさっと変わった。

　ぎろりと目を剝むき、伶藍の肩かた口ぐちを摑つかむ。

「お前、なぜ汪凱を庇かばうようなことを言う。もしやあやつと契ちぎったのではあるまいな」

「わ、私は汪凱さまから聞いたことをお伝えしたまで。男の体で他国の皇帝と契るなど──」

　首を横に振ふったが、玉來は騙だませなかった。

「はしたない真似まねをするでない！」

　叱しつ咤たされたのと同時に頰ほおを叩たたかれる。

　じんと染しみ入る痛さに、心まで殴なぐりつけられた気がした。

「なるほど、そういうことか。得心がいったわ」

　玉來は歯は軋ぎしりすると、震ふるえる息を吐はく。

「この短剣をわしのもとへ届けに来た男どもがいる。北方の道士の集まりだと言っておったが、おおかた汪凱の失脚を狙う者たちであろう。そやつらは綸国の后なら軍神を葬ほうむれると言っておった。さては汪凱のやつ、お前に執しゆう心しんしておるな？」

　伶藍が何も答えないのを玉來は肯こう定ていと受けとったようだ。「まったく」と唸うなるように呟つぶやいてから、伶藍を見み据すえる。

「よく聞け。秀峰のもとへ嫁とつがせたのは婆の過あやまちじゃ。お前に酷こくな運命を背負わせてしまったと悔くいておる。しかしな、汪凱もだめじゃ。あやつは綸国を火の海にする。軍神を憑依させた男など人ではなかろうが」

　そうだろうと思う。赤く光る目や焼きごてのように熱い体を恐おそろしいと思ったから、玉來に救いを求めたのだ。

　だけどいまは汪凱が人から遠ざかっている証あかしが悲しい。

　いつの間にか涙なみだがぽたぽたとこぼれ、長ちよう裙くんの膝ひざを濡ぬらしていた。

「伶藍。閨ねやで汪凱の背に短剣を突き刺させ」

　はっきり告げられてしまい、嗚お咽えつが洩もれる。

「わしはお前ならできると思うておる。お前は光明の神の生まれ変わり。綸国を守るためにこの世に降りてきたのじゃ」

「やめてください。私は婆さまの子、伶藍です」

「いや、生まれ変わりじゃ。婆は確信しておる」

　玉來は昔から伶藍を本気で光明の神の生まれ変わりだと信じているふしがある。だけど言いきる声こわ音ねがいつも以上に強い。恐る恐る顔を上げると、玉來に頰を撫なでられた。

「伶藍。お前はな、ある朝突とつ然ぜん、赤子の姿で泉のほとりに現れたんじゃ」

「え……？」

　こんなときに何を言いだすのか。

　目を瞠ることしかできない伶藍を、玉來は撫で続ける。

「婆が泉に水を汲くみにいったときのことよ。急に辺りに光が射して、何も見えんようになった。ようやく光が収まったとき、泉のほとりに転がっておったのが赤子のお前よ。銀ぎん髪ぱつに青い眸ひとみをした子など見たことがない。これは光明の神の生まれ変わりに違ちがいないと、一族の皆みなで育てることにしたんじゃ」

「……そ、そんな……」

　ただでさえ混乱しているのに、これ以上混乱させないでほしい。認めたくなくて首を横に振る。何度も首を振る。だけど玉來は神しん妙みような表情を崩くずさない。

「[image: ]にお前の親はおらん。だから何度訊きかれても答えようがなかった」

　再び溢あふれた涙のせいで玉來の顔が滲にじんでいく。

　うそですよね？　と訊きたいのに訊けない。「まことじゃ」と答えられたらきっと声を上げて泣いてしまう。

「伶藍。お前は王宮づとめの者たちを呼び戻もどそうとしているな？　婆が[image: ]の者をつかわせる。王宮も後宮も[image: ]の者で固めておけ。汪凱を刺したらすぐに皆に助けを求め、集落へ戻ってこい。身を隠かくす場所ならすでに用意してある」

　玉來は枯かれ枝のような手で伶藍の涙を拭ぬぐう。

「綸国にはお前が必要なのじゃ」

　──また、とらわれてしまう。

　玉來の最後の言葉は檻おりとなり、伶藍を閉じ込めた。







　あまり長い時間、姿を消すことはできない。

　伶藍は震える手で短剣を包み直すと、元どおり二重底の箱にしまった。さらに陽ひ除よけの薄うす布ぬので箱を厳重にくるみ、それを両手に抱だいて輿こしを出る。

「伶藍──」

　茂しげみに一歩踏ふみだした伶藍の背中に玉來の声がかかる。

　いつもなら足を止めて振り向いていただろうが、今日は無理だった。玉來が次の言葉を紡つむぐ前に駆かけだし、月花宮を目指す。

　それからどう宮に戻ったかあまり覚えていない。

　廊ろう下かで出くわした侍じ従じゆうにぎょっとした顔をされてしまったので、きっと泣き濡れた頰のままだったのだろう。体調が悪いから横になる旨むねを伝え、寝しん所じよに飛び込む。扉とびらを閉めたあとは寝台に突っ伏ぷして泣いた。

　たくさんのことを一度に聞いてしまったせいで心が追いつかず、拭っても拭っても涙が溢れてくる。心配した凜明が寝所にやってきたが、これ以上巻き込むわけにはいかない。「婆さまは私にお守りをくださっただけですよ」とうそをつき、翡翠の首飾りのほうを見せる。

　夕ゆう餉げもとらずに泣いて、ようやく心が静まってきた。

　静まったというより、泣きすぎたせいで心が空っぽになってしまったのかもしれない。枸杞はとっくに夢のなかで、枕まくら元もとで丸くなっている。あの箱は散々迷ったあげく、髪かみ飾かざりや耳飾りをしまっている抽斗ひきだしの奥に突っ込んだ。

　──汪凱さま、どうぞ覚えておいてください。もし儀式に使った短剣が残っておりましたら、私は迷うことなくあなたの背を刺し貫つらぬきます。

　汪凱を見据え、吐き捨てたあの言葉。いまはもう、汪凱の背中に刃やいばを向けることなんて想像すらしたくない。たとえ汪凱が無防備に眠ねむっていたとしても無理だ。それでも綸国のためだと言い聞かせ、自分はあの短たん剣けんを握にぎるのだろうか。

　心を覆おおう靄もやを晴らしたくて、伶藍は角灯を持って庭に出た。

　夜は終わりつつあるらしい。空は白みかけの藍あい色で、星々が最後の力を振り絞しぼるようにして瞬またたいている。

　伶藍は水すい池ちのほとりに角灯を置くと、敷しきつめられた色石の前で膝をたたんだ。

　玉來が信じるとおり、本当に伶藍が光明の神の生まれ変わりなら、これから何が起こるか視みえるだろう。綸に攻せめ入ろうとする隗の騎き馬ば兵を視たときも、この水に触ふれていたのだ。

「光明の神よ。どうか私に未来を視る眸をお与あたえください」

　息を整えてから水池に手を浸ひたす。

　だけど待てども待てども何も視えてこない。

　やっぱり……と思う気持ちと、焦しよう燥そうとがまじり合う。

「お願いします。私に、どうか私に未来をお教えください」

　揺ゆらぐ水面に、泣きだしそうな顔の伶藍が映り込む。

　──そら、見ろ。お前は笑うと可愛かわいらしい。

　ふいに汪凱の屈くつ託たくのない声が蘇よみがえり、胸がつまった。

　どうしてあの人といると、笑ったり怒おこったり赤くなったりと、あれほど忙いそがしくなるのだろう。

　ひとつ思いだすともう無理で、水池に引きずり込まれてぐしょ濡れになったことや、腕うでの傷きず痕あとを口づけで癒いやされたこと、抗あらがうことなく体を繫つなげてしまったことが、次々と胸によぎる。

　伶藍の知らない伶藍を、汪凱はいとも簡単に引きだした。

　はらわたが煮にえくりかえるようなやり方のときもあるし、思い返すだけでぽうと頰が染まるような、やさしいやり方のときもある。

　汪凱と[image: ]の森を訪ねた二日間を永遠にさまよっていたい。

　叶かなうはずがないことを願うと、涙がほろりと落ちた。

　水池には顔をくしゃくしゃに歪ゆがめた自分が映っている。笑いたくてももう笑えない。新しく背負わされた荷が重くのしかかる。

　生まれてきてよかったなんて一度も思ったことがない。ぜったいに言えない言葉を想像のなかの玉來にぶつける。なぜか伶藍のほうが傷ついて涙が止まらなくなった。

　小さく土を踏む音がしたのはそのときだ。はっと振り向いてから慌あわてて涙を拭う。

　いつからいたのだろう。伶藍の後ろには、角灯を下げた凜明が立っていた。

「凜明、どうしたのです？　朝あさ餉げの支し度たくにはまだ早いでしょう」

「伶藍さまが……お庭に出られるのが見えたので」

　もしかしてずいぶん前から伶藍の様子を見ていたのかもしれない。凜明は大きな眸にいっぱいの涙をためている。

「教えてください。婆ばばさまといったいどんなお話をされたのですか？」

「何も。言ったでしょう？　婆さまは私にお守りを届けにきてくださっただけです」

　寝所でも伝えたことを言うと、凜明はぐっと眉み間けんを寄せる。

「うそはつかないでください。ぼくはどんなときも伶藍さまの味方です。本当にお守りをもらっただけなら、こんなところで泣くことなんてないじゃないですか」

　生き真ま面じ目めな眸を向けられ、再び涙が溢れそうになった。

　凜明の前で泣くなんてどうかしている。伶藍は洟はなをすすると、小さな体を抱だき寄せた。

「大だい丈じよう夫ぶ。夜風に当たっていたらなぜか寂さびしくなってしまっただけですよ」

　東の空を照らす明みよう星じようが滲んでみえる。

　目を瞑つむると、汪凱の笑い顔が脳のう裏りに浮うかんだ。







「眠れないので風に当たってきます」

　寝ねずの番ばん役に告げてから、角灯を持って庭に向かう。

　いつの間にか、夜ふけに寝所を出て庭の水池に手を浸すのが習慣になっていた。

　本当にあの短剣を使わずして軍神を祓はらう方法はないのか。ひそかに道士を呼んで調べさせたものの、望むような答えは得られなかった。

　となると、頼たよれるのは光明の神と泉の水しかない。

　幼い頃ころに視た予見の夢のせいで好きでもない男に嫁とつぐはめになったのだから、こういうときくらい未来を視せてほしい。懇こん願がんというより、ほとんど八つ当たりだ。

（光明の神さま、今夜こそ視せてくださいね。でないと私は泣きすぎて溶とけてしまいます）

　石いし敷じきの廊下を歩いていると、露ろ台だいのほうから話し声が聞こえてきた。

　角灯を掲かかげ、角からちらりと覗のぞく。

　汪凱と汪羽、それから大将らしき男たちが露台で談だん笑しようしている。

　そういえば今日は国境から戻ってきているのだ。汪凱と顔を合わせると複雑な感情を読まれてしまうかもしれないと思い、伶藍は出で迎むかえもそこそこに寝所にこもっていた。だから今日は会話らしい会話を交かわしていない。

「后きさきか？　后だな。どうした、体調はもうよいのか」

　踵きびすを返しかけたところで汪凱に気づかれてしまい、引き返すのが難しくなった。

　男たちは伶藍の姿を認めると椅い子すを立ち、汪凱と伶藍の双そう方ほうに礼をしてから房ぼうへ引きあげていく。

　残ったのは汪凱と汪羽だ。「気を利きかせろ」と汪凱が言ったので、汪羽も席を立つ。

　去り際ぎわに一いち瞥べつされてしまい、思わず汪凱に訊く。

「もしかして大事なお話をされていたのでは？　汪羽どのは立ち去りがたい表情をされていましたよ」

「何。男が酒を飲みながら交わす話など知れている」

　汪凱が言うとおり、円えん卓たくには酒さか壺つぼや杯さかずき、酒の肴さかなが並んでいる。

　本来、後宮には夫しか入れないのでなんだかおかしな光景だ。無言で見おろしていると、さっと侍従がやってきて、伶藍のために茶の支し度たくを始める。いよいよ引き返せなくなり、仕方なく汪凱のとなりに腰こしを下ろす。

　夜は深く、月光が水池の水面を銀色に彩いろどっている。

　どこからか甘い花の香かおりがした。夏の夜に咲さく月光花の香りかもしれない。自分のことで精いっぱいで、庭に咲く花にも気がついていなかった。

「しばらく見ぬうちにやつれたな。食事もあまりとらないと侍従たちが心配していたぞ」

「ちょっとした暑気あたりでしょう。蒸むし暑い夜が続いていますから」

　あえて微笑ほほえみ、汪凱ではなく庭へ視線を向ける。

　軍神を祓うにはあの短剣を使うしかないのか。まだ大陸統一を諦あきらめていないのか。訊ききたいことは山のようにあったけれど、訊いた分だけ落ち込みそうな気がしたのではぐらかす。

　だけど自分で思うほど巧たくみではなかったらしい。

「何を憂うれいている」

　と、横から顔を覗かれた。

「俺は綸国を戦場にしようとは思っておらん。前にも言ったはずだ」

「そのことでしたらもうよいのです」

「だったら何だ」

　即そく座ざに返され、口ごもる。

　儀ぎ式しきに使った短剣があることも、それを伶藍が持っていることも、ましてや背中を刺させと玉來に言われたなんて、とても汪凱には話せない。

　となると、話せることはひとつだ。

　伶藍は暗がりに控ひかえている侍じ従じゆうを下がらせてから重い唇くちびるを開く。

「私に親はいないそうです」

「親？　出しゆつ奔ぽんしているんじゃなかったのか」

「あれは婆さまのうそでした。私は泉のほとりに赤子の姿で転がっていたそうです」

　酒の肴のなかに干しあんずを見つけたので手を伸のばす。

　甘くて美味おいしいはずが、一口かじっても味がしない。二口目をかじっても同じだ。

　もしかして自分が思っている以上に傷ついていたのかもしれない。玉來に聞かされたことを語っているうちに、目め許もとがじんわりと濡ぬれていく。

　だからまた、たいして欲しくもない干しあんずに手を伸ばす。

「光が翳かげったあとに赤子が現れただと？　お前、それは婆の勘かん違ちがいだろう。歳としのせいでそこらがまともに見えていなかったのではないのか？」

「いまならともかく十八年も前のことですから。婆さまはまだ若かったはずです」

　汪凱は唸うなり、腕を組んで伶藍を見る。

「確かにお前のその容姿、大陸の者とはまるで違う。泉が産み落とした光明神の生まれ変わりだとしても不思議はないな」

「やめてください。私はそんなものにはなりたくないんです」

　伶藍はついに目許を擦こすった。

　すぐに濡れてくるので何度も拳こぶしで擦りあげる。

「こんな白っぽい髪かみ、おかしいじゃないですか。眸ひとみだって邪じや眼がんにまちがえられるような色なんです。人とは違う見た目をしてるから、男なのに后に選ばれたりするんです」

　汪凱に訴うつたえても仕方のないことだ。

　分かっているのに泣き言が止まらず、わななく指で披ひ帛はくの端はしを握にぎりしめる。

「汪凱さまは覚えてらっしゃいますか？　私は自分の命をかけて、綸国の民たみを助けてほしいとお願いしました。もちろんあの気持ちに偽いつわりはございません。だけどさっさと死んで生まれ変わりたかった思いもあるんです。私は私ではないものに生まれ変わりたい。この姿でいる限り、私はどこへも行けないんですから」

　たまっていたものを吐はきだすと、少しだけ胸がすいた。荒あらく息をつきながら干しあんずを口にする。涙なみだまじりのしょっぱい味がした。

　汪凱はずいぶん経たったあとに「そうか」と呟つぶやき、伶藍の髪に手を伸ばす。

「なるほどな。そんなふうに思っていままで生きてきたのか。どうりで心の鎧よろいが頑がん強きようだったはずだ。まあ、お前がそのような姿で生まれたのには何か理由があるんだろうよ」

「たとえば？」

　汪凱は「そうだなぁ」と間延びした声で言いながら、伶藍の横髪をもてあそぶ。

「目印だ。俺が見つけるための」

「は？」

「黒髪黒目だと他ほかのやつらにまぎれてしまう。だけどお前のその容姿なら見落としようがない。俺が兵を引き連れて王宮に乗り込んだ日のことを覚えているか？　邪眼という噂うわさを知りつつも、俺はお前から目を逸そらせなかった。細かな雨に打たれながら俺を見上げるお前は、誰だれよりも美しかった」

　ふと汪凱が含ふくみ笑いをして、伶藍の耳に唇を寄せる。

「閨ねやではどんな痴ち態たいを見せるのか、一夜でいい、この后を組み敷しいてみたいと思ったわ」

　こっそり囁ささやかれた言葉のおかげで完全に涙が引っ込んだ。

「わ、私に槍やりを突つきつけながらそんなことを考えていたんですか？」

「怒おこるな。ちらっと思っただけだ」

　汪凱は笑いながら手て酌じやくで酒をつぐ。

「怪あやしいのはあの猫ねこだな。あいつこそ光明神の生まれ変わりかもしれん」

「えっ、枸杞が？」

「思いだしてみろ。あの猫は俺とお前を引き合わせた。北方の国の皇こう帝ていと南方の国の后が、互たがいの身分も知らぬまま出会うことなどあると思うか？　内ない苑えんに忍しのび込んでいた俺のもとにお前を連れてくるとは、あの猫、ただものではないぞ」

　力強い声で言われるとなんだかそんな気がしてきた。

　だけど伶藍が寝しん所じよを出る前、枸杞は寝台を占せん領りようしてぐうぐうといびきをかいていたのだ。それも腹を思いきりさらした格好で。

「あの子は違うと思います。無む邪じや気きすぎるというか、お行ぎよう儀ぎがなっていないというか……」

　枸杞の寝ね姿すがたを思いだしてくすっと笑うと、汪凱もかすかに笑う。

　どこかしらほっとしたような表情を見て、伶藍の憂ゆう鬱うつを払はらうためのやりとりだったのだと知った。もしかして閨での痴態を想像したなんて言ったのもそうだったのかもしれない。

　子どもじみた泣き言を、汪凱は厭いとうことなく受け止めてくれた──。

　そんなふうに思うと、急に自分の振ふる舞まいが恥はずかしくなってきた。

　赤く染まった頰ほおをごまかしたくて、またもや干しあんずに手を伸ばす。今度は甘い、とても甘い味がした。

「あまり自分を嫌きらうな。俺はお前の髪も眸も美しいと思っている。俺がよいと思うお前を、お前自身が踏ふみつけてどうする」

　かすかな風が吹ふき、花の香りに包まれる。

　汪凱も同じ匂においを感じたのだろう。

「よい夜だ」

　穏おだやかな声こわ音ねで呟くと、月光のそそぐ庭へ視線をやる。

「生まれ変わらずとも幸せになる術すべを探すことを『生きる』という。俺がお前の夫なら大陸中の風景を見せてやるだろう。美しいものも醜みにくいものも余すことなく心に刻めば、生まれてきてよかったと思う瞬しゆん間かんが必ず訪おとずれる」

　庭よりももっと遠くを眺ながめているような横顔をじっと見つめる。

　きっと汪凱は今日までの間にたくさんの苦難を乗り越こえてきたのだろう。だからこそ心も体も強いのだ。自国の民のために命を燃やして戦う──自らそれを選んだ人だ。

「一度、隗に連れていってやろうか？」

　ふと汪凱が顔を向けた。

「暮らすには酷こくな地だが、数日滞たい在ざいするくらいなら悪くないだろう。特に冬は壮そう観かんだぞ。辺り一面に雪が降り積もる。遠くの山脈まで真っ白だ」

「そんなにも？」

　綸国にもごく稀まれに雪は降るけれど、積もるほどには降らないのだ。どこもかしこも雪で真っ白になるような冬は過ごしたことがない。

「行ってみたい……。汪凱さま、本当に連れていってくださいますか？」

「ああ、連れていってやる。まずは馬がいるな。お前に似合う美しい馬を探してやろう。お前は馬に乗る練習をしておけよ。さすがに隗までとなると一頭に二人は無理だ。隗王がへばる」

「分かりました。練習しておきます」

　馬を操あやつり、汪凱とともに雪原を行く様子を想像して、伶藍は頰を緩ゆるめた。

　きっと楽しいだろう。汪凱といると、腹を立てているときも悲しいときも、結局笑ってしまうから。

「汪凱さま、約束ですよ？　私、本当に馬に乗れるようにがんばりますから」

「お前がそうも乗り気になるとは驚おどろいたな。ならば練習にも付き合ってやる」

　ふと汪凱が表情を険しくし、耳を澄すますような仕草をする。

「どうかされましたか？」

　尋たずねたあとで、伶藍の耳にも馬ば蹄ていの音が届いた。

　汪凱が椅い子すを立ち、汪羽を呼ぶ。

　ただならぬことが起こったのだと察し、伶藍も慌あわてて椅子を立つ。

　汪羽や大将たちが集つどう頃ころ、松明たいまつを掲かかげた隗の騎き馬ば兵が庭に駆かけ込んできた。背中に矢を受けているのが見え、息を吞のむ。

「汪凱さま、奇き襲しゆうでございます。国境に綬じゆ国こくの軍勢が──」

　綬というのは綸の周辺三国のうちのひとつだ。

　汪凱が眉み間けんを歪ゆがめ、舌打ちをする。

「夜明けを待たずして仕し掛かけてくるとはこざかしい。后きさきよ、伝令兵の手当てを頼たのむ」

「は、はい」

　返事をしたあとで、はっとした。

　汪凱の双そう眸ぼうが赤く光っている。きっと軍神が目覚めてしまったのだろう。

　軍神の力を滾たぎらせる汪凱は、汪凱であって汪凱ではない。たったいま交かわした言葉の数々が遠のいていくような気がして悲しくなった。

　伶藍の胸の内とは裏腹に出しゆつ陣じんの銅ど鑼らが鳴らされ、王宮も後宮も一気に慌ただしくなる。







　奇襲をかけられたということは、近いうちに本格的な戦いくさが始まるだろう。

　伶藍は不安を抱かかえたまま、朝を迎むかえた。

　伝令兵にはすぐに手当てをほどこしたものの、築いたばかりの砦とりでには多くの負傷兵がいるはずだ。帰き還かんの際にはすぐに手当てができるように急いで支し度たくを整えつつ、国境付近に暮らす民たちを避ひ難なん所じよに移すべく、触ふれを出す。

（汪凱さまは大だい丈じよう夫ぶだろうか）

　忙いそがしく動きまわりながらも汪凱のことが頭から離はなれない。

　ようやく一日を終えようとした頃、奇襲戦は隗が制したという知らせが届いた。

「よかった。汪凱さまもご無事なのですね」

「はっ。間もなくご帰還されるかと」

　伝令兵の言葉にほっと胸を撫なで下ろす。

　早く無事な姿を確かめたい。伶藍は出迎えのために凜明を連れて王宮の露ろ台だいへ向かった。

　露台に立つと内苑も外苑も見み渡わたせる。内苑ではかがり火が焚たかれていて、留守を任された数隊が整列して汪凱たちの帰還を待っている。外苑のはるか遠くに松明らしい明かりがいくつも見えるので、きっとあれが帰還途と中ちゆうの騎馬兵たちだろう。

　松明が作る橙だいだい色の帯を見つめながら、伶藍はふと首を傾かしげた。

　凜明も違い和わ感かんを覚えたらしい。「なんだかおかしくないですか？」と伶藍を見る。

　そう、何かがおかしい。松明の明かりがてんでに散らばっているので、隊列が乱れているということだ。その上、速い。何かに追われているのか、それとも追っているのか。戦を制しての帰還なら急ぐ理由はないはずなのに、騎馬兵たちは必死になって馬を駆っている。

　息をつめて見守っているうちに、先駆けの隊が内苑になだれ込んできた。

　旗章も甲かつ冑ちゆうも隗のものでまちがいない。だけど馬蹄の音が荒あら々あらしい。一ひと際きわ大きな馬が整列して待っている隊を蹴け散ちらした。「うわぁ」という悲鳴と馬のいななき、「兄上っ」と叫さけぶ汪羽の声。どうやら隊を蹴散らしながら内苑を突っ切っていったのは汪凱のようだ。

「何かあったのかもしれません。宮へ戻もどりましょう」

「は、はい」

　伶藍と凜明が回かい廊ろうに辿たどり着く頃には、すでに兵たちが庭に集っていた。

「暑いっ」

　汪凱が苛いらついた声で言い、「誰か水を持ってまいれっ」と汪羽が怒ど鳴なる。

　やはり何かあったのだ。兵たちは戸と惑まどっているようで、伶藍が「おのきなさい」と言っても立ち竦すくんだままだ。仕方なく甲冑の肩かたをかき分け進む。戦帰りの兵ばかりのせいか、むんとした熱気が頰を包む。兵たちの壁かべを抜ぬける頃には伶藍のこめかみにも汗あせの粒つぶが浮うかんでいた。

　汪凱はしきりに「暑い」と繰くり返しながら露台で甲冑を脱ぬいでいる。

　怪け我がらしきものは見当たらない。伶藍はほっとして駆け寄った。

「皇こう帝てい陛下、ご無事で何よりでございます」

「ああ、后か」

　声音が穏やかになったのは束つかの間だった。

　汪凱はきつく眉間を歪めると、「誰だれが奇襲如ごときで慄おののくものか。腹立たしい綬国め。完かん膚ぷなきまでに叩たたきつぶしてやったわ」と吐はき捨てる。

　顔にかかる陰いん影えいがどす黒い。この人はこれほどの凶きよう相そうだっただろうか。

　人知れず唾つばを飲んだとき、汪凱にまとわりつく黒い煙けむりに気がついた。

「何なのです、この煙は。誰かかがりを遠ざけなさい」

　躍やつ起きになって披ひ帛はくを振りまわす伶藍を嗤わらうかのように、黒こく煙えんはゆるゆるとのぼっていく。

　煙が人の形に変化するのを目まの当たりにし、ざっと悪お寒かんが走った。まるで双頭の幻げん獣じゆうのように、ひとりは汪凱、もうひとり──黒煙の男の半身が汪凱の背中から生える。

「あ、あなた……」

　顔も体も黒く炭化しているのを見て、軍神壬迂だと気がついた。軍神は戦の滾りを鎮しずめることができないらしく、大きく口を開けて誰だれ彼かれ構わず威い嚇かくしている。

　兵たちの目に汪凱の姿がどう映っているのかは分からない。伶藍のようにはっきり視みえなくても、不ふ穏おんなものは感じとっているようだ。さりげなく後ずさりする者が増え、汪凱の立つ露台の前に不自然な空きができてしまう。

「汪羽。出陣だ。三国まとめて攻せめ落とすぞ」

「兄上、朝を待ってからにいたしましょう。今夜は休まれたほうがよいかと思います」

　汪羽が水の入った杯さかずきを差しだしながら言うと、汪凱は「ならん」と怒鳴る。

「いますぐ出陣じゃ。支度をせえ」

　初めて聞く言葉づかいだ。声は汪凱でもまるで違ちがう。

「しかし、松明片手では弓も槍やりも──」

「こざかしいやつ。わしに逆らう気か。斬きって捨てるぞ」

　汪凱の手が刀を握にぎるのを見て、伶藍は慌てて二人の間に入った。

「なりません。弟の汪羽どのでございます」

　汪凱を止めるつもりで胸に手を置いたとき、はっとした。

　体が異様なほど熱くなっている。

「ど、どうして汪凱さまはこのようなことに……」

「ご心配なく。兄上は戦で滾りすぎると時折このようになるのです。しばらく体を休めればいつもの兄上に戻ります」

　汪羽には軍神の姿どころか黒煙すらも見えていないらしい。伶藍を突つき飛ばすようにして汪凱から引き剝はがすと、庭に集っている兵たちに向かって声を張りあげる。

「皆みなは下がってよいぞ。出陣の際は追って知らせる」

　続いて汪凱の肩を抱だき、「さあ、こちらへ」と宮のなかへ連れて入ろうとする。

　横になるだけで汪凱の体温が下がるとは思えない。ほんの少し胸に触れただけで手のひらがじんと疼うずくほど、汪凱の体は熱をはらんでいたのだ。

「お待ちください。汪凱さまのお体を冷やさないと大変なことになってしまいます」

　伶藍は汪羽の前に立つと、いまだ庭にとどまっている兵たちに言う。

「宮の蔵に水みず甕がめがございます。すべてここに持ってきてください。凜明、皆さんをご案内して。急ぎなさいっ」

「皇后陛下、私は心配は無用と申したはず」

　汪羽がむっとした眼まな差ざしを伶藍に向けたとき、汪凱が低く呻うめいて膝ひざを折った。

「っ……く、伶藍……頭が、頭が熱い……」

　これは汪凱だ。苦しそうに訴うつたえる声に胸がつまる。

「いまお水をお持ちします。すぐでございます」

　頭をかきむしる汪凱をたまらず抱きしめたとき、悲鳴を上げそうになった。

　先ほどよりもいっそう体が熱くなっている。伶藍の名を呼ぶ声や吐と息いきまでもが熱い。

　背にまわした腕うでがじりじりと焼かれていく感覚に眉間を歪める。いま汪凱を放してしまったら軍神に体を乗っ取られてしまうかもしれない。伶藍は歯を食いしばって汪凱を抱き、頭上に揺ゆらめく軍神をねめつける。

「この方の体から出ていきなさい。あなたはもう死んでしまわれたのです」

『小こ娘むすめの分際で生意気な。何者だ』

「私は光明の神が慈いつくしむ地に生まれた者。この地に邪じや神しんは必要ございません」

『わしはこの男に望まれ降り立った。これぞ悲願の果たせる肉体よ。誰が出ていくものか』

　ようやく兵たちが水甕を持ってきた。

　戸惑う彼らを叱しかりつけ、伶藍の体ごと汪凱に水をかけるように言う。だけど水はすぐに熱湯に変わってしまい、汪凱だけでなく伶藍も苦しめた。

「熱いだろう、何をする！」

　怒おこった汪凱がついに伶藍を振ふり払はらって立ちあがる。

「どうか我が慢まんなさってください。お体を冷やさないと──」

「うるさい小娘め。お前も殺すぞ」

　汪凱の声で軍神が吠ほえる。燃えるような手が伶藍の首根に伸のばされた。

　もうすでに汪凱ではないのかもしれない。容よう赦しやなく首を絞しめられ、意識が遠のいた。

「伶藍さまっ」

　凜明や侍じ従じゆうたちがてんでに汪凱に摑つかみかかり、兵たちも必死になって汪凱を止めようとする。揉もみ合いのなか、やっとのことで縊くびり殺そうとする手から逃のがれられた。

　地べたに倒たおれてしまった伶藍のもとに侍従長が駆かけてくる。

「宮の奥へお逃にげください。隗の皇帝陛下はご乱心です」

「だ、誰が……逃げたりなどするものですか」

　何としてでも汪凱を助けたい。汪凱の体は汪凱のものだ。咳せき込みながら立ちあがったとき、視野の端はしに水すい池ちが映った。

　月光とかがり火の赤を揺らめかす水面。泉の水ならあそこにもある。

　伶藍はよたつきながら水池に入ると、真ん中に立ってから露ろ台だいを振り向いた。

「壬迂さま、私はここでございます」

　伶藍の声はまちがいなく届いたらしい。汪凱に取り憑ついた軍神は紅ぐ蓮れんの眼めを伶藍に定めると、まとわりつく兵たちをなぎ倒して水池にやってくる。

　いくつも飛沫しぶきが散り、荒々しく波が立つ。

「小娘め」

　一歩二歩、三歩。伶藍は汪凱を引き寄せるだけ引き寄せてから、その首根に飛びついた。

　体勢さえ崩くずすことができればあとは落ちるだけ。たとえ体中に火傷やけどを負おうが、首を絞められようが、ぜったいにこの人を放さない。そう決めて雄お々おしい体を水池に引きずり込む。

　大きな水飛沫が上がった。

　──汪凱さま、どうか戻ってきて。　>>>♥




　水深はそうないはずなのに、まるで海のようだった。

　水のなかで伶藍の長い髪かみがふわりと広がり、月明かりに照らされた水面がどんどん遠くなっていく。

　ひとつふたつとあぶくがのぼる。

　もつれ合った体はいつしかほどけ、手と手を握にぎる形になっていた。

　黒曜石のような眸ひとみが伶藍を捉とらえている。この眸は軍神ではなく汪凱だ。ほっとして微笑ほほえみ、汪凱に寄り添そう。当たり前のように背中にまわった腕が愛いとおしい。

　また、あぶくがのぼる。

　光の環わのような不思議なあぶくだ。あぶくは水面を覆おおい、水のなかを金色に変えていく。

（見て、汪凱さま。きれい）

　水面に指を向け、微笑みを交かわす。

　眩まぶしい。まるで光のなかにいるようだ。汪凱の腕を感じながらうっとりと目を閉じ、水にたゆたう。

　ふっとまぶたを持ちあげたとき、溢あふれるほどの陽ひ射ざしに気がついた。

　真っ青な空から射し込む光にまぎれ、霧きりのように細かな雨が舞まい散っている。

「驚おどろいた。綸国には美しい雨が降るんだな」

　どうしたのだろう。抱き合って水池に沈しずんだはずの汪凱がとなりに立っている。

　汪凱は美しい織模様の宮きゆう廷てい服を着ていて、伶藍も髪や胸に花と宝ほう珠じゆを飾かざった装よそおいだ。

　これは夢だろうか。ぱちぱちと瞬またたいたものの、汪凱がとても穏おだやかな表情で空を見上げているのでどうでもよくなった。

「ほんと、すごくきれい」

　汪凱に寄り添い、同じように空を見上げる。

　陽射しも金色なら雨も金色だ。腕を伸ばすと襦じゆの袖そでに雨が降りかかり、きらきらと瞬く。

「伶藍──」

　汪凱が笑い顔で何か言ったが、よく聞きとれない。

　やはりまだ水のなかにいるようだ。唇くちびるが動くのは見えるのに声が聞こえず、汪凱の姿も金色の水に揺らめき、遠くなっていく。

「汪凱さま？……」

　待って、行かないで。

　夢中で伸ばした手を──。




「しっかりなさいませ」

　──侍従長が握る。

　やわらかな手の感かん触しよくに戸と惑まどい、目を瞠みはる。

　どうも月花宮の寝しん所じよらしく、伶藍は肌はだ衣ぎをまとった格好で寝台に寝ねかされていた。夢で見た金色の陽射しはいま、帳とばりの薄うす絹ぎぬを染めている。

「汪凱さまは？」

「ご安心ください。すでにお目覚めで寝所にてお寛くつろぎになっておられます。お振る舞いもしっかりされており、汪羽さまたちとごいっしょに朝あさ餉げも召めし上がりました。ただし大事をとってしばらくは出しゆつ陣じんされないとのこと。お世話係として凜明を行かせております」

「いつもと変わりないということですか？」

「はい。何ひとつ」

　惑まどうことのない侍従長の言葉が、伶藍の意識を落ち着かせた。

「そうですか……。ああ、よかった」

　ほっと大きく息をつく。その拍ひよう子しに体がずんと鈍にぶく痛み、伶藍は顔をしかめた。

「動いてはなりませんよ。伶藍さまは火傷を負ってしまわれたのです」

「火傷……」

　なるほど、だから痛いのか。

　だけど自分の体はちゃんと見ておきたい。侍従長に助けられながらなんとか上体を起こす。

　肌衣から伸びる手足はどこもかしこも赤くただれていた。肌衣の合わせ目を少し広げて胸の辺りも確かめる。やっぱりここも赤い。

「さあ、手当てをいたします。少しの間そのままで」

　侍従長が伶藍の胸むな元もとに濡ぬれた布を触ふれさせる。別の侍従が右みぎ腕うでを冷やし、さらに別の侍従が左腕を冷やす。

　ひんやりとしていて気持ちいい。束つかの間痛みが遠のいた。

「実は隗の皇こう帝てい陛下から、伶藍さまがお目覚めになったらお知らせしてほしいと言われているのです。お伝えするとこちらにお見えになると思うのですが」

　侍従長がひそめた声で訊きく。

　伶藍が男子だということを知られてしまうのを懸け念ねんしているのだろう。この体では后きさきらしく着き飾かざれない。だけど汪凱はとっくに知っていることだし、伶藍も汪凱の無事な姿をこの目で確かめたかった。

「私は大だい丈じよう夫ぶです。ぜひお知らせしてください」

「かしこまりました」

　侍従長が伶藍に上衣を羽織らせ、別の侍従が汪凱の寝所へ向かう。

　枕まくらに背中を預けて待っていると、枸杞を抱だいた凜明が寝所に駆け込んできた。

「よかった！　お目覚めになったのですね」

「ありがとう。心配をかけましたね」

　凜明と枸杞の頭をかわるがわる撫なでていたとき、汪凱が寝所へやってきた。

　足取りもしっかりしているし、血色もいい。黒こく煙えんなどどこにもまとわせていない立ち姿を見て胸がいっぱいになった。

　侍従たちが見守る前である。きちんとした言葉で無事を喜ばなければと思うのに、何ひとつ言葉にならない。伶藍が胸を熱くさせている間に汪凱は寝台のすぐ側までやってきて、床ゆかに片かた膝ひざをつく。

「皇后陛下。あなたが無事でよかった。后の咄とつ嗟さの判断がなければ、俺は軍神に焼き殺されていたかもしれん。心から礼を伝えたい」

　言葉はよそいきでも、伶藍を見つめる眼まな差ざしがやさしい。まちがいなく汪凱だ。

「わ、私も……陛下がご無事で何よりだと思っております」

　やっとの思いで言うと、汪凱がきつく眉み間けんを歪ゆがめる。

　怒おこらせるようなことを言っただろうか。突とつ然ぜんの変化に戸惑っていると、敷しき布ふに置いていた手に触ふれられた。

「俺は乱心してお前の首を絞しめたらしいな。まことか？　俺は覚えておらんのだ」

　押し殺した声こわ音ねで尋たずねられ、「あ……」と声が出る。

　汪凱の怒いかりの矛ほこ先さきは伶藍ではなくて自分自身だったようだ。抑おさえようのない感情を秘ひめた手が、伶藍の指先をやんわり握っては撫でさする。

　また胸がいっぱいになって言葉を繰くるのが難しくなった。

　だけどこれだけは侍じ従じゆうたちにも聞こえるような声で言わなければいけない。廊ろう下かに控ひかえているだろう汪凱の臣下たちにも届くよう、伶藍は大きく息を吸う。

「皆みなには陛下が私の首を絞めたように見えたでしょう。あれはあやかしの仕し業わざであって、陛下の振ふる舞いではございません。ご心配なく。私はあのようなことでは慄おののきませんから」

　怖こわかったのは、汪凱が汪凱でなくなってしまうことだ。

　だからいまは何も怖くない。思いを込めてうなずく。

　きっと汪凱にも伝わったのだろう。瞠った目で伶藍を見つめてから、初めて笑えみらしいものを広げる。

「頼たのもしいお方だ。どうか何も気に病やまず養生していただきたい。男手が必要なときはいくらでも兵をお貸しする」

「過分なお心づかい、ありがとうございます」

　侍従たちの前ではこの程度の会話が精いっぱいだった。

　汪凱が寝台から離はなれると、侍従長がさっと帳を閉める。

　考えなければいけないことはたくさんある。だけど少しの間だけ、後まわしにするのを許してほしい。

（ああ、よかった。汪凱さまがご無事で）

　目覚めてから何度も思ったことをあらためて思いながら、寝台に体を横たえる。

　指先がじんじんと疼うずくのは火傷やけどのせいではないだろう。汪凱に触れられたほうの手を掛かけ布ふから取りだす。帳がぴったり閉まっているのを目で確かめてから、そっと唇を押し当てた。

　もしかして恋こいというものをしてしまったのかもしれない。

　恋だと困る。頭では思いつつ、勝手に口くち許もとがほころんでいく。

　恋。──伶藍は声に出さずに呟つぶやくと、やわらかな響ひびきをひとりで楽しんだ。
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　寝所にこもりっきりでも、房ぼうの外の雰ふん囲い気きが変わったのは伝わる。

　どうやら汪凱が出陣すると決めたらしい。飛び起きたところを侍従長に止められた。

「何も気に病まないようにと隗の皇帝陛下もおっしゃっていたではございませんか。まずはお体を治すことを考えてくださらないと」

「私は大丈夫です、動けます」

　戦いくさとなればきっと汪凱は前線で戦おうとするだろう。陣地で指揮だけするような人ではない。果たして汪凱の体力は戦場に立てるほど回復しているのだろうか。何よりも軍神が再び汪凱の肉体のなかで力を増すのが怖かった。

「あの方はいまどちらに？　もう出陣の支し度たくを済まされてしまいましたか？」

「いえ、これからでございます。いまは月花宮のお庭に大将を集めてお話を」

　庭なら廊下を抜ぬけるだけで辿たどり着く。伶藍は寝台から下りると、上うわ掛がけを羽織って房を出た。

　侍従長に付き添そわれて廊下を歩く。角を曲がったところで数歩先を凜明が歩いているのが見えた。汪凱に茶を差し入れようとしているのか、盆ぼんを持っている。

「ああ、凜明──」

　汪凱の様子を尋ねようと声をかけると、凜明がはっと振り向いた。

　しっかり目が合ったのになぜだろう。凜明は伶藍を待たず、慌あわてた様子で露ろ台だいへ駆かけていく。

「どうしたのでしょう。なんだかいつもと様子が違ちがいますね」

　侍従長と顔を見合わせて首を傾かしげる。

　凜明は汪凱の世話係にまわっているのでしばらく言葉を交かわしていない。

　何か嫌きらわれるようなことをしてしまっただろうか。首を捻ひねりながら踏ふみだしたとき、露台のほうからガタンッと大きな物音がした。

「貴様、いったい何を！」

　尖とがった汪凱の声のあと、猛たけった足音が入りまじる。

　ただならぬ気配を察し、駆け足で露台に向かう。

　露台では甲かつ冑ちゆうをまとった大将たちが誰だれかを取り押さえていた。

　汪凱が腰こしをかけていたらしい椅い子すはひっくり返っていて、汪凱は仁に王おう立ち、その傍かたわらには汪羽。二人とも厳しい眼差しを下方に向け、汪羽にいたっては刀を抜いている。

　状じよう況きようが分かるにつれ、うろたえた。

　大将たちに取り押さえられているのは、真っ青な顔で尻しり餅もちをついている凜明だ。

「やめてください、その子は私の侍従です」

　大将たちを押しのけて凜明を抱だき寄せたとき、強こわ張ばる小さな手が短たん剣けんを握りしめているのが分かった。刃やいばにはたったいまついたとは思えない、黒く色を変えた血がこびりついている。

「凜明……どうしてあなたがこれを──」

　玉來に渡わたされたあの短剣に違いない。思わず声を上げるのを汪羽は聞き逃のがさなかった。

　素す早ばやく凜明から伶藍へ視線を移すと、刀の刃は先さきを伶藍の胸むな元もとへ向ける。

「皇后陛下。まるでこの短剣の在り処かをご存じだったかのような物言い。まさかあなたの差し金ですか？」

「わ、私は何も」

「何も？　この侍従は茶を出すふりで兄上に近づき、兄上の背中に短剣を突つき立てようとしたのですよ？　あなたにはそれがどういう意味か、お分かりになるはず」

　伶藍は瞠みはった目を凜明に向けた。

「どうしてそのようなことを」

　だけど凜明は答えない。いや、答えるどころではないのかもしれない。震ふるえながら短剣の柄つかを握りしめ、一心に汪羽を凝ぎよう視ししている。

「お前、どこでその短剣を手に入れた。言わぬのなら斬きるぞ」

　刀を振り翳かざした汪羽が、もう一方の手で凜明から短剣を奪うばおうとする。

「よせ」

　意外にも止めたのは汪凱だった。「──偽にせ物ものだ」

「偽物？」

　汪羽と伶藍が揃そろって声を上げる。

「よく見ろ、柄の彫ほり模様が違う」

　これは汪羽に言ったようだ。汪羽が複雑な表情で凜明の手許を覗のぞく。

　本物なのか偽物なのか伶藍には分からない、だけど汪羽には分かったのだろう。じっと短剣を見つめてから愁しゆう眉びを開ひらく。

「愚おろかなやつめ」

　汪凱は低い声で吐はき捨てると、凜明の真ん前で片かた膝ひざをついた。

「そうも大事な短剣ならばお前にくれてやる。命が尽つきる日まで握っておけ。誰に何を吹ふき込まれたのか知らんが、馬ば鹿かなことをしたな。俺の背に刃を向けてただで済むと思うなよ」

「待ってください、この子は何も知らないのです」

「何もだと？」

　凶きよう悪あくに歪んだ顔が伶藍に向けられる。

「何も知らず一国の君主に刃を向ける子どもがどこにいる。覚かく悟ごの上か、はたまた敬愛する者からの指示か──」

　汪凱はふと視線を逸そらすと、何かを考えるような仕草をする。

　再び伶藍を捉とらえた眼まな差ざしは、いままで一度も見たことのないほど冷めたものだった。

「なるほど、そういうことか」

　低く呟いてから、自じ嘲ちようするように口の端はしを持ちあげる。

「さては后きさき、機を窺うかがっておったな」

「窺う？」

「美しい顔をしておきながらしたたかな。いまのいままで忘れていたが、お前は俺に言っただろう。もし短剣がこの世にあれば、迷わず俺の背を刺さし貫つらぬくと」

　汪凱が言ったのと同時に大将たちも刀を抜く。

　四方から刃を突きつけられてしまい、伶藍は青ざめた。

「私はそのようなこと、もう思っておりませんっ」

「ならばなぜ、本物と見まがうような短剣を侍じ従じゆうが持っている。なぜこいつは俺の背に刃を向けた」

「そ、それは……」

　凜明が勝手にやったことだと言えば、凜明の命が危あやうくなる。だからといってすべて話してしまうと、玉來や集落の皆みなの命が危うくなる。

　少しの逡しゆん巡じゆんのあと、伶藍が選んだのは凜明をしっかり抱き寄せることだった。

「言い訳はいたしません。この子は私の侍従。咎とがは私が負いましょう」

　もしかして汪凱は伶藍がそう答えるのを分かっていたのかもしれない。深く問いつめることはせず、あっさり立ちあがる。

　許されたのではないと知ったのは、次の言葉を聞いてからだ。

「いまは出しゆつ陣じんが先だ。后とこの侍従を牢ろうに入れておけ」

「はっ」

「見張りは厳重にしておけよ。何があっても命は奪うな。この后は光明神の生まれ変わりだと信じられている。信望なくして国は治められん。南方を治める要かなめとして使う」

　大将たちに指示をする汪凱の背後に軍神は視みえない。眸ひとみも黒いままだ。それなのに軍神よりも恐おそろしいものを見てしまった気がして、唇くちびるが小刻みに震えてしまう。

　たったいま、汪凱の心から伶藍が消えた。

　いったい何を守って何を手放せばよかったのだろう。ひとりで悩なやんでもたもたしているうちにとんでもないことになってしまった。

（汪凱さま……）

　胸に隠かくしている想おもいを叫さけんでいれば、何か変わっただろうか。

　滲にじんだ視野に、汪羽と並んで立ち去る汪凱の後ろ姿が映る。







　大将たちに刀で脅おどされながら歩かされ、連れていかれたのは王宮の端にある牢ろう獄ごくだった。

　王宮や後宮で罪を犯おかした者をひとまず入れておく牢獄なので、他ほかに罪人はいない。伶藍と凜明は同じ牢に入れられた。見張りは厳重にと汪凱が言ったとおり、牢の前には槍やりを携たずさえた隗の兵が立ち並ぶ。

　きっと牢獄の周囲も隗の兵だらけだろう。伶藍は鉄てつ格ごう子しの向こうを窺ってから、ひんやりとした牢の床ゆかに膝を揃えて座る。火傷やけどが痛んだが、顔をしかめるだけにとどめておく。

「凜明。あなたはどうしてあのようなことをしたのです。誰かに頼たのまれたのですか？」

　しばらく待っても返事はなかった。凜明は伶藍から離はなれたところで膝を抱かかえ、足あし許もとに置いたあの短剣をじっと見おろしている。

「凜明」

　黙もくするのを許すつもりはない。強めの口調で呼ぶと観念したようだ。凜明はちらりと伶藍を見やってから、渋しぶ々しぶといった様子で口を開く。

「ぼくは伶藍さまのお望みを叶かなえようとしただけです」

「望み？　私は汪凱さまの背を刺してほしいなどと言った覚えはありません。そもそもあの短剣は、私が寝しん所じよに隠していたものでしょう。いつ見つけだしたのです？」

「伶藍さまが夜ふけにお庭に出てらっしゃったときです。あの日は伶藍さまの様子がなんだかおかしかったので、本当に婆ばばさまが首くび飾かざりを渡しただけとは思えなくて」

　凜明は伶藍が寝所を出たのを好機ととらえ、まずは首飾りを探しだそうと、装そう飾しよく品を入れている抽斗ひきだしを漁あさったらしい。「見たことのない箱があったのでいじっていたら、首飾りだけでなく短剣もしまわれていたので驚おどろきました」

　隠し場所にしては単純すぎたようだ。あっさり言われてしまい、束つかの間意識が遠くなる。

　それだけならともかくも、凜明は集落に帰っている間、玉來と一族の者たちの会話を盗ぬすみ聞きし、軍神を葬ほうむる方法を知ったのだとか。

　北方の道士と名乗る者たちがひそかに玉來のもとを訪おとずれるのも見ていたらしい。だから伶藍の寝所からあの短剣を見つけだしたとき、これだと思ったという。

　──ぼくはどんなときも伶藍さまの味方です。

　あの日の言葉は、ひとりで泣いている伶藍を慰なぐさめたのではなく、凜明の決意表明だったのだろう。凜明の胸の内を思うとこれ以上責める気になれず、細く息を吐く。

　玉來は偽物の短たん剣けんを摑つかまされ、伶藍も凜明もそれを本物だと信じていた──。

　頭が痛くなるような顚てん末まつだ。

「とりあえずいまは一日も早く戦いくさが終わるのを祈いのるしかありませんね。汪凱さまに許してもらえるかどうか分かりませんが、私が事情を説明します」

　恋こいだの何だのと言っている場合ではない。こめかみを強く押しながら、頭上高くにある明かりとりを見上げる。

　唯ゆい一いつの救いは牢ろう守まもりの隗の兵たちだった。何があっても命は奪うなという汪凱の言葉に従順で、食事はもとより、伶藍の火傷を癒いやすために桶おけに入った水まで差し入れてくれる。着き替がえを所しよ望もうすると、ごっそり宮きゆう廷てい服が届いたので驚いた。

　これは汪凱の最後の心づかいなのだろうか。どう考えればいいのか分からないまま、凜明とともに掛かけ布ふにくるまる。

　牢の外がざわめく気配がしたのは、ずいぶん夜もふけてからだった。

（何だろう。誰だれか来たのかな？）

　鉄格子のほうに寝ね返がえりを打ってから耳をそばだてる。しばらくして大おお股またに歩く足音が石いし敷じきの廊ろう下かに響ひびいた。

　足音の主は一度止まり、牢守りの兵たちと何やら言葉を交かわす。どうも人ひと払ばらいを言いつけたらしい。少しの悶もん着ちやくの末、ひとりの兵が小走りにやってきて、鉄格子の前に立っていた二人の兵を連れていく。

（も、もしかして……）

　近づく足取りが汪凱のものと似ている。

（よかった！　やっぱり無体なことをするような人じゃなかった）

　ほっとして起きあがろうとしていると、伶藍よりも早く凜明が飛び起きた。

　凜明も同じように掛布のなかで耳を澄すませていたらしい。飛び起きたあとは獣けもののように上体を低くし、息をつめて鉄格子をねめつける。

　燭しよく台だいは牢の外にしかない。射し込むほのかな明かりが、強こわ張ばった横顔を照らす。

「凜明、大だい丈じよう夫ぶですよ。あれは汪凱さまです。あなたの命は私が必ず──」

　語りかけながら側そばに寄ったとき、ぬっと人ひと影かげが鉄格子に映った。

　汪凱さま、と呼びかけようとした声が喉のどの奥で縮こまる。

　なぜ。──目を凝こらせば凝らすほど、不ふ審しんと落らく胆たんが心のなかでまじり合う。

　燭台の明かりを背に鉄格子の前に立ったのは、甲かつ冑ちゆう姿の汪羽だった。わざわざ戦場から引き返してきたのだろうか。汪羽を認めた凜明の小さな喉仏が上下する。

「どうしてあなたがここに？」

　尋たずねるも汪羽は伶藍を見ていない。険しい双そう眸ぼうはまっすぐ凜明を捉えている。

「后きさきの侍じ従じゆうよ。あの短剣を寄よ越こせ。さもなくばお前を殺す」

　なぜ偽にせ物ものだと分かったものを欲しがるのだろう。思わず凜明を見る。

　だけど凜明は伶藍と同じ疑問を持っていなかったようだ。殺すとはっきり言われ、怖こわくなったのかもしれない。緊きん張ちようした面おも持もちで鉄格子に近づき、汪羽に短剣を差しだす。

「聞き分けがよいな。后よりもこの侍従のほうが聡そう明めいだ」

　汪羽は短剣を受けとると、初めて伶藍に顔を向ける。

　三日月の形に歪ゆがんだ口許を目まの当たりにし、ざっと怖おぞ気けが走った。

　この男に短剣を渡わたしてはいけない──本能的に察し、鉄格子の間から力いっぱい手を伸のばす。だけど一度渡したものを取り戻もどせるはずはなく、汪羽はおかしそうに肩かたを揺ゆらしながら飛びのく。

「視みえぬものを視る后と聞いて警けい戒かいしていたが、あなたは何も見えないようだ。この短剣は本物。私がずっと隠し持っていたものだ。だけど兄上は、儀ぎ式しきの直後に私がすり替かえた偽物のほうを本物だと信じている」

　事態が吞のみ込めず、混乱した。

　汪凱が偽物だと言いきったものが実は本物で、目の前の汪羽が手にしている。

　いったいどういうことなのか。せわしなく頭を巡めぐらせ、はっとした。

　汪凱の失しつ脚きやくを狙ねらう者からしてみれば、短剣は宝同然。汪凱に国を拡ひろげるだけ拡げさせ、汪凱を殺してしまえば大国が手に入る──玉來はそう読んでいなかったか。

「あ、あなた、もしかして汪凱さまの失脚を狙っているのですか？」

「異なことを。私にとって君主は兄上ただひとり。支え守ることはしても、殺あやめようと思ったことなど一度もない。儀式のあとに短剣をすり替えたのも兄上を守るためだ」

「だったらなぜそのような短剣が私のもとに巡ってきたのですっ」

「なぜ？──決まっている。私が手の者に指示をして、[image: ]の女おんな長おさに渡したからだ」

　汪羽の言っていることがまるで理解できず、髪かみをかきむしる。

　汪凱を守るために短剣をすり替えたというのなら、誰にも奪うばわれないよう注意を払はらうことはしても、異国の部族に渡すような真似まねはしないはずだ。

「分かりません。あなたはどうして……」

　答えは意外なところにあった。

「あなたを殺すためです」

　平へい坦たんな声で言われてしまい、目を瞠みはる。

「……わ、私を？」

　汪羽はまったく逡しゆん巡じゆんすることなく「ええ」とうなずく。

「兄上は強い。軍神を宿していなかったとしても強いのです。あなたがどんなやり方で兄上の背中を狙おうと、刺させるわけがない。だけど軍神を宿した者の弱点を狙ってきたあなたを兄上は許さないでしょう。私が描えがいていたのは、逆上した兄上の手で殺されるあなたの姿です」

　汪羽はふと短剣に目を落とすと、か細く息をつく。

「とはいえ、私が[image: ]の女長に預けたのは本物の短剣。万が一、兄上が軍神ごと葬られるようなことになっても構わないと思っていたことは認めましょう」

　やはり考えていることが分からない。

　汪羽とはいままでろくに口を利きいたこともないのだ。殺したいと恨うらまれるほどの何かをした覚えはないし、汪凱が死んでも構わないとはいったいどういうことなのか。

　身じろぎもせず見つめていると、ふいに汪羽が顔を上げた。

　険しい目で伶藍を睨にらみつけてから、激しく鉄てつ格ごう子しを揺さぶってくる。

「白い髪に邪じや眼がんと見まがう眸ひとみ。気味が悪いとなぜ兄上は思わない。なぜあなたに惹ひかれる」

「……え……？」

「あなたに執しゆう心しんする兄上は、私の知っている兄上ではない。兄上の心を乱す女など誰が許せるものか。北方の双そう璧へきは兄上と私。兄上のとなりに立つのは私だ」

　歪めた顔で吐はき捨てられ、ようように察した。

　もしかして汪羽は実の兄に敬愛以上の想おもいを抱いだいていたのかもしれない。これで伶藍が男子だと知ってしまえばどうなるか。

　後ずさりかけたのを踏ふみとどまり、まっすぐ汪羽に顔を向ける。

「汪凱さまの心はすでに私にはございません。あの方は私と侍じ従じゆうを牢ろうに閉じ込めた。それが答えでございましょう」

「心などどう転ぶか分からぬもの。いずれにせよ、あなたは兄上のとなりに立ち続ける。あなたは南方を治める要かなめ。兄上ははっきりそうおっしゃった」

　汪羽はいっそう眉み間けんを歪めると、鉄格子を蹴けりつける。

　ひっ、と息を吞んだとき、凜明がさっとやってきて鉄格子の前に立った。

「伶藍さまを恨んでも詮せんないことです。短剣はもうあなたにお渡ししました。お好きなように使ったらよろしいじゃないですか」

「凜明っ」

　なぜ煽あおるようなことを言うのか。だけど汪羽のほうは凜明の言葉で我に返ったらしい。

「そうだな。これは私のものだ」

　唸うなるように呟つぶやくと、短剣を腰こし具ぐのひとつに収める。

「勘かん違ちがいしないでいただきたい。私にとって兄上はすべて。大陸統一のために命をかける兄上のままならば、私は兄上の失脚を目もく論ろむ者たちと手を結ぶことはしなかったし、兄上を軍神ごと葬ほうむろうなど考えもしなかったでしょう」

「……こ、殺すのですか？　汪凱さまを？」

「殺す？」

　汪羽は暗い眸で伶藍を見やる。

「あなたは覚えていますか？　我らが初めて綸の王宮に乗り込んだ日のことを。あなたは兄上の前で膝ひざをついた。あの姿を兄上が捉とらえたとき、私の慕したう兄上は消えてしまわれたのです」

　背を向け、立ち去る汪羽に「待ってくださいっ」と呼びかける。

　だけど汪羽が戻ってくることはなく、牢は再び深しん更こうの静せい寂じやくに包まれた。







「大変なことが起ころうとしていますっ。汪凱さまはお命を狙われていて──」

　何度も牢ろう守まもりの兵たちに訴うつたえたものの、まともに聞き入れてはもらえなかった。

　汪凱は無事なのか、戦せん況きようはどうなのか。牢の外で何が起こっているのかまったく分からず、不安ばかりが胸のなかで大きくなっていく。

　隗国が苦戦を強しいられていると知ったのは、皮肉にも牢生活に慣れ始めた頃ころだった。

　戦いくさの相手は綸の周辺三国。かつて同盟を結んだ相手である。三国も集つどえば、隗ほどではなくとも、そこそこの大国になる。いつかの伶藍なら「そら、ごらんなさい」と呆あきれていただろうが、もはやそんな気持ちは湧わいてこなかった。

　軍神の力を得た者は、戦で負けることもなければ命を落とすこともないと汪凱は言っていたと思う。汪凱率いる隗の軍が苦戦しているということは、軍神が力を発揮していないということだ。

　もしかして汪凱は戦の混乱のなか、汪羽に背中を狙われてしまい、すでに命を──。

　よぎった不安をかき消そうと、何度も首を横に振ふる。

「嫌いやです、嫌……。私はあの方に言いたいことがたくさんあるのです」

　たとえ汪凱の心のなかに伶藍はもういなかったとしても、伶藍の心のなかには汪凱がいる。

　汪凱と過ごした短い日々のなかで、本当の自分を取り戻すことができたのだ。きっと伶藍は十八年の間、自分でも数えられないほどたくさんの自分を切り捨ててきたのだろう。

　最後、塵ちりのようになっていた伶藍を汪凱が見つけてくれた。

　自分は綸国の后なのだからと頑かたくなにならず、芽生えた想いに少しでも正直になっていれば、これほど後こう悔かいすることはなかったかもしれない。

　牢の隅すみで縮こまって嗚お咽えつを嚙かみ殺していると、凜明に背中を撫なでられた。

「泣かないでください。隗の皇こう帝てい陛下は必ず伶藍さまのもとへ帰ってきてくださいます。誰だれよりもそれを望まれているのは陛下ご自身です。伶藍さまが信じなくてどうするのですか」

「そうですよね、私が信じないと」

　うなずきかけてはっとする。「凜明。あなたは何を言っているのです？　私のかわりに汪凱さまを殺そうとしたのではないのですか？」

　眉まゆをひそめると、凜明はしまったというような顔をする。

「きちんと私に説明しなさい。あなた、何か隠かくしていますね？」

「…………」

　凜明は床ゆかのあちこちに視線をさまよわせたあと、覚かく悟ごを決めたのか、面おもてを上げる。

「実はぼく、皇帝陛下にお願いされてお芝しば居いをしたのです」

「お芝居？」

　凜明の言葉をなぞってから「ええっ」と声を上げる。

「お、お芝居って、どうして汪凱さまは凜明にそんなことを」

「裏切り者が誰なのかあぶりだすためです」

　凜明は鉄格子の辺りを窺うかがってから、伶藍の耳に唇くちびるを寄せる。

　本当は口止めされているのですが……という前置きのあと、事の顚てん末まつを聞き、卒そつ倒とうしそうになった。

　凜明が汪凱の世話係になったのは、伶藍のかわりにあの短たん剣けんを使って汪凱の背中を刺そうと考えてのことだったらしい。普ふ段だんの汪凱が相手なら無理だろうが、意識を朦もう朧ろうとさせている汪凱なら自分にも刺せるだろうと。

「だけど、皇帝陛下──汪凱さまは夢うつつの状態でずっと伶藍さまの名前を呼んでらっしゃいました。そのときに思いだしたんです。ぼくが集落に帰っていたとき、汪凱さまと伶藍さまが泉を見に来られたことがありましたよね？　ぼくはこっそりとお二人を追いかけていましたが、汪凱さまも伶藍さまも笑っておられてなんだか不思議な感じがしたんです」

　凜明は居ずまいを正すと、伶藍を見上げる。

「もしかして汪凱さまは伶藍さまをお慕いしていて、伶藍さまも汪凱さまをお慕いしているのではないですか？　だから汪凱さまがお目覚めになったとき、あの短剣をお見せして、ぼくが知っていることをすべて打ち明けたんです。あの方はぼくに仕置きをするどころか、婆ばばさままで巻き込まれてしまったことをとても心配されていました」

　そんなことがあったなんて露つゆほども想像していなかった。

　瞠った目をして固まる伶藍に、凜明は力強い口調で語る。

「ぼくが汪凱さまに頼たのまれたのは、露ろ台だいでのお芝居と、この牢に短剣を取り戻もどしにきた人に従うことです。汪羽さまが訪おとずれたことは、牢守りの兵の誰かが陣じん地ちに走って汪凱さまにお伝えしていることでしょう。ぼくと伶藍さまは罪を犯おかしたから投とう獄ごくされたのではありません。汪凱さまのお留守の間に命を狙ねらわれることがないよう、この牢獄で守っていただいているのです」

　最後の言葉が伶藍の胸をつまらせた。

（……私は、汪凱さまに守られている──）

　よく考えれば大将が集う場で汪凱の背中に短剣を向けることもおかしいし、汪凱が凜明から短剣を取りあげようとしなかったこともおかしい。

「お忘れなのですか？　ぼくはどんなときも伶藍さまの味方なのですよ」

　凜明が誇ほこらしげな表情をして笑ってみせる。

　あらためてまっすぐな思いを向けられ、眸が潤うるむ。怯ひるむことなく芝居に挑いどんだ凜明が一回りも二回りも大きく見えた。

「ごめんなさい。私は何も知らないくせに凜明を責めるようなことばかり……」

　もっとしっかりしなければ──。

　とんっと強く自分の胸を叩たたいたとき、牢守りの兵たちがざわめき立っていることに気がついた。「ご帰き還かんだ！」と口々に叫さけぶ声が聞こえ、すぐに鉄格子にへばりつく。

「誰が帰ってくるのですか？」

「我ら隗の皇帝軍でございます。戦は隗の勝利。安心なさいませ」

　安あん堵どの笑えみを広げかけてはっとする。

　伶藍には戦の勝利よりも大きな気がかりがある。

「汪凱さまはご無事なのですか？　もしかして兵を率いているのは、汪羽どのということはありませんか？」

「そこまでは分かりませぬ。皇帝と将軍、どちらが兵を率いていても問題ありますまい」

「大問題ですっ」

　がんっと鉄てつ格ごう子しを叩く。

　苦戦から一転、勝利を摑つかんだことで、牢ろう守まもりの兵たちは誰も伶藍の話を聞こうとしない。「悪いが、俺は出で迎むかえに行くぞ」と誰かが言ったかと思うと、「ならば俺も」と先を争うようにして牢獄を出ていく。

「待っ……私をここから出してくださいっ」

　どうやら本当に誰もいなくなってしまったようだ。伶藍の叫び声だけが牢獄にこだまする。

　帰ってきたのは汪凱なのか汪羽なのか、早く確かめたい。凜明と顔を見合わせてから、なんとかして牢から出ようと鉄格子を揺ゆさぶっていると、いきなり大勢の足音が牢獄内になだれ込んできた。

　もしかして汪羽の手の者たちだろうか。凜明と揃そろって表情を強こわ張ばらせたとき、

「伶藍、伶藍はどこじゃっ」

　ふいに玉來の声がこだました。

「婆さま？」

　よくよく見ると、押し入ってきたのは[image: ]の男衆だった。

「救出が遅おくれてしまい、申し訳ございません。見張りが手て薄うすになる時機を窺うかがっておりました」

　男衆のひとりが錠じよう前まえを壊こわす間も、待ちきれない玉來が「早くしろっ」と声を荒あららげる。

「事の詳しよう細さいは月花宮の侍じ従じゆうたちから聞いておる。もう心配はいらんぞ。渓けい谷こくに暮らす豪ごう族ぞくに助力を求めておる。凜明とともに綸国の外へ逃にげろ」

　玉來が伶藍の腕うでをぐっと摑む。

　せかされるままに歩かされ、牢獄から出たところではっとした。腕を摑む玉來の手に目を落としてから、乱暴にならないように気をつけて振り払はらう。

「婆さま、私は逃げません」

「なんじゃと？」

　険しい目を向けられたが、もう怯まない。

「婆さま。誰の子か分からない私を十八年も大切に育ててくださってありがとうございます。ご恩は一生忘れません」

「伶藍。お前、何を──」

「私、恋こいをしたのです」

　そう、恋をした。

　誰よりも猛たけ々だけしい人に、生まれて初めての恋をした。

　もしかして銀色の髪かみと紺こん青じよう色の眸ひとみは、本当に汪凱に見つけてもらうためにあったのかもしれない。そんなふうに思うと、嫌でたまらなかったものが誇らしい。こんな姿で生まれたのは大陸中を探してもきっと伶藍だけだろうから。

「私はもう、婆さまの言うことは聞きません」

　はっきり宣言すると、新しい自分に血が通ったような気がした。

　目を丸くする玉來に微笑ほほえみかけてから、長ちよう裙くんの脇わきを引っ摑んで駆かけだす。

「おいっ、どこへ行く」

　目指すは、外がい苑えんと内苑を見み渡わたせる場所──王宮の露台だ。

　牢獄からだと結構な距きよ離りがあったが、足を止めて休もうとは思わなかった。戦場から帰ってくるのは、果たして汪凱なのか汪羽なのか。とにかくそれを確かめたくて、王宮の階段を一気に駆けのぼる。

（どうか汪凱さまでありますように！）

　伶藍は露台に辿たどり着くと、手すりから身を乗りだした。

　視界一面にはためく炎ほのおの軍旗。隗の軍はいま、外苑を進んでいる。

　もし汪凱がいるとすれば、先頭に立って兵を率いているだろう。眩まぶしい陽ひ射ざしに手をかざし、先駆けの騎き馬ば隊に目を凝こらす。

「──あっ」

　大きな黒い馬が見える。隗王かもしれない。胸がつまったせいで目め許もとが濡ぬれてくる。

　こんなときに泣いていたら何も見えない。目許を拭ぬぐっては目を凝らし、また目許を拭っているうちに、一隊また一隊と騎馬兵たちが内苑に辿り着く。

　ぐっと距離が近くなった。やはりあの馬は隗王だ。

　ならば、騎乗の男は──。

　男は周りの兵たちと言葉を交かわしていて、露台に立つ伶藍には気づいていない。

　少しでもいい、顔を上げてほしい。祈いのるように見守っていると、男が傍かたわらの兵に槍やりを預けた。次に兜かぶとを脱ぬぎ、頭を振ふるう。

　強こわそうな短たん髪ぱつ。──汪凱だと確信し、こらえていた涙なみだがどっと溢あふれた。

　よかった。本当によかった。戦勝をあげたというのもまちがいないようで、汪凱は興奮冷めやらぬ顔つきで兵たちに言葉をかけている。

　露台でしきりに洟はなをすすっていると、汪凱がふと顔を上げた。

　手の甲こうで庇ひさしを作り、露台を見上げる姿。唇くちびるが動いたように見えたが、声までは届かない。

　汪凱は隗王を走らすと、露台のすぐ下にやってきた。

「伶藍。お前、何をしている。どうやって牢から出た」

　笑いまじりの声だ。凜明が言ったとおり、月花宮の庭での騒さわぎは本当に芝しば居いだったのだろう。うれしくて目め頭がしらが熱くなる。

「すぐにそちらへ行きます」

　滲にじむ声を張りあげてから、先ほどのぼったばかりの階段を駆けおりる。

　内苑は馬たちの立てる土つち埃ぼこりで白くなっていた。

　涙を拭ったり長裙の脇を引っ摑んだりと、両手は何かと忙いそがしい。あまりにも気が急せいたせいで、伶藍は王宮の大おお扉とびらを出てすぐのところで転んでしまった。恥はずかしさを感じるまもなく起きあがり、汪凱を捜さがす。

　汪凱は隗王から降りて伶藍を待っていた。

　澄すまし顔で歩み寄ることなんてとてもできず、脇目もふらずに汪凱に向かって駆ける。

「ご無事のご帰還、何よりでございます……っ」

　鎧よろいの胸に飛び込んだのと同時に抱だきあげられた。

　一いつ瞬しゆんで顔の高さが汪凱よりも高くなる。

　うれしい、汪凱が笑っている。

「驚おどろいたな。投獄した俺の帰還を喜んでくれるのか」

「凜明より聞きました。あれはお芝居だったのだと」

　汪凱は「口止めしていたんだがな」と苦く笑しようする。

「許せよ。後宮よりも牢獄のほうが安全だと思ったまで。俺にも誰だれが味方で誰が敵なのか分からなかった。まさか弟がかかわっているとは夢にも思っていなかったが」

　そういえば汪羽の姿が見当たらない。

　恐おそる恐る尋たずねると、汪凱は曖あい昧まいに微笑んで伶藍の頭を抱き寄せる。

「安心しろ。あいつはもういない」

　答える声には寂さびしさがまじっていた。それ以上はとても訊きけず、汪凱の首筋に顔を埋うずめる。

　もし汪羽が汪凱の弟でなければどんな生き方をしていただろう。きっと同じように汪凱を支える男になっていただろうと思うと、また目許が濡れてくる。

「泣くな。砂だらけの顔がひどくなる」

　汪凱に軽く後ろ頭を叩たたかれ、派手に転んだことを思いだした。

　どうやら伶藍の顔は相当汚よごれているらしい。汪凱が肩かたを揺らして笑う。恥ずかしくなってでたらめに拭っていると、「よせ、もっと汚れる」と笑われた。

「まさかお前が牢を出ているとはな。俺の兵たちになんと言って錠前を解かせた」

「あ……[image: ]の皆みなが助けにきてくれたのです」

　汪凱は二、三度瞬またたいたあと、鼻筋に皺しわを寄せる。

「牢ろう獄ごくに配置した兵たちに仕置きをせねばならんな。俺は綸国后きさきとその侍従をぜったいに牢から出すなと言っておいたのだが」

「怒おこらないでください。[image: ]の皆だって必死ですし、私も早く汪凱さまの姿をこの目で確かめたかったんです」

　牢のなかでは無事を願い祈ることしかできなかったが、いま汪凱はここにいる。

　黒こく煙えんも軍神の姿も視みえないし、双そう眸ぼうも黒い。誰よりも会いたかった汪凱に抱きあげられているのだと思うと、想おもいは自然と弾はずんだ声になる。

「私、汪凱さまに恋をしたのです」

「恋？」

　汪凱は丸くした目でしばらく伶藍を見つめてから噴ふきだした。

「なぜ笑うのですか？　私が恋をするのはおかしなことなのですか？」

「いや。そのような甘ったるい言葉、久しぶりに聞いたと思っただけだ」

　言いながらもまた笑われる。

「恋……なるほど、恋か」

　なかなか神しん妙みような顔が作れないらしい。いまだに肩を小刻みに揺ゆらしている姿を見て、汪凱は同じ想いを持っていなかったのかと不安になった。

（あんなにしつこく口説いてきたくせに……）

　つっと睫まつ毛げを伏ふせる。

「伶藍」

　汪凱が伶藍の後ろ髪がみに手を入れる。やんわりと引き寄せられ、額と額が触ふれ合った。

「俺はな、ずいぶん前からお前に恋をしている」

　とんっ、と鼓こ動どうが跳はねた。

　目の前に、照れたように笑う唇がある。

「后然とした美しいお前もいいが、素す直なおに怒ったり笑ったりするお前もいい。変に気強いところも弱いところも、俺はすべて愛いとおしいと思っている」

「……汪凱さま……」

　捧ささげられた言葉が陽射しとなって、伶藍の胸一面に花が咲さいていく。

　うれしくてうれしくて、思いきり汪凱の首根に両りよう腕うでを巻きつける。笑ったらしい汪凱の吐と息いきが耳みみ朶たぶに触れてくすぐったい。だから伶藍も笑う。

「あ、あの──」

　大将のひとりが戸と惑まどい気味に声をかけてこなければ、伶藍はいつまでも汪凱と笑い合っていたかもしれない。







「熱ねつ烈れつでしたね。兵士の皆さまもびっくりされていましたよ」

　凜明にくすっと笑われてしまい、伶藍は無言で頰ほおを赤くする。

　月花宮にある汪凱の寝しん所じよだ。戦勝の宴うたげが終わったので水を届けようと訪ねると、汪凱は凜明に体を揉もみほぐしてもらっていた。

　就寝の支し度たくはすでに終えているのだろう。汪凱は薄うす衣ぎぬをまとった格好で寝台に腹はら這ばいになっている。

「何、気にすることはない。お前は派手に転んだときから兵の注目の的だった」

「……ますます恥ずかしいじゃないですか」

「なぜ。つんと澄ましているよりよほど可愛かわいらしいわ。なあ、凜明」

「はい。ぼくもそう思います」

　大きな秘密を共有したことで、汪凱と凜明の間には絆きずなのようなものができあがっているらしい。二人は伶藍を置いてけぼりにして「よせ、そこは痛い」「あ、ごめんなさい」と笑いながら言葉を交わしている。

「私もお芝居の仲間に入れてくださったらよかったのに」

「そう言うな。俺が凜明を見込んで頼たのんだことだ」

　汪凱は体を起こすと、枕まくら元もとにあった杯さかずきをあおった。「もう下がってよいぞ」と凜明に言ってから、伶藍のほうを向く。

「伶藍。お前は俺の兵に槍で突つかれたことを覚えているか？　あのとき、まっさきにお前をかばって兵の前に立ったのがこの凜明だったろう。歳としは十一でもお前を守ろうとする心が強い。大役を任せるにふさわしい男だ」

　そう言われたら……と思って凜明を見る。

　きっと汪凱に手放しに褒ほめられてうれしかったのだ。凜明は笑えみを隠かくしきれない表情をして寝台の周りをてきぱきと整える。

「皇こう帝てい陛下、ぼくはこれで。あとは伶藍さまにお任せしてよろしいでしょうか」

「ああ、そうだな。ご苦労だった」

　凜明は汪凱に頭を下げたあと、伶藍にも頭を下げる。

　扉を出る寸前、「どうぞごゆっくり」と無む邪じや気きな笑みを向けられ、面めん食くらった。

（ごゆっくりって……）

　頰を赤くしたのも束つかの間、肝かん心じんなことを思いだして慌あわてて汪凱の側そばへ寄る。いつ汪凱の体温が高くなるか、宴のときから気が気でなかったのだ。

「汪凱さま、体調にお変わりないですか？　もっとお水をお持ちしましょうか？」

　寝台に腰こしをかけ、汪凱の額に触れようと手を伸のばす。

　だけどその手を摑つかまれ、汪凱の胸にしなだれるような格好になってしまった。

「案ずるな。軍神は俺の体にはもういない」

「いない？」

　訊き返してから、言葉の重大さに気がついた。

「ほ、本当ですかっ？」

　確かに薄衣越ごしに触れている体はそう熱くないし、眸ひとみも黒い。とはいえ、あれだけ汪凱の体に執しゆう着ちやくしていた軍神が、祓はらいの儀ぎ式しきなしに出ていくようなことがあるのだろうか。

　もしやと思い、汪凱の肩から身を乗りだして背中を覗のぞく。

　怪け我がらしいものを見つける前に「誰にも刺さされておらんわ」と頭をはたかれた。

「お前は庭の水すい池ちに俺を引きずり込んだだろう？　消えたのはたぶんあのときだ。皇帝壬迂は火矢を放たれて命を落としている。水は弱点になり得るものだったかもしれんな」

　ひとつ瞬いてから「それだけで？」と返すと、汪凱はむっと顔をしかめる。

「あれはただの水ではない。お前たち[image: ]の一族がずっと守ってきた泉の水ではないか」

「それはそうですけど……」

「俺は森の水池で水浴びもしている。あの頃ころから俺も軍神も気づかぬうちに、軍神の力が弱まっていたのか──」

　言いながら何か思いだしたらしい。目の前の唇くちびるがにっと歪ゆがむ。

「そういえばあそこで光明神の生まれ変わりを抱いたな。あれがいちばん効いたのかもしれん」

　かっと顔が赤らんだ。

　思わず目の前の頰をつねる。思いきり力を込めたつもりなのに、汪凱は声を立てて笑う。

「汪凱さま、真ま面じ目めに答えてください。本当に本当に、軍神はもういないのですか？」

「くどいやつだな。俺がいないと言ったらいないんだ」

　汪凱は伶藍がつねったほうの頰を撫なでさすると、いたずらを白状する子どものような表情をする。

「敵国の兵士がな、兵士に見えたんだ」

「……は？」

「前に言っただろう。軍神を宿していると、敵兵が蟻ありの子のように見えると。だがな、此こ度たびの戦いくさでは見まがうことなく兵士だった」

　汪凱はくつくつと笑いながら、伶藍の首筋に額を預ける。

「よくもまあ、三国まとめて攻せめ落とそうなどと馬ば鹿かなことを考えたものよ。敵兵が兵士に見えたときは青ざめたわ。さすがの俺も生身では三国分の兵を蹴け散ちらすことはできん。えらく苦戦したのも俺の体に軍神がいない証あかしだ。なんとか勝てて首が繫つながったわ。もう戦はせん。これ以上国を拡ひろげても治めるのが困難になるだけだ」

　軍神は俺の体にはもういない──経けい緯いはどうであれ、きっと真実なのだ。汪凱が自身の力を過信せず、『人』らしいことを言っている。

「で、では、大陸統一は？」

「俺が攻め落とした国は四十二。もう十分だろう。次は民たみが暮らしやすいように国を整えることを考える」

　こういう言葉が聞きたかった。

　あまりにもうれしくて、唇が震ふるえだす。

「よかった……本当によかったです……」

「お前のおかげだ、伶藍。火傷やけどを負っても俺を放さなかった──」

　言いながら近づいた唇が伶藍の唇をついばむ。

　ほんのりと熱いだけの温ぬくもりにうれしくなり、伶藍も汪凱の唇をついばむ。くすぐったそうに笑う仕草が愛おしくて、思いきり汪凱の首筋に顔を埋うずめる。

「なあ、伶藍」

　汪凱が何か言いかけた。だけど最後まで言葉にしない。伶藍の後ろ髪を撫でてはふと止まる手つきが、汪凱の逡しゆん巡じゆんを教えている。

「何ですか？」

　ついに伶藍が顔を上げると、汪凱は困ったように眦まなじりを下げる。

「お前はこれからどうしたい。男として生きていきたいか？」

　どうしてそんなことを訊きくのだろう。ぱちぱちと瞬またたいたあとで苦く笑しようする。

「いまさらそんなことができるわけがないじゃないですか。民が混乱しますし、私だって混乱します」

「だったら──」

　汪凱が唾つばを飲む。「俺の后きさきになってほしい」

　えっ？　と訊き返したつもりだが、声になっていなかったかもしれない。

　目を瞠みはり、唇も半開きにして、じっと汪凱を見る。

「俺はお前を后にしたい。お前以外ではだめだ」

　あまりにも驚おどろきすぎたせいでしばらく息をするのを忘れていた。

　答える前から答えを知らせるようなせわしない胸の高鳴り。まさか后という言葉にこれほど鼓こ動どうが色めき立つなんて思ってもみなかった。

　お前を后にしたい。──たったいま聞いた言葉が、頭のなかでわんわんとこだまする。

「私、女でいう寡か婦ふなんですよ？」

「だから何だ。お前を慈いつくしみもせず国も民も捨てた男のことなどさっさと忘れてしまえ」

　こういう言い方をするということは、伶藍が初しよ婚こんでないことはどうでもいいらしい。

　また胸が熱くなる。

「こ、子どもは？　私、子どもは産めませんよ？」

「何。仲なか睦むつまじくしておれば、泉のほとりに俺とお前によく似た赤子が現れるやもしれん」

「……ええっ？」

　そんな期待をされても困る。びっくりして目を丸くしたのを汪凱が笑う。

「冗じよう談だんだ。俺はお前がいればそれでいい」

　ほっと息を吐はく。緊きん張ちようがほどけたのか、自然と頰に笑みが咲さく。

　捨てられないものをたくさん背負っているのは汪凱も同じだ。この先にあるだろう困難も、汪凱となら乗り越こえていけるような気がする。

　伶藍も汪凱以外には考えられない。

　汪凱のとなりで生きていけるのなら、長ちよう裙くんだってはくし、髪かみだってきれいに飾かざる。

「ありがとうございます。私、汪凱さまの后になります」

　伶藍は笑ったままの唇を汪凱の頰ほおに押し当てた。

　ついでにこれも言っておく。

「箱入りですので大切にしてくださいね。あ、浮うわ気きはだめですよ？　私、視みえますから」

　汪凱はゆっくりとふたつ瞬いたあと、相好を崩くずした。

「俺にその手の脅おどしは効かんぞ。馬ば鹿か馬鹿しい、誰だれが浮気など──」

　伶藍を押し倒たおした汪凱が、嚙かみつくようにして口づけてくる。

　なんて幸せな日なんだろう。伶藍は身を捩よじって笑った。







　それから何度口づけを交かわしたか分からない。笑いながらのものが少しずつ湿しめり気を帯びてきて、伶藍はうっとりと汪凱の首に両りよう腕うでを巻きつける。

「うん？　まだ消えていないではないか」

　伶藍の帯を解いていた汪凱がふと眉まゆをひそめる。

　火傷の痕あとのことだろう。よくよく見ると、肌はだの色がまだらになっているのだ。

「こんなの、気づくのは汪凱さまくらいです。そのうち自然に治ります」

　叱しかられるのが嫌いやで体を捻ひねる。だけどあっさり戻もどされて、はだけかけの襦じゆの前を割られた。

「まったく──」

　検分する手のひらに何度も首筋から下腹までを撫でられ、肌が緩ゆるやかに火ほ照てりを持っていく。

　特に胸の花芽がいけない。汪凱の手が突とつ起きをかすめるたび、ぴりっとした熱のようなものが四し肢しに走る。

　なんだか変だ。「ん……」と小さく呻うめいて身を捩る。

　たぶん汪凱も伶藍の変化に気がついたのだ。花芽に火傷の痕はないのに唇を寄せてくる。

「ふ、あ」

　舌先で円を描えがくようにして尖とがりを舐なめられ、またぴりっと熱が走る。

　どうしてここはこんなにも敏びん感かんなのだろう。四肢に沁しみた熱が鎮しずまるまもなく甘あま嚙がみされてしまい、小鼻がひくついた。

「そ、そこ、だめ」

「なぜ。俺に食はませたくて色づいているのではないのか」

　お決まりの言い草に眉根を寄せてみる。だけど乳にゆう暈うんごと食まれたせいで、眉み間けんの皺しわはすぐにほどけてしまった。「ぁあっ」と声を上げながら敷しき布ふを摑つかむ。

「戦の後始末を終えたら泉へ行こう。泉の水で俺が火傷の痕をきれいに治してやる」

「平気、です……もう」

「俺と集落へ行くのは嫌なのか？」

「そうではなくて……っあ、汪凱さまは胸の傷を誇ほこりだとおっしゃった。私の火傷の痕も誇りです。だから消えないほうが……」

　湿った息を吐きながらなんとか言葉にしたのに、聞き入れてもらえない。

「お前の心だけで十分だ。──む、ここにもあるぞ」

　腰こし骨ぼねの尖りを舌で包まれ、びくんっと体が跳はねる。

「っは……ぁ」

　検分する手のひらが、そして唇くちびるが、うずうずとした快楽を赤せき裸ら々らにしていく。

　汪凱に触ふれられると、どうしてこんなにも蕩とろけてしまうのだろう。甘えるように腰がうごめき、息が乱れていく。もしかしてと思ってそっと足の間に手をやると、雄おすの証が棒のようになっていた。

　咄とつ嗟さに両手で覆おおったのを汪凱が笑う。

「隠かくすな。夫となる男にはすべて見せるものだ」

「だ、だって変じゃないですか、こんな形」

「変だと思うお前が不思議だ。睦むつみたい相手と二人きりになれば、誰だってそうなる。俺のものを確かめてみろ」

　汪凱が伶藍の体に跨またがり、膝ひざ立だちになる。

　薄うす衣ぎぬのちょうど股また座ぐらのところが盛りあがっているのが分かり、目め許もとがぽっと熱くなる。

　ちらりと汪凱を窺うかがってから上体を起こす。そろりと薄衣の重なりに手を入れると、伶藍が引きだすよりも早く昂たかぶりが首を突つきだした。

「見ろ。お前が欲しくてたまらんといきり立っておる」

　そういえば初めてのまぐわいのときも「見ておけ」と言われ、見せられた気がする。

「汪凱さまは私に見せたいんですね」

　小さく笑ってから昂ぶりに片手を添そえ、枸杞にしてやるように撫なでてやる。

　やさしく撫でただけなのに、先せん端たんの切れ込みに透とう明めいな雫しずくが滲にじんだ。ちゅっと吸いあげてやると、また次の雫が滲む。

　獰どう猛もうな姿をしているわりには可愛かわいらしい。今度は側面に舌を這はわせてみる。

　頰ほお張ばることも試ためしてみたけれど、大きさが大きさなので口に納めるのは難しかった。それでもしきりに舐めているうちに、ぐぐっと張りが強くなる。

　一回りは大きくなっただろうか。伶藍のものが棒切れなら、汪凱のものは棍こん棒ぼうだ。

　だけどそれ以上の変化はない。伶藍ならもっと悶もだえているはずなのに。

「なかなかぴゅっと出てきませんね」

　汪凱を見上げて言うと、瞠どう目もくされた。

「お前、俺を極きわめさそうと思っていたのか？　もっとこう、扱しごくようにせねば出るものか」

「扱く？」

　よく分からない。首を傾かしげたところで寝しん台だいに倒される。

「初うい々ういしい献けん身しんの礼にたっぷり教えてやる。こうするんだ」

「待っあ」

　太ふと腿ももを割り広げられ、剝むきだしの股座に汪凱が平ひれ伏ふす。

　もともと欲情していたのだ。果か芯しんを舌で包まれるだけで甘美な波に吞のまれてしまう。

「はう……うっ、ん……」

　ぎゅっと硬かたくなる雄の根。汪凱は伶藍のいとけない昂ぶりを根元まで咥くわえては、ぎりぎりまで引き抜ぬき、また咥え込む。

　ああ、こういうふうにすればいいのか。ちらりと思ったものの、すぐに思考が霞かすんでいく。

　汪凱の舌がそうさせるのか、それとも伶藍がふしだらなのか。股座から聞こえる卑ひ猥わいな水音に煽あおられ、体の奥から熱いものがせり上がってくる。

「ああ……っあ」

　しならせた背が敷布から浮うき、ちかっと星のようなものがまぶたの裏に瞬またたく。あっと思ったときには汪凱の喉のどに向けて子種の汁しるを放っていた。

「はあ……ふ……う」

　乱れた自分の吐と息いきにまじり、情液を嚥えん下かする音が聞こえる。汪凱はまだ伶藍の股座から離はなれず、放出の余よ韻いんで打ち震ふるえている果芯に唇を這わせている。

　いったいどれほど蜜みつをためていたのだろう。たったいま放ったばかりだというのに、舌先でくすぐられているうちに二度目と三度目がごっちゃになって、ぴゅぴゅっと[image: ]ほとばしる。あまりにも勢いがありすぎて、下腹のほうにも飛び散った。

　恥はずかしい、笑われる──。

　きゅっと下唇を嚙む。

「そう頑かたくなになるな。俺はお前のいたいけな体も愛いとおしい。力を抜いておけ」

　飛び散ったものを拭ぬぐう口づけが、下腹にも太腿にもほどこされる。

　一気に高みへ連れていかれるのもいいけれど、こういうふうにやさしくされるのもいい。ぽうと上気した肌で汪凱の愛あい撫ぶを味わっていると、膝の裏を押しあげられた。

　寝所の空気にさらされた後こう孔こうが、きゅうっと窄すぼまる。

「可愛らしいな。お前に見せてやれないのが残念だ」

　汪凱が笑いまじりの声で言いながら、ふたつの指で窄まりを開く。

　ちろっと表を舐められたと思ったら、尖らせた舌を捻ねじ込まれた。

「んっあ」

　いちばん敏感なところで舌の熱さとぬるつきを感じてしまい、また下か肢しの肉が硬くなる。

　男子の体をまぐわいに耐たえられるようにほぐされている。屈くつ辱じよくを覚えるどころか、期待に喘あえぐ自分に生まれ変わってしまうなんて思ってもいなかった。奥深くもぐり込んでは媚び肉にくの締しめつけを味わう汪凱の舌に、体も心もとろとろに溶とかされていく。

「あう……ぅふ……」

　じんと疼うずく指先や、汗あせばむ首筋。甘えるような声で何度も啼ないて敷布を摑む。

　濡ぬれた指を差し入れられると、濃のう厚こうな快楽が腰いっぱいに広がった。雄の証あかしが小刻みに首を振ふり、子種を散らす。

「あぁ……ん、あ……あ」

　まるで体ごと果実になってしまったような気分だ。汪凱に味わわれるために、たくさん蜜汁をためている。汪凱は増やした指で伶藍のなかをかきまぜながら、ひくつく襞ひだに舌を這わす。

　本当に果肉をすするような唇の動きをされてしまい、立て続けに喘ぎが洩もれた。

　そんなに食べられたら蕩けてなくなってしまう──。

「お、汪凱さま……っぁ、は……私の体、美味おいしい……？」

「ああ、うまい。初心うぶなのに快楽に従順で、すぐに食べ頃ごろになる。お前を后きさきにできるなど夢のようだ」

　そんなふうに言われたらもっと汪凱の好きにしてほしくなった。

　汗ばむ手を下方に伸のばし、汪凱が口づけしやすいように尻しり肉にくを広げる。

「たくさん……召めし上がって。伶藍はもう、汪凱さまのものです」

「お前、可愛らしいことを」

　指を埋うずめたままのそこをしゃぶられ、甲かん高だかい声で啼く。

　くらくらと目がまわり、天てん井じようの装そう飾しよく画が二重に見えた。

「ぁあ……だめ、早く」

　快楽に苛さいなまれ、ねだる言葉が自然と[image: ]る。

「そう急せくな。俺のものになったばかりのお前をもっと愛したい」

「や、汪凱さ……ぁあ……はう」

　馴ならされた媚肉が汪凱を求めてうねるのが苦しい。ここだけは汪凱を感じないと楽になれない。汪凱でないとだめなのだ。

「うう、早く……」

　涙なみだ目めになってかぶりを振っていると、ようやく汪凱が薄衣を脱ぬぎ捨ててくれた。

　赤く潤うるんでいる後孔に灼しやく熱ねつが触れる。

「はっう」

　仰のけ反る伶藍をかき抱いだき、汪凱が腰を打ちつける。

「あ……ぁあ……は」

　口では頰張れなかったけど、後孔は巧たくみだ。あますことなく楔くさびを吞み込み、うっとりと汪凱に添う。

　熱くて硬くて猛たけ々だけしいものに肉にく壁へきを擦こすられるたび、じゅんと奥のほうまで潤うるおっていく。

「ああ、伶藍──」

　きっと汪凱も感じている。熱い吐息にまみれた唇が、伶藍のこめかみに押し当てられる。

　うれしい。深く強く、この人に愛されている。

　伶藍は汪凱の体に足を巻きつけた。ふっと汪凱が微笑ほほえみ、太腿に手のひらを這わせながら腰を動かす。また深く、灼熱が伶藍のなかを溶かす。

「はあん……」

　もっともっとと思うのに、うまく追いかけられない。

　体中が汪凱を求めて駄だ々だをこねている。こめかみを伝う汗も、洩れるばかりの嬌きよう声せいも、灼熱にほだされてこぼれる蜜も、すべて汪凱のものだ。

「あっ、待……私、また子種が……」

「出せばいい。お前の蜜で俺を溶かしてみろ」

　雄おすの根を握にぎられてしまい、乱れた声を上げて背をしならせる。

　剛ごう直ちよくの律動に合わせて果芯を扱かれ、あっと思うまもなく股座が濡れる。汪凱の律動はやまず、次の高みへ──。　>>>♥

　伶藍は必死になって汪凱をかき抱いた。いくつもいくつもまぶたの裏に光が散る。

　唇くちびるから[image: ]る喘ぎは、何ら意味のないものに聞こえているかもしれない。だけど伶藍は、大好きと繰くり返しているつもりだ。汪凱さまが好き、大好きと。

「はあっあ、あん……汪凱さ……汪凱さ、まっ」

「伶藍、俺の后。ずっと側に──」

　敷しき布ふから背中が浮いてしまうほど強く抱だきしめられ、体の奥に熱いものがそそがれる。

「ひゃ……」

　奔ほん流りゆうの激しさにびくびくと肌はだがわなないた。伶藍もまた情液を噴ふきこぼしてしまう。

　互たがいに果てても体を離す気にはなれず、ぴったりと抱き合ったまま、微笑みを交かわす。

　十も年上の男。目鼻立ちのはっきりした美男。自分勝手で強ごう引いんで──伶藍の男子の体も心もすべて愛してくれる人。

「……っふ……ぅ」

　汪凱さまに出会えて本当によかった。

　息が整わないのでなかなか言葉にできない。だけど触ふれ合う唇から伝わっているといい。

　燭しよく台だいの明かりが汪凱の背に絡からむ伶藍の指先を蜜色に染める。
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　季節はめぐり、また夏が来た。

　今日の王宮はいつもと違ちがう。楽団の奏かなでる聞き覚えのある旋せん律りつ。内ない苑えんに集つどった多くの民たみたち。伶藍は広間の大窓をそっと覗のぞいては、高鳴る胸をとんとんと叩たたいて落ち着かせる。

「いよいよですね、伶藍さま」

　同じように大窓を覗いていた凜明がにこっと笑う。

　綸国が隗国の属国となって一年。伶藍が一応の君主となり、綸国を治めるようになってからも同じくらいが経たつ。

　ようやく──本当にようやく、民の前で汪凱と婚こん姻いんの誓ちかいを立てる日が来たのだ。

　いくら想おもいはひとつでも、四十二の国を支配下に置く大国の皇こう帝ていと、もとは敗戦国の后の婚姻となると、そう簡単にはいかない。汪凱は北方と南方を行ったり来たりしながら、一年かけて支し度たくをしてくれた。伶藍も何度か隗に赴おもむき、汪凱の親族と会っている。

　不安は何もないはずなのに、やはり不安でたまらない。

「どうしましょう、すごく緊きん張ちようします。もし民に反対されてしまったら……」

　弱気になる伶藍を、凜明があははと笑い飛ばす。

「いまさら何をおっしゃるんですか。ずいぶん前から隗の国でも他ほかの国でも、汪凱さまのお相手は光明の神の生まれ変わり、伶藍さまだろうと噂うわさされていたそうですよ。ほら、民の皆みなさまの表情を見てください。とってもうれしそうじゃないですか」

「……うれしそうに見えますかね？」

「見えなきゃ、伶藍さまの目がおかしいんですよ」

　凜明は汪凱に政まつりごとの仕組みと武術を習うようになってから、はっきりものを言うようになった。

「そんなふうに言わなくても……」

　口のなかでもごもごと唱えながら大窓を覗く。

　民の表情をじっくり観察しているうちに、少し気持ちが落ち着いてきた。

　汪凱は綸国の復興にも尽じん力りよくしてくれたので、民は笑え顔がおを、町は賑にぎわいを取り戻もどして久しい。

『きっと隗国皇帝汪凱さまのお力で、綸国は平和な日々を取り戻すことができるはず』

　いつかの露ろ台だいで民に向かって叫さけんだあの言葉。まさに言葉どおりの日々がいまの綸国に流れている。汪凱が綸国のために尽つくしてくれたからこそ、今日を迎むかえることができたのだ。

（大だい丈じよう夫ぶ、きっとうまくいく）

　胸を叩きながら自分に言い聞かせていると、玉來が側そばにやってきた。

「何をこそこそと話しておる。もしや伶藍、気が変わったのか？」

「違いますよ。少し緊張しているだけです」

　本当のことを答えたのに、玉來はまるで聞いていない。

　ぐいっと伶藍の襦の袖そでを引っ張ると、ひそめた声で言う。

「いまなら間に合うぞ。凜明を皇帝に即そく位いさせ、お前は集落に戻ってこい」

「凜明は十二ですよ？　せめて十六になるまでは待てと汪凱さまがおっしゃったじゃないですか」

「ならば婆ばばが女帝になってやろう。お前は婆の子に戻れ」

「婆さま、あのですね──」

　ついにため息を落とし、玉來の背せ丈たけに合わせて膝ひざを折る。

「私はずっと婆さまの子です。凜明が即位するまでは綸国の君主ですし、今度は汪凱さまのお后きさきにもなるんです」

　玉來はじっと伶藍を見み据すえてから、小さな背を仰け反らせて笑う。

「腹をくくっておるのならよいわ。迷いがあるのならいまのうちにと思ったまで。許せよ」

　試ためされただけらしい。ほっとして微笑むと、待っていたかのように玉來の手が伸びてきて、伶藍の頰ほおを撫なでさする。

「神しん后ごうか。なんだかまたお前が遠くなるな」

　神后というのは、汪凱が新しく作った称しよう号ごうだ。

　これは神が選んだ后という意味で、いまもなお北方の軍神と呼ばれている汪凱が、南方の光明の神の生まれ変わりを后にするということ。ようは伶藍以外は神后になれない。

　たとえ伶藍が男子だろうが、親の顔を知らなかろうが、本当に泉が産み落とした子どもだろうが、汪凱の伴はん侶りよとして堂々と生きていけばいい。汪凱のそういう思いも込められている。

「婆さま、私は神后になっても変わりません。ときどき里帰りしますから待っていてくださいね」

　玉來の手をぎゅっと握ったとき、楽団の奏でる旋律が変わった。

　汪凱がやってくる。──すっと背筋を伸のばしたのと同時に、広間の扉とびらが開く。

　隗の皇族たちが列を成して広間へ入ってくる。先頭を歩んでいるのは汪凱だ。大国の皇帝らしい宮きゆう廷てい服姿が凜り々りしくて、思わず見み惚とれてしまう。

　汪凱は伶藍と玉來を見つけると、まっすぐに歩んできた。

「久しぶりだな、婆。悪いが伶藍は俺がもらうぞ」

「小こ憎にくたらしい婿むこめ。わしから大事なものをさらいよって」

「一度目は無理やりに嫁とつがせたくせに何を言う。伶藍は生しよう涯がい放さんぞ。寂さびしい余生を覚かく悟ごしておけよ」

　喧けん嘩かのようなやりとりだけど、これでも二人はかなり仲がいい。凜明と揃そろって苦く笑しようしたとき、高官たちの手で大窓が開かれた。

　ここは綸国なので、まずは伶藍が露台に立たなければいけない。

「汪凱さま、先に行きますね」

　伶藍はひとつ息をすると、ゆっくりと大窓を出た。

　大きな歓かん声せいが上がる。民たちは伶藍に向かって思いきり吉きつ祥しよう飾かざりを振ふっている。皆が笑顔なのがよく分かり、あらためてほっとする。

「皆さま、触れを出したのは他でもありません。今日は私の夫となる方を紹しよう介かいいたします。隗国の皇帝、汪凱さまでございます」

　大窓を振り向いてうなずく。それを合図に汪凱が露台にやってきた。

　沸わきあがった歓声のなか、汪凱は伶藍に微笑を向けてから手すりの前に立つ。

「隗国皇帝汪凱だ。綸国君主伶藍を后にすることをどうか認めてほしい。我が后は生涯伶藍ただひとり。北方の軍神と南方の光明神、どちらの神にも心から誓おう」

　汪凱が張りのある声で告げたのと同時に、凄すさまじいほどの拍はく手しゆと歓声が沸き起こった。

　眸ひとみを大きくして汪凱を見る。汪凱のほうも目を瞠みはっている。

　どうやら互いに想像以上の祝福だったようだ。汪凱が「ありがたいな」と笑い、伶藍の肩かたを引き寄せる。二人がぴったりと体をくっつけたことでまた歓声が上がった。

　祝福の声がこれほどうれしいものだったなんて──。

　じんとしながら内苑を見み渡わたしていると、汪凱が「おっ」と呟つぶやき、空を見る。

　つられて伶藍も上向いた。

　伶藍と汪凱の仕草を見て、同じように空を仰あおいだ民も多かったのだろう。すっと歓声が静まったかと思うと、今度はどよめきが起こる。

「雨だ、雨！」

「光明の神が此こ度たびのご婚姻を祝福されているぞ！」

　口々に叫ぶ民の声を聞きながら、汪凱と顔を見合わせる。

　澄すんだ夏空だったのにどうしたことだろう。細やかな雨が陽ひ射ざしにまぎれて降り始める。

　そういえば、隗が王宮を占せん拠きよしたときも霧きり雨さめが降らなかっただろうか。一度目の婚姻のときには降ることのなかった雨が、伶藍の髪かみ飾かざりにやさしく降りかかる。

「驚おどろいた。綸国には美しい雨が降るんだな」

　眦まなじりをほころばせて空を仰ぐ汪凱を見て、伶藍はふと首を傾かしげた。

　いつだっただろう。どこかで同じ風景を見たことがあるような気がする。

　今日のように何もかも金色でとても眩まぶしくて、なぜだかすごくうれしくて──。

「うん？　どうした」

　大事な日に考えごとをするのはもったいない。「いえ」と笑って首を振り、汪凱の胸に後ろ頭を預ける。

「ほんと、すごくきれい」

　宙に手のひらを向けると、襦の袖に陽射しをまとわせた雨あま粒つぶが降りかかり、光を放つ。

　皆が言うように、これは本当に光明の神が降らせている祝福の雨なのかもしれない。どんな宝ほう珠じゆよりも美しい。

　うっとりと見入っていると、いきなり汪凱に抱だきあげられた。

　びっくりして目を丸くする伶藍を、汪凱は笑い顔で見つめる。

「雨よりもお前のほうが美しいわ。俺がどれほどこの日を待ちわびていたか。俺とともに生きよ、伶藍。お前にたくさんの風景を見せてやる」

　まっすぐ向けられた眼まな差ざしが何よりもうれしい。

　伶藍も同じように笑みを広げる。

「私だってこの日を待っていたんです。汪凱さま、ずっとずっと仲なか睦むつまじくいましょうね」

　もう生まれ変わりたいなんて思っていない。銀色の髪と紺こん青じよう色の眸のままでいい。汪凱がたくさん愛してくれるから。

　私はとっても幸せです。──いっぱいの想おもいを込めて、汪凱の額に唇くちびるを押し当てる。

　また歓声が沸く。
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　周辺三国との戦いくさを終えた年の秋、伶藍は初めて北方の大国・隗へ赴おもむくことになった。

　汪凱とは想いを交わし合ったものの、公おおやけにはしていない。新しい綸国の君主として隗を視察するという名目だ。

　隗ではすでに雪の舞まう日もあるという。広大な大地を見たとき、自分は何を思うだろう。隗の民たみはこの容姿を受け入れてくれるだろうか。綸国の君主として赴くのだから、立ち居い振ふる舞いには細心の注意を払はらわなければ──。

　不安と緊きん張ちよう、そしてたくさんの期待を抱いだいて綸を出立したというのに、悲しいかな、隗に着く頃ころにはすべて吹ふき飛んでいた。

　尻しりと腰こしが痛くてたまらない。その上、気持ちが悪い。

　伶藍は「うう」と呻うめいて長なが椅い子すに丸まる。傍かたわらには仏ぶつ頂ちよう面づらの汪凱がいる。

「まったくお前ときたら。馬には乗れん、馬車には酔ようとは何事だ」

「……もうじわげありまでん……」

　桶おけを抱かかえて涙なみだぐむ。えずくせいで涙が出るのだ。ついでに鼻水も。

　隗は北方、綸は南方。容易たやすく移動できる距きよ離りでないことは分かっていた。

　とはいえ、汪凱はこの距離を平気で行き来する。数人の護衛のみを連れて綸国にやってきて、月花宮で一夜を過ごして隗へ帰ることもざらなのだ。

　騎き馬ばの民の血を受け継つぐ汪凱だからできることだというのはもちろん承知している。

　汪凱自身も分かっているのだろう。だから伶藍と付き添そいの侍じ従じゆう長ちようには立派な馬車を用意してくれた。

　綿を幾いく重えにも挟はさんだ敷しき布ふ。ふかふかの背もたれ。硬かたすぎずやわらかすぎない枕まくら──。

　まるで動く寝しん所じよのような馬車だったのに、ひたすらにしゃちほこばっていたせいで尻と腰を痛め、悪お心しんにまで悩なやまされるはめになろうとは。

　出で迎むかえの汪凱の親族たちに挨あい拶さつをするのが精いっぱいで、王城──隗では王宮とは言わないらしい──のなかもろくに見ていない。

　控ひかえの間として案内された房ぼうで倒たおれ、いまに至る。

　伶藍よりも四十以上年上の、侍従長がけろりとしているのが恨うらめしい。

「会食は明晩に延期する。今夜はゆっくり休め。あとで寝所に夕ゆう餉げを運ばせる」

「……わだじ、なにもだべられぞうにありまでん……」

　えずきながらなんとか答える。長く荒あらい鼻息が聞こえた。







（負傷兵でもないのに担たん架かに乗せられるなんて……）

　まわらない頭でぼんやり思いながら、石いし敷じきの回かい廊ろうを運ばれる。

　結構な距離を運ばれた気がするので王城の奥に連れていかれたのだろう。

　先導の女によ官かんたちが扉とびらを押し開き、石造りの厳いかめしい房に通される。

　月花宮にある伶藍の寝所をふたつ繫つなげたくらいの広さだろうか。大切な客人のための房だということは調度品を見ればよく分かる。暖だん炉ろにはすでに火が入っていて、春のようにあたたかい。

　大変すばらしいお部屋を用意してくださり、ありがとうございます。

　──という意の言葉をもつれる舌でしゃべってから、さっそく寝台に横たわる。

「ご迷めい惑わくをおかけしました。あとは私が付き添います」

　不出来な娘むすめを詫わびる母親のような口調で侍従長が言うと、女官たちは深々と礼をして房を出ていく。

　侍従長と二人ならもう体てい裁さいは気にしなくていい。ほっとした途と端たんに睡すい魔まに襲おそわれた。

　だけど体は痛いし、悪心も治まらない。うんうんとのたうちまわりながら浅い夢のなかを漂ただよい、ときどき起きては水を飲む。嘔おう吐とするたびに「しっかりなさいませ」と侍従長に呆あきれられ、丸めた背中をさすられながらまた眠ねむりに落ちる。

　何度目かに目覚めたとき、房から侍従長の気配が消えていた。

「淑しゆく英えい？」

　名を呼んでも返事がない。起きあがって天てん蓋がいの帳とばりを開けてみる。房には誰だれもおらず、薪まきと燭しよく台だいのろうそくが静かに燃えているだけだ。

（湯でも借りにいったのかな？）

　首を傾かしげつつ、水を飲む。

　胸の辺りにむかむかしたものが残っているけれど、ずいぶん楽になってきた。明日はまっさきに汪凱に謝らなければいけない。そんなことを思いながら寝台に横になったとき、どこかでガタッと音がした。

　何だろう。体を捻ひねって帳をたくし上げる。今度は先ほどよりも大きな音が鳴る。

　たぶんあの辺から聞こえている──と、飾かざり棚だなに視線を定めたとき、飾り棚が動いた。

「…………!?」

　見まちがいではない。まるで見えない誰かが持ちあげたかのように、あきらかに右から左へと動いたのだ。それどころか、棚のあった場所から大きな影かげがぬっと姿を見せる。

「なな、何者ですっ」

「でかい声を出すな。警護の者がやってくるだろうが」

　聞き覚えのある声にぴしゃりと叱しかられ、はっと口を閉じる。信じられない、汪凱の声だ。

　慌あわてて飛び起き、目をごしごしと擦こする。その間に汪凱は寝台にやってきて、伶藍の真横に腰を下ろす。

「起きていたんだな。眠っているかと思っていたんだが」

「お、汪凱さまこそ、どうしてあのようなところから……」

「奇き襲しゆうに備えての抜ぬけ道だ。王城のほとんどの房についている。夜ふけに他国の女じよ帝ていの寝所を正面切って訪ねられるわけがないだろうが」

「た……確かに」

　会話を交わしていてもいまいち信じられない。

　事態の吞のみ込めない伶藍をよそに、汪凱は肩かたに薄うすく積もった雪を振ふり払う。

「侍従長ならとなりの房にいるから安心しろ。具合はどうだ。まともにしゃべれるようになったということは、少しは楽になったのか？」

「た、たぶん……」

　大きな声を出したり、飛び起きたりしたので、よく分からなくなった。

　動どう悸きのし始めた胸を撫なでさすっていると、にっと笑った汪凱が、伶藍の前に漆うるし塗ぬりの箱を差しだす。

「馬車酔いをした脆ぜい弱じやく者に差し入れだ。開けてみろ」

「私に？」

　妙みようにひんやりとした箱だ。そっと蓋ふたをずらしてから目を瞠みはる。

　真っ白でやわらかそうな、雪。箱のなかには美しい北方の冬がよそわれていた。

「何も食えそうにないと言っていたが、雪なら食えるだろう。隗の子はこれに甘かん蔗しよ糖とうを振りかけて食う。冬ならではの楽しみのようなものだ」

　汪凱は懐ふところから甘蔗糖の入った小こ袋ぶくろを取りだし、雪に振りかける。──が、ふと手を止めたかと思うと、眉まゆ根ねを寄せた顔を伶藍に向ける。

「しまった。匙さじがない」

　伶藍がきょとんとしている間にも、汪凱の眉み間けんの皺しわはどんどん深くなっていく。

　伶藍に食べさすつもりで抜け道を使って寝所へ忍しのんできたのに、匙を忘れてしまったということらしい。ひとりで不ふ機き嫌げんになっていく汪凱がおかしくて、伶藍は小さく噴ふきだした。

「汪凱さま、大だい丈じよう夫ぶですよ。ほら、こうすれば──」

　丸めた指先で雪を掬すくい、口に運ぶ。

「あ、美味おいしい」

　房があたたかいからなおさらだ。雪は舌の上で溶とけ、甘く冷たい水となって喉のどを滑すべっていく。

　二度目は大きめに掬ってぱくっと口にする。ふわっとしていて冷たい。喉だけでなく胸もすうっと潤うるおっていくような気がした。

「美味しい……本当に美味しいですよ。汪凱さまも食べてみて」

　掬った雪を汪凱の口くち許もとへ持っていく。仏頂面が少しだけやさしくなった。

「うむ。うまいな」

「でしょ？」

　今度は汪凱が指先で雪を丸めて伶藍の口許に差しだす。

　やけににやにやと笑っているのでおかしいなと思っていたら、あんと口を開けた拍ひよう子しに雪の塊かたまりを頰ほおに押し当てられた。

「冷たっ」

「すまん。手が滑った」

　雪は頰の熱で溶け、雫しずくとなって顎あごへと伝う。

「何が手が滑ったですか。わざとでしょ」

「いやいや、わざとではない」

　笑ったままの唇くちびるが、伶藍の顎から頰へと上向きに滑って雫を拭ぬぐう。最後に軽く唇に口づけられ、ささやかな腹立ちはあっさり消えた。

「今度は私が食べさせてあげます」

　忍び笑いをしながら小さな雪の塊を作る。

　頰がいいか、額がいいか、鼻の頭がいいか。迷うことを楽しんでいると、あっさり手首を摑つかまれ、雪の塊を食べられてしまった。

「あ、ずるい」

「なぜ」

　雪はもう溶けかけている。甘い水をまとわせた指先を汪凱がしゃぶる。

　人差し指から順に拭われ、最後は小指。と思ったら手首を引き寄せられて、また唇に口づけられた。雪で遊んでいるうちに二人とも冷えてしまったらしい。唇はどちらも冷たくて、なんだか不思議な感じがした。

「雪、ありがとうございます。冷たくて美味しかったです」

「気に入ったのならよい。北のほうまで隗王を走らせた甲か斐いがあったわ」

「北？　王城の雪ではないのですか？」

「この辺りはまだ塵ちりのようなのが舞まう程度だ。今日とて晴れていただろうが」

　具合の悪さをこらえるので必死だったので、天気を気にする余よ裕ゆうは持っていなかった。

　北の地まで走って手に入れた雪だったのだと知り、いまさらながら目を瞠みはる。

「ご、ごめんなさい、もっと大切に食べたらよかった……」

「何。俺は隗王がいればどこまでも往いける。隗の地で喉のど越ごしのよい果実を手に入れようと思うと至難の業わざだが、雪なら容易たやすいわ」

　汪凱は箱の底に少しだけ残っていた雪を指先で掬うと、伶藍にかざす。

　最後の雪だ。もうほとんど水のようになっているそれを、唇を上向きにして受け止める。指先から滴したたる雫も逃のがしたくなくて、ちゅっと吸いつくようにして唇を寄せる。

　甘くてやさしい味がした。

「汪凱さま。明日はいろんなところを案内してください。私、もう元気です」

「あまり気負うなよ。名目はどうであれ、俺はお前を隗に連れてきたかっただけだ。鼻水を垂らした顔で何も食えそうにないと泣かれたときは、意識が遠のきそうになったわ」

　伶藍の醜しゆう態たいを思いだしたのだろう。汪凱がくくっと笑う。

「忘れてください……」

「忘れてやらん。あれはあれで可愛かわいらしかった」

　意地が悪いのか、それとも懐が深いのか。ほのかに染まった頰を持て余していると、汪凱がふと窓辺のほうを見た。

「風の音が変わったな。さてはこの辺りにも降りだしたか」

　伶藍には何も聞こえない。

「雨？　それとも雪ですか？」

　訊ききながら、窓辺に歩む汪凱についていく。

　汪凱が窓の格こう子しをずらすと、雪まじりの風がふわっと房ぼうに入ってきて、前まえ髪がみを散らされた。

「うわぁ、雪！　雪ですね」

「この分だと少しは積もるかもしれんな。明日はしっかり着込んでおけよ」

　汪凱に抱だきかかえられて窓の外を覗のぞく。

　輪りん郭かくを失なくしかけている月の下、真っ白な雪が舞っている。

　厳しい北方の冬を知っている人にとっては、うんざりする光景なのかもしれない。だけど雪など滅めつ多たに降らない南方で暮らしている伶藍には、月光を浴びながら乱れ降る雪はとても美しいものに見えた。

　すごくきれい。素す直なおにそう感じた今夜を忘れずにいよう。

　甘くてやさしい雪の味も忘れない。伶藍はぴったりと汪凱にくっついて、儚はかなくとも強い雪花の白を目に焼きつける。
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　こんにちは。つばき深み玲れいです。

　このたびは「軍神皇こう帝ていの寵ちよう花か」をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回は当時の担当さまの熱いリクエストもあって、初めて中ちゆう華か風ふうファンタジーを書かせていただきました。といっても、あくまで中華「風」ですので諸もろ々もろご容よう赦しやを。（風とつけるのもおこがましい気が……）

　個人的には中華風というよりも、架か空くうの大陸のなかの小国と大国のお話というのがいちばんしっくり来ます。綸りん国こくは光明の神に守られた地、穏おだやかな楽園のようなイメージで。対する隗かい国こくは、実在した北方の騎き馬ば民族をもとに、国にしました。気候や風ふう俗ぞくなどは創作です。

　光明の神、軍神、尽つきない泉といろいろ出てきますが、ようは偶ぐう像ぞうとして生きるしかなかった伶れい藍らんが、汪おう凱がいと出会って自分らしさを取り戻もどしていくお話です。

　伶藍が可愛かわいくてしようがない汪凱と、キィーッと怒おこりつつも汪凱に惹ひかれていく伶藍。伶藍はなんだかんだ言いつつも婆ばばさまに似て気が強いので、汪凱のようにぐいぐい来る男でないとだめだと思います。しばらくは遠えん距きよ離り婚こんになりますが、まちがいなく汪凱が隗かい王おうを飛ばしてしょっちゅう月げつ花か宮きゆうを訪おとずれるでしょうから大だい丈じよう夫ぶでしょう。

　稀け有うな容姿で生きていくことはなかなか難しいものだと思います。「光明の神の生まれ変わり」という器うつわを十八年前の玉ぎよく來らいが用意しなければ、伶藍はもっと生きにくい日々を強しいられていたんじゃないでしょうか。汪凱と大陸中の風景を目にするうちに玉來の親心に気づいてほしいなと思いつつ、親心ってなかなか子には伝わらないからなぁとも思ってみたり。婆さまは婆さまなりに伶藍を大切に思っているんですけどね。

「北方雪花」は隗の国での二人です。気持ちが通じ合ったあとのお話なので、ひたすら楽しく書きました。本編では伶藍が隗に行く機会がないので、こちらを収録していただけてよかったです。

　イラストは、Ｃｉｅｌ先生が描かいてくださいました。ちなみにＣｉｅｌ先生にイラストを描いていただくのは二度目になります。まさか今回も担当していただけると思っていなかったので、お名前を聞いてから数日間、うれしくて何も手につかないほどでした。Ｃｉｅｌ先生、お忙いそがしいなか引き受けてくださり、本当にありがとうございます。

　担当さまにも大変お世話になりました。現担当さまを合わせますと、四人の方に見ていただいたことになります。あとがきに辿たどり着くことができたのも皆みなさまのお力ちから添ぞえのおかげです。どの担当さまにも感謝申し上げます。

　そして読者の皆さま、ここまでお付き合いくださり、本当にありがとうございます。

　いかがでしたでしょうか。少しでも楽しんでいただけますと幸いです。





二〇一六年　十一月
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「おいで。今日はお天気がいいから水浴びをしよう」

　伶藍は枸杞を抱くと、月花宮の庭へ向かう。

　空は雲ひとつない晴天だ。侍従たちはすかさず庭木と庭木の間に紗幕を吊るし始める。本当は汪凱もいっしょにと思っていたけれど、昨夜遅くに綸に着いたのでまだ夢のなかだ。

「汪凱さまがお目覚めになられたら、私は庭にいると伝えてくださいね」

「かしこまりました」

　紗幕に守られながら宮廷服を脱ぎ、薄衣をまとう。伶藍がほんの少し目を離した隙に、枸杞は傍らにあった笊ざるを引っくり返し、額に笊ざるの縁をかけてとことこと歩いていた。

「枸杞、それはかぶるものではありません。乗るものですよ」

　そう、この笊ざるは枸杞を水浴びさせるための乗りものなのだ。果実を干す際に使う平たい笊ざるで、細竹で編まれている。これに枸杞を乗せ、水池のなかを歩く。

　何も知らない誰かが見たら、きっと腹を抱えて笑うだろう。だけどこの水は汪凱の体から軍神を追いだした。もしかしたら枸杞の不自由な片足も癒えるかもしれないと思い、汗ばむ陽気の日はこうして水浴びさせることにしている。

　伶藍はさっそく水池に入ると笊ざるを浮かべ、枸杞を乗せた。笊ざるには必ず手を添える。

　ほんの少し笊ざるを沈めると、枸杞はつま先にかかった水の感触をおもしろがり、笊ざるの上で足踏みをした。ぱしゃぱしゃと小さく飛沫が散る。

「ほう。俺を寝所に置き去りにして猫と戯れているのか」

　ふいに紗幕が開き、汪凱が顔を覗けた。科白だけ聞くと不機嫌そうだが、表情はそうでもない。くくっと肩を揺らして、伶藍と枸杞を交互に見やる。

「俺も入ってよいか？　寝汗をかいた」

「もちろんです。誰か汪凱さまに薄衣を差し上げてください」

　しばらくして薄衣をまとった汪凱が水池に入ってきた。

　枸杞はすっかり汪凱に懐いている。汪凱が水池の縁に背中を預けて座ると、さっそく汪凱に向かって甘えるように鳴く。

笊ざるは飽きた、抱っこして、とせがんでいるらしい。まさか通じてしまったのか、汪凱は「仕方のないやつめ」と苦笑すると、片手で枸杞を掬い、胸元へ抱き寄せる。

「お前の母君は変わった遊びをするんだな。猫の身で付き合うのは大変だろう」

「遊んでいるのではありません。私は枸杞の足を治してやりたいんです」

「ああ、そういうことか」

　汪凱は枸杞を抱き直すと、不自由なほうの足にそっと水を触れさせる。

　そういえば以前、槍を受けた傷に同じ手つきで水をかけてもらったことがある。

　頰をほころばせて汪凱と枸杞を見つめていると、侍従長が茶盆を持ってやってきた。伶藍と汪凱、そして汪凱に抱かれている枸杞を見て、目を丸くする。

「おやまあ、仲がよろしいことで。夫婦に子ひとり、まるでご家族のようですね」

　家族。──ひとつ瞬いたあとでぽっと頰が熱くなった。

　汪凱は「なるほど、家族か」とひとりごち、「ならばお前の父親は俺だな」と、枸杞を高く抱きあげる。

「邪魔はいたしません。どうぞご家族でごゆるりとお過ごしくださいませ」

　侍従長は茶の支度を終えると、丁寧に礼をして紗幕を出ていく。紗幕に凛明らしい人影が駆けてくるのが映ったが、「入ってはなりませんよ」と侍従長に帰されていた。

「家族……と言われましたね」

　汪凱のほうを向き、ぽそっと呟く。

「何だ、気に入らんのか」

「いえ、いい響きだなと思いまして。なんだか胸の真ん中がくすぐったくなるような」

　ふふふと微笑んで、汪凱の肩にこめかみを預ける。

　枸杞は汪凱に抱かれるのにも飽きたようで、今度は水にたゆたう笊ざるに向かって鳴いている。また笊ざるに乗りたい、さっきのように水のなかを歩いてくれ、ということらしい。

「あなたは本当にわがままばかり。いったい誰に似たんでしょうね」

「お前だろ。俺はわがままなど言ったことがない」

「でしょうね。汪凱さまはわがままを口にする前に、ご自分の好き勝手になさいますから」

　汪凱が真顔で「ああ、確かに」とうなずいたので、伶藍は噴きだした。

　枸杞を笊ざるに乗せ、汪凱と連れ立って水池のなかを歩く。本当に三人家族になったようで頰が緩むのを抑えられない。ちらりと汪凱を見ると、汪凱の頰も同じようにほころんでいた。
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